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第一章










そのギャップは何！




「すみません。冴さえ子こさん」

「何？」

「これ、手伝ってもらえませんか？」

　申し訳なさそうに私に話しかけてくるのは……。

　三年前、同期入社をした同い年の木き崎ざき君。

　甘えんぼ体質、草食男子……だと思っていた。つい最近までは。

　私が勤めるイーイマージュは、パッケージデザイン専門のデザイン会社だ。近年急成長し、業界でも注目されている我が社の中で、木崎君と私は総勢十八名のデザイン部に所属している。

　といっても、私はただのオペレーターで、デザインの才能はない。デザイナーの描いたデザイン画をパソコンに取りこんでデータ化する仕事や、事務処理をしている。

　一方、美大卒の木崎君は、デザイナーとして頭角を現し始めている。

　本当はパッケージデザインより風景画や人物画を描きたいようだけど、『それじゃあ飯が食えないし』なんて言っている。

「ここが気に入らないんですけど、もう少し色味を抑えてみてくれませんか？」

　彼の提案はいつも的を射ていて、センスは抜群だと思う。

「あのさ、それくらいのパソコンの操作は覚えなよ」

「だって、冴子さんがいてくれるから」

　木崎君は、うつむき加減で甘えた声を出す。

「まったく、もう」

　そうは言うけれど、頼られるのはちっともイヤじゃない。彼は同い年だというのに、母性本能をくすぐるタイプなのだ。

　金曜日の夜なのに、いつも通り残業中。取引先から突然の変更依頼が舞いこみ、仕事が終わらない。

　木崎君のアシスタント業務を担当している私は、彼の仕事が残っている場合、必然的に残業になる。

「すみません、冴子さん」

　彼が私のことを名字でなく〝冴子さん〟と呼ぶのは、私も同じ〝木崎〟だからだ。

「いいよ。木崎君のせいじゃないし」

　実は私、彼のデザインがかなり気に入っている。

　彼の作品は、他の人では出せない味わいがある。どこかノスタルジックだったり、ホッとする色使いだったり。

　インパクトを求められるパッケージの世界で、彼の作品は明らかに異質。だけど、似通ったものが並ぶ商品棚の中では、それがかえって目立つのだ。最近はクライアントからの指名も急増している。

「あっ、ありがと」

　パソコンと睨にらめっこをしながら微妙な色調整をしていた私に、木崎君がコーヒーをスッと差し出してくれた。

　彼は私よりずっと気がつくし、物腰も柔らかい。専業主夫にでもなって絵を描けたら幸せだろう、なんて勝手に想像している。

「本当に助かります」

　木崎君は腰が低くて、こちらが恐縮するほどだ。それに、いつも見せる控えめなハニカミは、私を『しょうがないなぁ』という気にさせてしまう。

　一緒にパソコンを覗のぞきこみ、黙々と色のパターンを試して、納得いくデザインができ上がったのは、三時間後のことだった。

「これで完成ね。木崎君の言う通り、こっちの色の方がしっくりくる」

　なんとか間に合いそうだ。

　ホッと胸を撫なで下ろしていると、安あん堵どの表情を浮かべた木崎君が頭を下げる。

「ありがとうございます。ほんとに冴子さんのおかげです。僕ひとりだったら、どうなっていたことか」

「お礼なんていらないよ。私の仕事でもあるし。それに、ほんとによくなった」

　木崎君はいつまで経っても敬語が抜けない。私はとっくにタメ口なのに。でもまあ、それが彼らしいといえば彼らしい。

「そうですね。これなら、先方にも納得してもらえそうです」

　今回手がけているのは、食品会社から依頼されたお菓子のパッケージデザインだ。

「冴子さん、もう遅いから送ります」

　時計を見ると、すでにに二十三時を回っている。

「あ、そう？　ありがとう」

　私達は同じ路線を使っていて、彼は私より三つ手前の駅で降りる。だから、わざわざ送ってくれなくてもいいんだけど、私に小さな世話を焼くことで彼なりに感謝を表しているのだと気がついてからは、素直に甘えることにしている。ちょっと女王様気分だし。




　金曜日の終電間近の車内は、かなり混んでいて、座れない人で溢あふれている。

　私がドアの近くに立つと、木崎君はその後ろに立った。

　ふと窓の外を見つめると、窓ガラスに反射して木崎君が映る。

　なんとなく草食系の匂いのする彼だけど、見た目は申し分ないほどのイケメンの部類に入るだろう。

　背は、百六十センチの私よりずいぶん大きくて、軽く百七十五センチは超えている。線は細いけれど、バランスがいいのか、ヒョロヒョロという感じではない。顔はモデル並みに小さく、目鼻立ちは整っていて、優しそうな目が魅力的。それに、少しくせのある髪が、柔らかい雰囲気を醸し出している。

　筋肉フェチの私からすると、胸板がもっと厚ければ言うことはない。いや、脱がせたことはないから、あくまで想像だけど。

　木崎君、彼女いないのかな。だって、モテそうだし。

　そんなことを考えながら流れる景色を見ていると、窓に映る木崎君の視線が、私に向いていることに気がついた。

　な、何？

　木崎君は何も言わないけれど、私から視線を外さない。

　なんだか気まずくなってうつむいていると、電車は彼が降りる駅に滑りこんだ。

「木崎君、ほんとに送ってくれるの？」

「もちろんです。こんなに遅く、冴子さんひとりで帰すなんてできません」

「そ、そう？」

　そんな男らしい言葉を口にしたところで、木崎君は木崎君だ。もし誰かに襲われても彼がいれば大丈夫、という安心感がまるでない。

「わっ」

　再び動きだした電車がガタンと激しく揺れたせいで、隣に立っていた人がよろけて私まで倒れそうになってしまった。

「大丈夫ですか？」

「う、うん」

　気がつくと木崎君が私のお腹なかの辺りに手を回して、抱えるような格好になっている。

　あれ？　意外と筋肉質だ。

　私を抱きとめたその腕はごつごつして、男の色気があった。繊細なデザインをしているいつもの姿からは、まったく想像できない。

「えっと、あの……もう、平気」

　木崎君は、なぜだかそのままの格好で私を抱き寄せている。

「あっ、すみません」

　慌ててその手を離した彼は、バツの悪い顔をした。

　私の家の最寄り駅に着くと、木崎君も一緒に降りてくれた。

　クリスマスイルミネーションが灯り始めた駅前は幻想的で、とてもきれいだ。

「それじゃあ、ありがとう。お疲れさま」

　さすがに家まで送ってもらったことは今までにもない。ここまで来させてしまったことも申し訳なくて、駅のホームでそう告げると、木崎君は途端に不愉快そうな顔になる。

「ここから先が危ないでしょ。なんにもわかってないんですね、冴子さん」

　木崎君らしくない強い口調に驚いて顔を見上げると、彼は表情ひとつ変えずに私の腕を取って歩きだした。

「木崎君？」

「こんな遅くにひとりで帰せない、って言いましたよね。行きますよ」

　不機嫌になった木崎君に促され、家までの道を歩き始めた。

「この道、暗いですね」

「まぁ、そうね」

　駅から少し離れると外灯が減り、人通りもまばらになる。

「冴子さん、もっと明るいところに引っ越したらどうですか？」

「えっ？　そ、そうね……」

　なんだか今日は調子が狂う。いつものホンワカ木崎君はどこ？

　薄暗い道を十分ほど歩くと、五階建ての私のマンションが見えてきた。

「今日はわざわざありがとう」

　もうここでいいという意味だったけど、木崎君はそのままついてくる。

「オシャレですね、このマンション」

「まぁね。外観が気に入って入居したんだけど、おせっかいな男の人が住んでて」

「おせっかいな男？」

　木崎君は眉間にシワを寄せながら、私の顔を見つめる。

「うん。時々訪ねてきて、色々とお裾分けをくれるんだけど、『昨日は遅かったですね』なんて言われることがあってね」

　私が軽い気持ちでそう言うと、木崎君は突然歩みを止めた。

「あぁ、もう！　何悠長なこと言ってんだよ。それって、ストーカーだぞ？」

　突然口調の変わった木崎君に驚いてポカンと彼を見上げると、顔をしかめて盛大な溜ため息いきをついている。

「ストーカー……？」

　そんなこと言われても、あの人がストーカーだなんて考えたこともない。

「もういいや。優やさ男おとこの顔をしているのも、さすがに限界。冴子さん、無防備すぎる」

「は？」

『優男の顔』って？　何がなんだかわからずに間抜けな声を上げると、木崎君の目が鋭くなる。

「少しは危機感もとうか」

「えぇっと、ごめん」

　なぜか今日はよく叱られる。

　それに……木崎君ってこんなキャラだったっけ？

「絶対に狙われてる」

　そうなの？　ストーカーなのかな、あの人。プライバシーに踏みこまれるのは困るけど、『狙われてる』なんて大おお袈げ裟さだと思うんだけど。

「冴子さんの部屋、どこ？」

「三階の三〇二号室」

　私達はマンションに到着すると、エレベーターに乗りこんだ。

「で、そいつは、どこの部屋？」

「えっと、隣」

「はぁっ!?　隣？」

　驚きの声を上げる彼から、さらに「はーっ」と呆れたような溜息が落とされる。

「仕方ない。行くよ」

　エレベーターが三階に到着すると、木崎君は私の手を強く引っ張った。

「どっちの隣？」

　耳元で囁ささやく木崎君に、手前の部屋を指差す。

　その部屋の前で立ち止まった彼は、突然私を抱き寄せた。

「ちょっと！」

「しーっ。絶対、何も言わないで」

　思わず大きな声が出た私の口を、彼の手が塞ふさぐ。

　木崎君が何を考えているのかわからない。でも、彼の目があまりにも真剣だったから、私は黙ってうなずいた。

　すると彼は私をじっと見つめたまま口を開いた。

「愛してるよ、冴子」

　……えぇぇっ、いきなり何!?

　驚きのあまりフリーズしてしまった私を、彼は余裕の顔で見下ろしている。

　そして私と視線を合わせるように少し屈むと、顔を近づけてきた。

　何、これ？　この状態から繰り出されるものは、ひとつしか知らないんだけど。

　予想通り顔を斜めに傾け、彼はさらに顔を近づけてくる。

　なんだかわからないけど、ここは目をつぶるべき？　だって、これって……キス、だよね。

　軽くパニクっている私は、彼を見つめ返す度胸もなくて、ぎゅっと目を閉じた。

　だけど……すごく近くで木崎君の息遣いを感じたあと、彼の気配が遠ざかる。

　あれ？　まさか、寸止め？

「今日はたっぷりかわいがってあげる」

　木崎くんが!?　私を!?

『何言ってるの？』と声を上げそうになったものの、鋭い目で私を睨む彼に圧倒されて言葉が出てこない。

　こんなに威圧的な木崎君、初めて……。

「それじゃあ行こうか」

　促され、私が部屋のカギを開けると、完全にいつもと違う顔に変身した木崎君は、そのまま一緒に入ってきた。

「とりあえず、これでいいだろう」

「あ、あの……」

『さっきのはなんなの？』と言いたくても、あっけに取られて言葉がうまく出てこない。

「ストーカー対策。たぶん、冴子さんが帰ってくるのを見計らって、足音がしたら中から覗いてるはずだから。とりあえずこれで、冴子さんには俺っていう恋人がいることになったからね」

　ニヤリと笑う木崎君からは、会社の彼とは違って終始余裕を感じる。どうしちゃったんだろう。

「恋人？」

　なるほど、そういうことか。なんて感心したのも束つかの間ま、木崎君は「お邪魔します」と靴を脱いでいる。

「ち、ちょっと！　散らかってるから」

「気にしないから」

　いや、私が気にするの！

　朝飲んだコーヒーのカップが置きっぱなしのテーブルに、読みかけの雑誌が何冊も放置してあるソファ。いや、それよりも……洗濯物！

　リビングに干してあった下着を慌てて隠したけれど、勝手に入ってきた彼にばっちり見られてしまったようだ。

「み、見ないでよ！」

「いいじゃん。これから全部見るんだから」

「み、見る!?」

　木崎君は、私の足元から頭まで舐なめるように視線を這はわせる。まるで、獲物を選定する肉食動物のように。

「かわいがってあげるって言ったでしょ？」

　不敵な笑みを浮かべる彼のことが、まったく理解できない。

　なんなの!?　この落ち着き払った彼の態度は。

「それは、え――」

『演技でしょ？』と言おうとすると、私に近づいてきた彼の鋭い目に圧倒されて、またしても言葉を呑みこんだ。

「隣に聞こえてるから。こういうマンションって、意外と音が響くんだ。これから、俺達は抱き合うの。思いっきり喘あえいで、聞かせてあげて」

　木崎君は、私の耳元に唇を寄せて囁く。

「何言ってるの？」

　アタフタする私をよそに、素知らぬ顔の木崎君は、再び口を開いた。

「そんなに恥ずかしがらなくたって。もう何度もシた仲だろ？」

　突然声のボリュームを上げた木崎君は、妙に色っぽい声を出す。

　いやいや、シてないし。

　心の中でツッコミを入れながら、隣の部屋に向かってきわどいセリフを口にする彼を唖あ然ぜんと見つめる。

「ほら、冴子から来いよ」

　えぇぇっ！

　甘ったれ木崎君からは、想像できない言葉が飛び出す。おまけに彼の声がゾクッとするほど艶つやっぽい。

　でも私にはそんなスキルはない。こう見えても、結構奥手なんだから。

『女子力が高い』とか『彼氏いそうだね』と言われることもあるけれど、それは服装に気を遣っているからだと思う。

　毎月ファッション誌を買い、流行を自分なりに取り入れ、なおかつ清潔を心がけている。

　でも、胸の辺りまで伸ばした髪は、くせ毛で扱いづらいのが悩みのタネだ。トリートメントを欠かさず、毎朝ストレートアイロンでサラサラに整えている。

　だけど……どこにも出かけない休日は、Ｔシャツにスウェットで、もちろんすっぴんだし、料理や掃除など面倒なことは大嫌いな干物女だ。

　それに、わりと派手に見える顔つきのせいか、周りからは男と遊んでいると思われているらしい。でも実際はデートすらしていないし、彼氏いない歴は三年にもなる。

「ほら、吐息漏もらして」

　今度は私の耳元で囁く彼に、目を見開いて首を振る。

「む、無理よ。そんなこと」

　ありえない。絶対に無理！

　私が思いっきり拒否すると、眉をひそめた彼は小さく「チッ」と舌打ちした。

　あれ……私、また怒られてます？

「無理じゃない。できないなら本当にキスするけど？」

　慌てて小刻みに首を振ると、鋭い眼まな差ざしの木崎君は私の耳に唇を近づけてきた。

「ほら、気だるい感じで。俺のことは、雅まさ斗とって呼んで」

　雅斗だなんて呼べるわけない。だって木崎君は木崎君なんだから！

　首をブンブン振って拒否していると、彼が私の顎あごに手をかけるから焦ってしまう。

「早く」

　ほんとに？　ほんとにやるしかないの？

　やらなきゃ本当にキスされそうで、思いきって口を開いた。

「あっ……ん」

　私、顔真っ赤だよ、たぶん。こんなこと、アレの時でもないのに素面しらふで言うなんて、拷問だ。

「きれいだよ、冴子」

　もう、うっとりした声で言うのはやめて！

「ほら、もう一回」

　木崎君は耳元でまた私の喘ぎを求める。

　こうなったら、ヤケクソだ。

「あぁん。ダメよ、雅斗」

　心臓が飛び出しそうなほどバクバクしている。だって、肩が触れ合うほどの距離に木崎君がいるのだから。

「うまいよ？」

　再び耳元で彼がそうつぶやいた時、あまりの緊張に腰が砕けた。

「おっと」

　倒れこみそうになった私を、木崎君はやすやすと片腕で支える。この絵描きの、どこにそんな力があるんだろうと思うほど力強い。

　そして、私の膝ひざの後ろに手を回して抱き上げると、勝手に奥の部屋のドアに手をかけた。

「あぁっ、そっちは寝室……。ね、下ろして？」

「ダメだよ。だって俺達、抱き合うんだから」

「ちょっと！」

　思わず大きな声を出すと、木崎君に「しーっ」と叱られた。

　私を抱いたまま器用にドアを開けた彼は、寝室に入ってベッドに私を下ろす。

　ちょ……ちょっと！　ほんと、無理！

　焦る私をよそに、彼はベッドに座ってマットレスを揺らし始める。

〝ギシッギシッ〟と軋きしむ音が、部屋に響き渡る。この音、意外と響くものらしい。

　なるほど、これはまさにシている時の音ってわけね。だけど……。

「ほら、もう一回、喘ぎ声」

　さらに甘い声を求められ、もう諦めモードだ。こうなったら、やってやろうじゃないの。

「あん……」

　できるだけ色っぽい声を出したつもりだ。

　だけど、ベッドの上で恋人でもない男を前に、何やってるの、私？

「ちょっと木崎君、もう無理」

「あはは。もういいよ。隣の男、さっき外に出ていく音がしたし。耐えられなくなったんじゃない？」

　そういえば、ドアが閉まる音がしたような……。

　ほんとに聞かれてたんだ。ということは、木崎君の言う通り、いつも帰ってくるところを覗かれていたのかもしれない。

　自分がどれだけ無防備だったのかを、はっきりと目まの当たりにした私は、衝撃のあまり動けなくなった。

「冴子、大丈夫か？」

「わ、私……」

「心配いらない。俺がいるから」

　ずっと気がつかないでいたら、どうなっていたかわからない。お隣さんだから、ってなんの警戒もなくドアを開けていたし、愛想よく振る舞っていたのだから。

　私、ほんとにスキだらけだ。

　だけど、彼が隣で手を握っていてくれると、不思議と落ち着いてくる。つい最近まで、頼りない男だと思っていたはずなのに。

　予想外の木崎君の頼もしさには感心してしまう。

「それにしても、冴子さん」

「えっ？　何？」

　私の顔を覗きこんだ木崎君は、すごく意地悪な笑みを浮かべている。

「色っぽすぎるし。俺、反応しちゃった」

　そう言ってチラッと自分の股間に目をやる彼は、やっぱりいつもの甘ったれ小僧なんかじゃない。

「いやいやいや、あのっ……」

「冴子、俺と付き合おう」

「ねぇ。もう、演技はいいから」

　木崎君の色気から逃げだそうとすると、容赦なくベッドに押し倒された。

「な、何よ。冗談はやめてよ」

「冗談なんかじゃない。本気なんだけどな、俺」

　近い。近いよ！

　彼の顔が私の数センチ上に迫って、ますます動けなくなってしまう。これじゃあまるで、ヘビに睨まれたカエルだ。

「冴子……こんなに赤くなって、かわいい」

　木崎君に優しく頬に触れられて、心臓が破裂しそうだ。

「やめてー！」

　無理、無理、無理。ぜったーい、無理！

　だって、今まで一度だって彼を〝男〟として見たことがなかったんだよ？　かわいらしい同僚だったの。それなのに、突然豹ひょう変へんして迫られたって、気持ちがまったくついていかない。

「……仕方ないな。今日はやめておくよ。冴子を泣かせたいわけじゃないしね」

　っていうか、なんで呼び捨てにされてるの？

　目が点の私に、まったく動じない彼。

　会社でのかわいい木崎君は、どこに？

　ゆっくりベッドから下りた彼は、「コーヒー飲みたいな」なんて余裕の表情だ。

「コ、コーヒー……」

　ドキドキがまだ収まらない私は、なんとか起き上がってキッチンに向かった。

「えぇっと、ブラックですよね？」

　なんで敬語になってるんだろう、私。

　クスッと笑う彼が、「手伝おうか？」なんて言うから、私は首を横に振った。

　距離をください。今は、距離を！

「ど、どうぞ」

「ありがと」

　小さいながらもカウンター式のキッチンでコーヒーを淹いれて、リビングのテーブルに置くと、彼はすぐに口に運んだ。

「冴子、コーヒー好きだろ？　飲まないのか？」

「うん……」

　本当はそれどころではないけれど、落ち着かなくては。とりあえず彼の向かい側の席に座り、カップを口に運んだ。

「アツッ」

「ほら、気をつけないと」

　彼はカップをテーブルに戻すと、長い指で私の唇に触れる。

「大丈夫？　やけどしてない？」

「しっ、してない！」

　思わずのけぞってその手から逃れたけど、心臓のドキドキが半端ない。さっきから息が止まりそうだ。

「それで……」

「それで……」

　彼の言葉を復唱するのは、きっと余裕のない証拠。

「さっきの返事、くれる？」

　返事？　まさか『付き合おう』って、本気なの？

「あのさ、焦じらすなんてテクニックは必要ないからね。ま、ＯＫ以外は却下だし」

　突然告白されたって、なんて答えたらいいのかわからない。

「あっ、あの……その……」

「ＯＫ？」

「そんなこと急に言われても！」

　どうしてそんなに余裕なの？

「急って……ほんと鈍感なんだね、冴子は。俺、ずっと見てたのに。どうせ俺のこと、かわいい同僚くらいにしか思ってなかったんだろうけど」

　バレてる！

「なんか木崎君、いつもと違うよ」

「あはは、バカだなぁ。会社の俺なんて作りものだから。誰だって猫被ってるだろ？冴子だってそうじゃん」

　まぁ、完璧に素を出しているとは言いがたいけど……木崎君は違いすぎる。

「純情なフリしておけば、女はそれほど積極的には寄ってこないわけ。それに、頼りない男って、モテないだろう？」

　なんで、そんな〝フリ〟がいるの？　木崎君、モテすぎて面倒だったってこと？

　仕事中には見られない自信満々な彼の姿に、拍子抜けしてしまう。

「それとなく誘われても、純情な男を演じて気がつかないフリをしておけば、あとあと面倒なことにはなりにくい。万が一ストレートに言い寄られても、僕は草食なんで恋愛に興味ありませんって顔ができる」

　草食男が演技だったなんて。誰が想像しただろう。

「俺が興味あるのは、冴子だけ」

「私!?」

「そう、冴子。さっきから言ってるだろ？　他の女の誘いなんて、全然うれしくない」

　唖然としながら木崎君を見つめていると、彼は凛りんとした顔をして言葉を続けた。

「俺も男なんだけど」

「う、うん」

「そういう対象として見てくれない？」

　目の前に座る彼は、確かに大人の色気がある。……私の知ってるかわいい純情ボーイは、今や跡形もない。

「どうして、私？」

「どうしてって……危なっかしくて見てられないから。俺が守ってあげたいと思ったんだ」

『守ってあげたい』って……どちらかというと、私が面倒を見ているつもりだったんだけど。

「冴子は皆からしっかり者だと評価されてるし、自分自身もそう思ってるかもしれないけど、それは仕事だけだよ」

　木崎君は小さな溜息をつく。

「男関係はスキだらけだ。業務の小お沢ざわに、取引先の石いし田だ。それと、広報の角かど川かわ。あとは……」

「何、それ？」

「何って、冴子のこと狙ってたやつ。皆、俺が追い払ったけど」

　小沢さんも石田さんも角川さんも、皆知ってる。だけど、狙われていたなんて自覚は少しもない。

「あれ、やっぱり気がついてなかった？」

　私はコクンとうなずく。

「小沢は冴子の誕生日をしつこくリサーチしてたから、その日は残業入れてみた」

　そういえば、去年の誕生日はいきなり残業だったような。

「石田は用もないのに冴子出せってうるさくて、しつこく何回も来てただろ？　気持ちを伝えてやるフリして、待ち合わせ場所を冴子に伝えなかった」

「って……ひどくない？」

　それはいくらなんでも、石田さんに失礼じゃない？

「石田が既婚者でもか？」

「既婚者？」

　そう、だったのか……。

「角川は……」

「ちょっと待って。どうしてそんなに詳しいの？」

「どうしてって、俺はずっと冴子を見てたから、そんなの一目瞭然だよ。恋こい敵がたきの匂いがプンプンしてた」

　恋敵って……。

「冴子って、相当鈍感だね」

　もしも本当に狙われていたのなら、彼の言う通りだ。

　でも、ずっと私を見ていたなんて。

　木崎君からそんな言動を感じたことなんてない。

　それも、やっぱり私が鈍感だからだろうか。










マシュマロキス




　落ち着き払った様子でコーヒーを置いた木崎君は、私の目をじっと見つめながら口を開いた。

「俺の作品を初めて認めてくれたのが、冴子だったんだ」

　すっかり私の名前は呼び捨てに定着してしまったようだ……。

「俺、美大を出ているけど、一度も認められたことがなくて、もう絵の道は諦めようと思った。だけど最後の悪あがきで、デザインの仕事に就いたんだ。でもやっぱりダメで、もういよいよ絵の才能がないからやめた方がいいと思ってた」

　そうなの？　そんなこと、ちっとも知らなかった。

「冴子が戸と塚づか部長に、俺の作品を勧めてくれただろ？」

　そういえば、そうだったような。まだ彼がひとつも作品を商品化できないでいた頃、彼の描いたデザインに目を奪われて、部長に『絶対ヒットします！』と大口を叩たたいたことがあった。それから部長の提案で、別のオペレーターから木崎君のアシスタントを引き継いだのだ。

　彼とのコンビはそれからだ。

「あれは、本当にいいと思ったの」

「そんなことを言ってくれたのは、冴子だけだろ？」

「うん、まぁ……」

　あの頃、同期で入ったもうひとりのデザイナーは、すでに三つの商品を世に送り出していたこともあり、『木崎はデザイン部のハズレ』という声もあった。

　だけど私には、〝絶対に彼が認められる日が来る〟という、確信めいた予感があったのだ。

「それに、俺がパッケージデザインをやりたいわけじゃないことにも気づいて、他に絵を描くことも勧めてくれただろ？」

「うん」

　商品イラストや文字を入れることが多いパッケージデザインでは、幻想的な彼の絵の魅力が半減していると感じていたのだ。

「だから絵を描く道を捨てずにいられた。それから描いた最初の作品がこれ」

　木崎君は立ち上がってリビングのローボードまで行くと、その上に飾ってあった月夜の絵を指差した。その絵は、突然残業になった誕生日の夜、帰りに一緒に食事をした時に、レストランでくれたものだ。

「これ、お気に入りなんだ。私、ずっと『お前は太陽じゃなくて月だな』なんて言われていたの。もちろん、嫌味ね。自分で輝いている太陽じゃなくて、何かに照らされなければ輝けない月。でも、私は月が好きなの」

　彼にこの絵をもらった時、今までの辛かったことが蘇よみがえり、心が荒立ったのを覚えている。だけど、絵を眺めているうちに、悩んでいたことがバカらしくなってきたのだ。

「どうして？」

　木崎君は不思議そうに私を見つめる。

「だって、月は自力で輝く能力がなくても、太陽の力を借りて一生懸命私達に光を届けてくれてるでしょ？　太陽が天才なら、月は秀才。そんな気がして」

「あはは」

　木崎君は笑うけど、私は本気だ。

「木崎君は、太陽なんだよ！」

「俺が、太陽？」

　木崎君は目を見開いて、驚いているような視線を送ってくる。

「そう。なのに、輝いていることに気がついていないんだもん。木崎君の絵、本当に好き」

　月夜の絵を手に取って眺めた。本当に素敵な絵だ。

　ふと視線を感じて顔を上げると、木崎君が真剣な表情でこちらを見ている。

「えっと……私、なんかやらかした？」

　彼が微動だにせず私を見つめているから、おかしなことを言ってしまったのではないかと心配になってしまったのだ。今日は叱られっぱなしだし。

　すると……木崎君は私に突然抱きついてきて……。

「わっ！　ちょっと、離して！」

　あまりに驚いた私は、思わずのけぞった。

「離さないよ。やっぱり俺、冴子と付き合う」

「は？」

「とりあえず、キスしよ？」

　と、とりあえず？

　近づいてくる彼の整った顔。この人、至近距離で見ると睫まつ毛げがすこぶる長い。

「ちょっと、待った！」

　あと数センチに唇が迫ったところで我に返る。

　慌てて木崎君の体を押すと、彼はものすごく不満そうな顔になった。

　そんなに不機嫌になられても、私にだって都合というものがあるんだから。

「あれ？　冴子って、キスの時、目を開ける主義？」

「ち、違うし」

「じゃあ、つぶってよ。あんまり見つめられると照れる」

　そういう問題なの？

　私の腰を抱いたままの木崎君は、もう一度トライしようとする。そして……全力で彼の体を押したのに今度はびくともせず、あっけなく唇が重なった。

　柔らかい。マシュマロみたい。この感覚、何年ぶりだろう……。

　放心状態になると、余計なことしか考えられなくなるらしい。

「冴子、かわいい。真っ赤になって」

　ゆっくり唇を離した木崎君は、もう一度私を抱き寄せた。

　私……木崎君とキスしちゃったの？　どうして、こんなことになってるの？

「ちょっと！」

　私は急に冷静になった。

　二十五歳にもなって、キスひとつでとろけそうになっているなんて、私ってばどれだけ恋愛経験が足りないのよ。

「な、なんでキスなんてしたの!?」

「なんでって。好きな人とはキスしたいでしょ？　俺はその先もしたいけど」

「その先!?」

　思わず大きな声が出ると、木崎君がクスクス笑っている。

「冴子って、純情なんだね。ますます好きになったよ」

　慌てふためく私とは対照的に、冷静すぎる木崎君。こんな構図、会社では絶対にない。

「冴子さ、俺の知っている限りでは、入社してから彼氏いないよね？　まぁ、俺が悪い虫は追っ払ってたし」

　社会人ならオフィスラブのひとつやふたつあるだろうと期待していたけど、デートの誘いすらなかったのは、そのせいだったの？　彼がさっき言っていた通りなら、それなりのアプローチはあったみたいだし。

　ここまで観察されていると、もう何も言えなくなる。まな板の上のなんとやらだ。

「いつか冴子のヌードが描きたいんだ」

「ヌード!?」

　ヌード、って急に何言ってるの？　突飛なセリフに驚きすぎて、またしても大きな声が出る。

「うん。もちろん俺しか見ないからさ」

　なんだろう。こんなに頭が混乱する会話は初めてだ。

「ねえ、冴子」

　うっとりした目と濡ぬれた唇。

　この人、こんなに色っぽかったっけ？

　私のあとを『はいはい』とついてくる〝穢けがれなき男の子〟という印象だったのに。

「俺のこと、嫌い？」

　……嫌いではないよ。だって、木崎君と一緒に仕事をするのは、どんなに大変でも楽しいから。

　それに、私がこんなに仕事にのめりこむのは、木崎君がいるからなんだ、きっと。

　彼の作品も謙虚さも、そしてひたむきさも、むしろ好き。

　あれ？　好き？

「ねぇ？」

　騒ぎ立つ心をなんとか落ち着かせようと、椅子に座る。

　木崎君も向かい側の席に座ると、色っぽさ全開の声を向ける。そして、テーブル越しに長い手を伸ばして、私の頬に触れた。

　それだけで全身に電流が走るのは、きっとさっきの優しいキスのせいだ。

「き、嫌いじゃないよ」

「じゃあ、好きなんだ」

「うんと……まぁ。でも……」

〝恋愛の好きかどうかはわからない〟と言おうとしたのに言えなかったのは、身を乗り出してきた彼に唇を塞がれたからだ。

「大切にする。ずっと」

　ゆっくり私から離れてにっこり笑う木崎君は、そう告げた。

　え、もう決まったの？　付き合うって、決まったの？

「とりあえず、明日デートね。あと、隣のストーカーが心配だから引っ越しして。そうだな、ひと部屋空いてるから俺のマンションにおいでよ。あ、別に同じ部屋でいいか。どうせヤるんだし」

『何を？』なんて子供みたいなことは聞きません。大人の男と女が同じ部屋でヤることなんて、アレしかない。

「一緒に暮らすなんて無理よ」

「あれ、まだここにいるつもり？　きっとお隣さんは俺というライバルが現れたから、焦ってるだろうな。それで〝強行突破〟ってのもあるかもしれないな」

　え……。

　彼の言葉に背筋が凍りつく。

〝強行突破〟というのは、つまり、その……襲われちゃったりするってこと？

「そんな……」

「やっとわかった？」

　ドヤ顔で私を見つめる彼に、カクカクとうなずくしかない。

「それじゃ、引っ越すまでは俺がここに泊まるか、冴子が俺の部屋に来るかだな。引っ越し業者をすぐに手配しよう。少しずつ準備して？」

　ずっと決断力不足だと思ってきた木崎君の意外なほどの行動力に、圧倒されてしまう。会社では、こんなにズバッと物事を決める姿を見たことがないもの。

　でも……決断力がないのも困るけど、ありすぎるのも困ったものだ。










隠れマッチョ




「とりあえず、今日は冴子の部屋に泊まるから。あー、着替えがないなぁ」

　泊まるの!?

　まるで決定事項のように言う木崎君に、私は慌てる。

「そうだよ。今日は、帰った方が……」

「ま、裸でもいいか」

「は、裸!?　よくない！　全然よくない！」

　だけど彼は、私の意見なんて何も聞こえなかったかのように、「シャワー借りるよ」と勝手にバスルームに入っていく。

「ちょっと、木崎君！」

「何ー？　汗かいたからさ」

「そうじゃなくて……」

　とは言ったものの、なんとなくペースに巻きこまれてしまう。気がつけば、素直にタオルを用意して、彼が脱いだものを洗濯し始めていた。

　これじゃあ、完全に支配されているような……。

　本当に裸で出てきそうな彼に何か着せなければと、押し入れをガサゴソあさる。すると、前の彼氏が置いていったＴシャツとジャージを発見した。

　これで、いい？　とにかく、裸だけは阻止しなければ！

　私はそれを持って脱衣所のドアを開けた。

「ワッ！」

　目の前に現れたのは、木崎君の大胸筋。かろうじて下半身はタオルが巻かれている。

「なんだ冴子。そんなに俺の裸、見たかった？」

「ち、違うよ！」

　思わず彼に服を投げつけて、ドアをバタンと閉める。

　でも……木崎君は意外といい体をしていた。

　筋肉フェチの私の一番重要な萌もえポイントは、大胸筋。あれなら、合格だ。

　華きゃ奢しゃだとばかり思っていた木崎君が、実はマッチョな体をしているなんて！

「あれ、これ男物じゃん」

　相変わらずマイペースな彼は、脱衣所でそんなことをつぶやいている。

「パンツないや。とりあえず、これそのまま穿はけばいっか」

　木崎君の口から、まさかのノーパン宣言が飛び出す。

「あのさー」

　脱衣所から出てきた彼は、首からタオルを提さげて髪から滴したたる水滴を拭ぬぐっている。

「これ、ピチピチなんだけど。冴子の元彼、ガリガリ君？」

　そう言われて視線を送ると、確かに胸の辺りがパツパツだ。

「乳首透けちゃうじゃん」

　まさに思った通りのことを口にされて、思わず目が泳いでしまう。

　確かに元彼は痩せてはいたけど……木崎君がびっくりするくらいがっしりしているのだ。

「ねぇ、元彼のもの出すなんて、俺を挑発してるわけ？」

「そんなことは……」

　少し私を睨みながら意地の悪い声を出す彼に、なんだかゾクッとする。

「お仕置きしてあげようか？」

「お、お仕置き……？　って何するつもり!?」

　木崎君が一歩足を前に出したのとほぼ同時に、寝室に駆けこんでドアを閉め、中から押さえた。

「冴子、お仕置きだから」

「い、いやだもん」

「素直に開けないと、お仕置き増えるよ？」

　彼がドアをぐいぐい押してくるのを必死に押さえる。

「無駄だって。冴子の力じゃ、絶対無理」

「わわわ……」

　必死に踏ん張ったけど、あっという間にドアは開けられてしまった。そして、床に尻しり餅もちをついた私の前に、彼はしゃがみこむ。

「どんなお仕置きだと思ったの？」

「えっ……いや……」

「こういうの？」

　彼は私の顎を上げてにっこり笑ったあと、唇を塞いだ。

　拒否しなくちゃと思うのに、体が言うことを聞かない。

　なんだかんだ言っても、木崎君からの告白がうれしいとどこかで感じている。

　ずっと一緒に仕事をしてきた彼は、私の一番近くにいる人だった。私は彼の作品の一番のファンだし、どんなに残業が続いても、全然イヤじゃない。むしろ楽しかったのだ。

「冴子」

　唇を離した木崎君は、優しい声で私の名前を口にする。

「そんな色気のある顔で挑発するなよ。我慢にも限度があるぞ？」

　彼はそのまま、私を床に押し倒した。

「えっ……あっ……」

「冴子、シよっか」

　真しん摯しな顔で私を見つめるから、思わずうなずきそうになってしまう。でも……。

「シ、シないわよ！」

「えーっ、シないの？　で、何を？」

　その言葉を待っていました、と言わんばかりに木崎君はニヤリと笑う。

　この人、ドＳ！

「冴子が嫉しっ妬とさせるからだよ？」

〝そんなつもりはございません〟と激しく首を振ると、やっと私を解放してくれた。

「あんまりいじめると、冴子死んじゃいそうだから、今日はこれくらいにしておくよ」

　ニヤリと笑いながら「シャワー浴びておいで」なんて、まるで自分の家のように指図をされて、慌ててバスルームに向かう。

　終始余裕の彼と、アタフタしっぱなしの私。こんなはずじゃ、ないんだけど……。

　シトラスミントの香りがするボディソープをモコモコに泡立てながら、頭をフル回転させる。

　会社を出るまでは、いつもの彼だった。電車に乗ってそれで……。『男関係はスキだらけだ』と言われて……。

　あっ！

　今日の出来事を振り返ると、思い当たる節がある。

　お昼過ぎに、経理の奥おく田ださんが仮払金の申請書をデザイン部に持ってきてくれた時、『美術館のチケットが手に入ったんですよ』なんて話しかけてきた。

　あれって、デートの誘いだったの？　まさか、まさかね……。だって、チケットは一枚だったし。以前、経理関係のことで奥田さんにお世話になった時、その美術館のとある人物画が大好きだと話したことがあったから、それで持ってきてくれたのだと思っていた。

　その時、木崎君が通りかかり、『しばらく仕事が忙しいですからねぇ』なんて本当のことを指摘するから、泣く泣くチケットを受け取らなかったのだ。

　足元に流れていく泡を眺めながら、ボーッと考える。

　一緒に行こうと誘われてはいない。でも、お誘いじゃなかったとも言い切れない。

　まさか、あれに嫉妬した？

　それプラス、ストーカーの発覚で我慢しきれなくなったということ？

　あれこれ考えながら、シャワーを止めてタオルを手にする。

　ちょっと待って？　男の人を部屋にあげてシャワーって、どんな状況よ？

　木崎君の鋭い視線から逃れるために、言われるままにシャワーに入ってしまったけど、まずいんじゃ……と思い、慌てて服を着た。

　私、テンパりすぎだわ。

　そーっとリビングに顔を出すと、木崎君はいなかった。あれは夢だったのかもしれないというほど、しーんと静まり返っている。

　だけど、彼がいるであろう寝室を覗きにいく勇気はない。

　今日はソファで寝てしまおう。いつも置いてあるブランケットしかないけど、ヒーターをつけっぱなしにしておけば、寒さもしのげるだろう。




「……ん？」

　ソファでウトウトし始めたその時、何か温かいものに包まれた気がして、そっと目を開けると……。

「わっ！　何？」

「何？じゃない。待ってるのに、何やってんだよ。一緒に寝るぞ」

　呆あきれ顔の彼は、大きな溜息をつきながらブランケットごと私を抱き上げた。しかも軽々と。

　どこに、そんな力があるの？

　見た目は華奢なのに……まさに隠れマッチョだ。

「一緒に寝るなんて無理だよ。下ろして」

「ダーメ。もう決めたから」

　勝手に決めないで！

　有無を言わせず下ろされたベッドは、木崎君の体温で温められていて心地いい。

　すぐに彼は隣に入ってきて、私の背中に手を回して抱き寄せる。そして、ふたりで使うには小さな掛布団で、私をくるんでしまう。

　近い、近すぎるよ！　だって、彼の前髪が私の頬に触れそうな距離にあるんだもの。心臓がバクバクして、止まってしまいそうだ。

「木崎君、一緒に寝るなんて、私……」

「冴子、冷たくなってる」

　木崎君は私の冷えた手をひとつにまとめると、両手で挟んだ。

　彼の手は、本当に温かかった。いつも４Ｂの鉛筆を握って真っ黒にしている彼の手のひらが、こんなに温かいなんて知らなかった。

「大丈夫。今日は隣で寝るだけ」

〝今日は〟というところを強調した彼に、首を振って抵抗する。だけど……。

「冴子」

「ん？」

「好きだよ」

　心なしか気の緩んだような素の彼に、しかも吐息がかかりそうな距離で囁かれると、まるで魔法にかかってしまったかのように動けなくなる。

「木崎君、あの……」

「どうした？」

「私、よくわかんないけど、木崎君のこと嫌いじゃない」

「それは、好きってことだから」

　勝手に断定しないでほしい。

　だけど、彼と一緒にいる時間が心地いいのは、否定できない。

　しばらくすると、彼は私の手を握りしめたままスースー寝息をたて始めた。

　今週は残業続きだったから、疲れているのだろう。

　子供みたいな彼の寝顔がかわいくて、私もそのまま目を閉じた。










料理上手な木崎君




「冴子、冴子」

「ん？」

　誰かに呼ばれた気がして目を開けると、カーテン全開の窓から差しこむ光が目に入り、慌てて飛び起きた。

「ヤバ、遅刻！」

「あはは、今日は休みだから」

　声がする方に視線を移すと、ドアのところで木崎君がニコニコ笑っている。

　一瞬、なんで？と思ったけれど、昨日の出来事を思い出して、顔が赤くなる。

「朝ご飯食べよー」

　そう言うとリビングの方に消えた。

　そういえば、いい匂いがする。これって、出だ汁しの匂い？

　リビングに顔を出すと、キッチンに立っている木崎君がウキウキした様子で菜箸を持っている。

「冴子、そこに座って」

　木崎君に急せかされて椅子に座ると、テーブルに次々と運ばれてくる料理に目を奪われる。

「これ、まさか木崎君が作ったの？」

「うん。冷蔵庫空っぽだから、朝から大変だったよ」

　キッチンを見ると、二十四時間営業の近所のスーパーの袋が置いてある。

「まぁ、毎朝走ってるから、そのついでに買ってきただけなんだけど」

　走ってるなんて、これまたイメージと違う。

　そうやって、マッチョな体を維持していたんだ。

「それにしても……すごいよ、これ」

　大根の味み噌そ汁と炊きたてのご飯。アジの開きにナスの煮浸し。それに加えて、キュウリとワカメの酢の物まである。すごいごちそうだ。

「冴子、野菜食べなさそうだから。野菜多めね」

　確かに、野菜はあまり好きじゃない。木崎君と一緒にランチに行っても、大好きな肉料理ばかり頼んで、付け合わせの野菜はよく残していた。

「いただきます」

　おいしそうな朝食を目の前にすると、急にお腹が空いてきた。木崎君に感謝して箸を手にする。

　味噌汁をひと口飲むと、インスタントとは違う出汁の味が口の中で広がった。

「これ、おいしい！」

「だろー」

　普段好んで食べない酢の物も、程よい甘みのおかげでパクパク食べられる。

「すごい。木崎君、料理上手なんだね」

「まぁね。ひとり暮らし歴は長いし、結婚も考えてなかったから自炊はしてるよ。昔は誰かに縛られるなんてごめんだと思ってたけど、俺にも縛りたい人ができてさ。その人になら縛られてもいいなって、最近は思ってるけど」

「は？」

　ニコニコと饒じょう舌ぜつに語る木崎君を見て、あっけにとられる。

「冴子、あんまり料理得意そうじゃないから、結果としてはよかったな」

「私!?」

『その人』っていうのは、やっぱり私のこと？

「あっ。〝縛る〟って、そっちの〝縛る〟じゃないから。まぁ、縛ってほしかったら縛るけど？」

　木崎君、朝から何言ってんの？

　私は思いっきり首を横に振った。

「あ、意味わかるんだ」

　鋭いツッコミにたじたじな私は、とっさに動揺を隠そうと顔をそむける。

「あれ、怒った？」

「もういいから」

　怒った……というか、なんと言えばいいのかわからない。この状況でエロトークをするほどの技術は私にはない。

　食べ終わった私は、黙って食器を下げて洗い始めた。すると、同じように食器をシンクに持ってきた木崎君は、申し訳なさそうな顔をしている。

「ごめん、冴子。俺、昨日からイライラしてた。奥田のチケットを本気でもらおうとするし、ストーカーが隣の部屋に住んでるのに自覚なしだし。しかも俺は元彼の服まで着せられて。どれだけ鈍感なんだよって思ったら、冴子をいじめたくなっちゃったんだ」

　彼はそう言いながら、私を後ろからギューッと抱きしめてくる。

「ちょっと離して……」

「俺、本気で好きなんだよ」

　彼の声のトーンが突然低くなる。妙な色気を感じるのは、気のせいだろうか。

「すごく……すごく好きなんだ」

「木崎君……」

　彼は後ろから蛇口を止めて、私の手をタオルで拭う。

「俺と付き合う、ってはっきり返事が欲しい」

　そして私を自分の方に振り向かせると、しっかりと目を見つめる。

　考えてみると、今、私に付き合っている彼氏はいない。そして、恋焦こがれる人も。木崎君に『好き』と言われて、うれしいのは事実。それに、こんなに嫉妬してくれる彼の気持ちに、偽りはない気がする。

　もしも逆の立場だったら……なんとなく一緒にいるだけでは不安だろう。はっきり言葉で『あなたと付き合います』と返事が欲しいはず。

「冴子？」

「うん。私……木崎君と付き合ってみる」

　私はＹｅｓの返事をした。断る理由がひとつも思い浮かばなかったからだ。

「俺……冴子のこと、大切にする。それに必ず満足させるよ。心も体も」

　体！　彼の言葉に真っ赤になる。

　ずっと木崎君のことを純情だと思ってきたけど、それはむしろ私の方らしい。

「好きだ」

　そう言って私の両頬を大きな手で包みこんだ彼は、ゆっくりと唇を塞ぐ。

　彼の柔らかい唇は、ちょっとだけ甘い。

　唇を離した彼は、一瞬だけ真剣な顔で私を見つめた。

　その視線に心臓がドクンと打つのは、恋の始まりなのだろうか。

「さーて！　初デート行くよ」

「デート？」

「そう。冴子と手を繋つないで出かけるの、ずっと夢だったから」

　手を、繋いで……。すでにあんなこと、こんなことをされたくせして、木崎君と手を繋ぐのを想像するだけで、なんだか照れてしまう。

「とりあえず、元彼Ｔシャツはごめんだから、一旦家に戻る。あっ、冴子をストーカーの隣には置いておけないから、俺ん家に来るんだよ？　また車で荷物を取りにくるとして、必要最低限のものだけ用意して」

　ちょっと待って？　『俺ん家に来る』ってサラッと決めたようだけど、私はそんなこと、ひと言だって言ってないよ？　この部屋からは引っ越さなくちゃ、とは思ったけど……。

　早すぎる展開に、まったく思考がついていかない。

　だけど私とは対照的にマイペースな彼は、キッチンで元彼Ｔシャツを脱ぎ始めた。

「ちょっと！　私の前で裸になるの禁止！」

「なんで？　いいだろ、どうせすぐ……」

「あー、あーっ、聞こえない！」

　すぐ、ってすぐになんてさせてやるもんか！

　私が止めるのも聞かずＴシャツを脱ぎ捨てた彼は、洗濯しておいたワイシャツを羽織っている。

　前のボタンが全開なまま、先に袖口のボタンを留めている姿にキュンとする。

　こんなところに萌える私って、変かしら。

「ん？　どうした？」

「ううん。なんでも……」

　視線に気づかれてしまった私は、慌てて寝室に飛びこんでクローゼットを開いた。

　それにしても、デートって、どこに行くのだろう？

「ねぇ、木崎君。どこ行くの？」

「うーん。内緒」

「内緒じゃ、何着ていっていいか、わかんないよ」

　ドア越しに交わした会話、のはずが……。

「ちょっと、勝手に！」

　木崎君は前ボタン全開のままズカズカと入ってきて、クローゼットの中をあさり始める。

「だってわかんないんだろ？　選んであげるから」

　私の意見なんてひとつも聞かずに、クローゼットの中身を吟味している。

「これいいじゃん」

　彼が選んだのは、アイボリーのセーターに、ブラウンのフレアスカート。そして、首元にはライトブラウンのラビットファーのティペット。

　同系色でまとめたコーディネートは、なかなかだ。

「どういう基準で選んでるの？」

「そんなもん、脱がせやすいかどうかだろ」

　手際よく用意する彼に聞いてみると、とんでもない返事が来た。

　あんたの頭ン中は、そんなことばっかりでできてるの？　今までの草食っぷりはなんだったのよ！

「あのさー、このくらいのお年頃って、そういうことしたい盛りなの。もう三年も我慢してるんだ。褒ほめてもらいたいくらいだよ」

「三年って、その間にどうせシ……」

『シてたくせに』と口にしそうになって、ギリギリで踏みとどまったけれど、木崎君には言おうとしたことが伝わったらしい。

「バカだな。シたいのは冴子だけだから。誓って他の誰ともシてない。風俗だって行ってないし。冴子以外の誰かとシたいなんて、ちょっとしか思わないよ」

「ちょっと、って何よ！」

「あはは。かわいい。嫉妬した？」

　彼の言葉にハッとする。〝誰にそう思ったの？〟なんて、無意識に気にしていたから。

「寒いからこのコートもね。なんなら俺が温めてあげるけど」

「いいえ、コートで大丈夫です！」

　休日にこんなにオシャレに気を配るなんて、いつ以来だろう。

　デートなんてずっとしていないし、久しぶりのスカートに足がスースーする。

　着替えて出ていくと、もうすっかり準備の整った木崎君が、私を見て「うんうん」とうなずいている。

「会社でも、お堅いスーツよりこっちの方がよくない？」

「いいの、私はスーツ派」

「ま、これ以上悪い虫がついたら困るから、スーツでいいけど」

　木崎君の手には私の着替えなどが入ったバッグ。そしてもう片方で、私の手をしっかり握った。

　いつもデザイン画を描いているときに見とれていた長い指が、私の指に絡みつく。

　昨日までこんな風に手を繋ぐなんて思ってもいなかったから、彼の手の汗を感じてドキドキしていたりして。

　なんだか、ものすごい勢いで彼に惹ひかれている……。久々に味わう感情に、ドキドキしっぱなしだ。










フェロモンありすぎ？




　木崎君の部屋は、とてもきれいに片づいていた。

「冴子、そこ座ってて。とりあえずコーヒー飲む？」

「う、うん」

　彼がテキパキとコーヒーをドリップしている間、キョロキョロと部屋を見渡す。

　キッチンは対面式で、リビングは八畳くらいあるだろうか。大きなソファが置かれている。リビングには引き戸があって、その奥も部屋のようだ。

「リビングの奥が寝室。廊下を出て玄関の左側の部屋を冴子の寝室にしようかと思ったけど、一緒でいいよね？」

「一緒!?」

　木崎君の言葉に思わず大声が出てしまう。

「だって付き合ってるんだし、ベッドもダブルだよ？」

「む、無理！」

　毎日、彼のフェロモンに侵されるのは困る。

　それにベッドがダブルだと、どうだっていうのよ！

　どうも木崎君の中では、一緒に住むというのは決定事項らしい。私は隣人から逃れるための一時避難だと思っていたんだけど……。

「でもさー、あの部屋散らかってるし」

「私、片づけるから！」

　今日の寝場所はなんとか確保しなくちゃ。とにかく同じベッドは回避したい。

　慌ててその部屋のドアノブにすがりつき、一気に開けた。

「あっ……」

「あーあ、開けちゃった。散らかってるって言ったでしょ？」

　木崎君の溜息は無視して、部屋に足を踏み入れる。

　部屋の隅に小さめのソファが置かれているものの、まったく生活感がない。

　だって、そこは……。

「すごい」

　彼の言う通り、とてつもなく散らかっている。

　無数に転がっている数々の絵。どれも無造作に置かれていて、飾られているわけではない。

「もう、あんまり見るなよ。恥ずかしいだろ」

　次々と手に取って眺める私の横に、木崎君がやってくる。

「どうして？　こんなに素敵なのに。私、もっと見たいよ」

　さらに部屋の奥に足を踏み入れて、他の絵にも手を伸ばす。

「あぁ、それか。冴子にあげた月夜の絵と同じ時期に描いたものだ」

　幻想的な月に照らされた海にたたずむ、真っ白なワンピースを着た長い髪の女の人。

「素敵」

　彼の絵を見ると、いつも心が洗われる。

「冴子はいつも褒めてくれるんだな」

　そう言いながら、彼は私の顎に手をかけて、顔を近づけてくる。そして私は、その瞳に吸い寄せられるような錯覚に陥り、目を閉じた。

　そっと触れた唇が、やがて離れてもう一度繋がって……ゆっくり入ってきた彼の舌に翻ほん弄ろうされる。

　いつの間にか抱き寄せられ、彼のなすがままにされていく。

「冴子……」

　唇が離れた瞬間、彼の口から吐き出される溜息交じりの私の名前。

「必ず幸せにする」

　私……確かにこの人に惹かれている。

　昨日の夜まで、ただのかわいらしい会社の同僚だったのに、今は愛いとおしく感じる。

　それに、ずっと私だけを見ていたと言う木崎君の気持ちには、嘘うそがないように思えるのだ。

　この人の隣なら、幸せになれるかもしれない。

「冴子がいてくれないと描けない。冴子が俺に、安らぎと自信をくれるんだ」

「木崎君……」

「ずっと冴子が欲しかった」

　私の腰を抱いて、もう片方の手は私の顎を捉えて……。

「欲しくて欲しくてたまらなかった」

　私は、どうだろう。

　木崎君の、デザインへの真っ直ぐな姿勢が好きだった。作品に向かって全力投球する彼が。なかなか芽が出なくても、文句ひとつ言わず、ひたすら努力を重ねていた彼が。

　だから、木崎君の作品が認めてもらえるなら、とチャンスがあれば走り回った。それは彼の作品を好きだからだと思っていたけど……。

　私……作品だけじゃなくて、彼自身が好きだったのかもしれない。ずっと前から。

　木崎君は再び唇を重ねてきた。

「ん……」

　我慢していたのに、吐息が漏れてしまう。

　彼は私をあっという間に、そういう気分にさせてしまうのだ。

　フェロモン出すぎ。男のくせして。

「冴子。好きだ」

　私を壁に押しつけて何度も何度もキスを繰り返す。そして、私の胸に添えられた彼の手が、孤こを描きだす。

「ま、待って」

「焦らすつもり？」

「んん……っ。でも……」

「でも、じゃない」

　私の耳元でそうつぶやいた彼は、そのまま首筋に舌を這わせる。

　まずい。このままでは流されてしまう。

　ハッと我に返った私は、彼の胸を押し返した。

「ダ、ダメだよ。初デートに行くんでしょ？」

「そんなのいつだってできるから」

「ダメ。私、楽しみにしてたから」

「そうなのか？」

　彼は私をやっと解放すると、首を傾げて見つめてくる。

　照れるから、そんなに見ないで。

「デート行こうよ。どこに行くの？」

「そうだな。ま、続きは夜にしよう」

　いや、そういうことじゃなくて……。

　諦めた様子の木崎君は、すぐに着替えを済ませて出てきた。

　白いシャツに細めのデニムを穿くと、脚の長さが際立つ。シンプルなファッションだけど、こういう洋服を着こなすには、センスもスタイルもよくないと無理だ。

　ダウンジャケットを羽織った木崎君に差し出された手を握ると、グイッと強い力で引っ張られる。

　やっぱり彼は華奢な男子なんかじゃない。

「まずはランチ」

　彼の車は黄色いビートル。

　これだけは私のイメージする木崎君とぴったりだった。




　木崎君が私を連れていったのは、彼の家から車で五分ほどの距離にある、小さなカフェレストラン。『リアン』という店名はフランス語で〝絆きずな〟を表すのだとか。

「わぁ、素敵」

　店内に一歩足を踏み入れると、まるで雑貨屋さんのようにかわいらしいものがたくさん並ぶ一角が目に入る。

「ここ、手作りのものを売ってるんだ。ハンドメイド作家が自分の作品を持ち寄って、売ってもらうというシステム。アクセサリーや手作り石せっ鹸けんなんかもあるな」

　ここにあるものが全部手作りなんて信じられない。どれも素晴らしい出来だ。

「いらっしゃい。珍しいね、木崎君が女の子を連れてくるなんて」

　声をかけてきたのは、四十代くらいのわりとガタイのいい男の人だ。

「こんにちは、マスター。僕の彼女です」

「あっ、木崎です」

　彼女と紹介されて、勢いに任せて挨拶してしまう。

「おっ、それじゃあ、あの子？　でも、木崎って？」

『あの子』って、まさか私のことを話していたの？

「彼女も木崎なんですよ」

「へぇ、それはまた珍しい。それじゃあ、結婚しても名字が変わらないってことか」

「そうなんです。俺としては女の子の名字、変えたかったんですけどね。でも、彼女ならそんなこと、どうでもいいです」

　今、サラッととんでもないことを言った気がするけど……。

「いいねぇ、若いって」

　マスターは目尻のシワを深めてにっこり笑う。

　どうやら木崎君は、この店の常連らしい。とてもアットホームな雰囲気で、居心地がよさそうな店だ。

「そういえば、木崎君の絵、すぐに売れちゃうよ。もっと高値でもいいんじゃない？」

　木崎君、ここで絵を売っているんだ。

「いいんです。お金を稼ぐのが目的じゃないんで。誰かが気に入ってくれれば、俺はそれで満足なんです。もうひとつ持ってきましたよ」

　そう言って彼が差し出したのは、以前私にくれた月夜の絵のような小さなサイズのものだ。

「おぉ、このシリーズ人気だよ。木崎君の絵は癒されるからね」

「見せてください！」

　思わず横から手を出した私は、その絵を見て言葉を失なくした。

　そこに描かれていたのは、大きな木と、雲の切れ間から降り注ぐ〝天使のはしご〟と言われる光の帯。それはとても幻想的で、本当に天使が降りてきそうな雰囲気だ。

「マスター。これ、いくらですか？」

「えっ？」

「私、買います」

　即決だった。一瞬で心を奪われてしまった。どうしても手に入れたい。

「木崎君、いい彼女見つけたね」

　マスターは満面の笑みだ。

「そうでしょ？」

　木崎君はさりげなく私の腰を抱いた。

「自分のことを素直に評価してくれる人がそばにいてくれる、っていうのは幸せだね」

「はい。とても」

　私そっちのけで進む会話に、頬を赤らめる。

「それじゃ、これは冴子にプレゼントする。マスター、ここに置く絵はまた今度でいいですか？」

「あぁ、もちろん。ここは趣味の広場だから」

「ほんとにいいの？　うれしい！」

　飛び上がって喜びたい気分だ。宝物がまたひとつ増えた。

　席に着き、幸せな気分でメニューを覗きこむと、おいしそうなドリアの写真に目が釘くぎづけになる。

「私、ドリアにする。えーっと……」

「冴子は肉の方だよな」

　ドリアにはシーフードとチキンがあったけど、勝手にチキンに決められてしまう。

　確かにチキンの方を頼もうとしていたけど、私が肉好きってやっぱりバレてる？

「それじゃ、俺もドリア。シーフードにしようかな。あと、ほうれん草のサラダも」

「野菜も食べないと」とつぶやく彼は、私よりずっと健康管理が行き届いていそうだ。

「お待ちどうさま」

　アツアツのドリアが運ばれてくると、おいしそうな匂いに食欲がそそられる。

「いただきます」

　ドリアにフォークを差し入れ「フーフー」と息を吹きかけて口に入れた。

「これ、すごくおいしい」

　さっぱりとしたチキンと、濃厚なホワイトソースのバランスが絶妙だ。

「だろー。ここの料理は、ハズレがないから」

　ニコニコ笑う木崎君も、ドリアを口にする。

「そういえば、さっきの絵、本当にもらってもいいの？」

「あぁ。好きだと言ってくれる人にもらわれていくのが、一番幸せだと思うんだ」

　こんなことを言う人なんだ。

　私の中で、ますます彼の好感度が上がっていく。

「ありがとう。すごくすごく大切にする」

「そんなに喜んでくれてうれしいよ。冴子が描き続けろって励ましてくれたから、今も描いてるんだし」

「そっか……」

　木崎君は小さくうなずくと、再びドリアを食べ始めた。










星の降る丘




『リアン』を出て再びビートルに乗りこむと、さっきの絵を取り出して眺めた。本当に素敵な絵だ。

　うっとりしながら眺めていると、赤信号でブレーキを踏んだ木崎君が、こちらに手を伸ばしてヒョイと絵を取り上げる。

「俺、実は絵で賞をもらったのって小学生の時くらいでさ。絵の世界って、正解がないだろ？　構図やらタッチやら、技術をいくら磨いても、ダメなもんはダメなわけ。描いても描いても認められなくて、向いてないんだって思っていた。実際でっかい賞でも取らなけりゃ、絵で飯が食えるわけじゃないしな」

　現実的な言葉に、何も言えなくなる。確かに、それで稼げなければ生活できない。

「でも、冴子が俺のデザインを見て目を輝かせてくれた時、俺、気がついたんだ。誰かひとりでいい。俺の絵を好きでいてくれる人がいるなら、描き続けようってね」

　信号が青に変わった瞬間、私に絵を返した木崎君は、ゆっくりアクセルを踏んだ。

「誰にも認められない屈くつ辱じょくと敗北感でいっぱいで、好きだった絵を嫌いになりかけてたのに、冴子が認めてくれたおかげで、やっぱりやめられないって思った」

「木崎君……」

「だから感謝してる」

　こんなに素敵な絵を描く画家が、ひとりいなくなるところだったのか。

　あの時、彼に素直な気持ちを伝えてよかった、と心から思った。




　それから私達は、デートにぴったりな恋愛映画を観た。作品選びを木崎君に任せたら恋愛映画だったわけだけど、なかなかいいチョイスだ。

　途中、すれ違う主人公と相手役に悶もん々もんとし、やっと気持ちが通じても様々な障害が立ちはだかるふたりに涙を流していると、隣の木崎君が私の手を握った。

「思った通り。冴子って感情豊かだね。そんなところも好きだよ」

　エンドロールが流れだすと、私の耳元で囁かれた告白にたじろぐ。

　不意打ちが多すぎるよ。

　それから、ウィンドーショッピングを楽しんだ。

　木崎君は片時も私の手を離さない。こんな風にされると、すごく大切にされている感じがして、なんだか幸せな気分になる。

　ごく普通のデートだったけど、木崎君と過ごす時間は楽しかった。

「そうだ。冴子、ちょっと付き合ってくれない？」

「えっ？　いいよ。どこ？」

　彼はにっこり笑って見せただけで、どこに行くのか教えてくれない。

　会社ではあんなに頼りなさげに見えた彼が、私よりずっと大人に見える。

　終始、リードされっぱなしの私は、彼に対して確実に今までとは違う感情を抱き始めていた。




　木崎君は私を車に乗せると、巧みにハンドルを操り、街から離れて山の方へ向かう。暗くなり始めて、ポツポツとつき始めた明かりも、どんどん遠のいていく。

　彼はしばらく車を走らせると、わずかに街灯の灯った駐車場に車を停めた。

「着いたよ、ここ」

　車を降りようとすると、助手席側に回りこんできた木崎君が、私の手をさっと取る。

「暗いから、手握ってて。冴子、よくコケるし」

　どうしてそんなことまで知ってるの？　日頃から小さな段差によくつまずくのだ。

「うん」

　木崎君は私の手をギュッと握りしめたまま、林の中の砂利道を上っていく。

　舗装されていない道には石がゴロゴロしていて、彼の言う通り、ひとりでは転びそうだ。

　こんなところに何もないと思っていたのに……。

「何、これ……」

　林を抜けたところで突然目の前に広がった景色に驚いていると、木崎君は私の肩を抱いた。

「すごいだろ？　偶然見つけた穴場なんだ」

「星が、降ってきそう……」

　街中では到底見ることができないほどの数の星。こんな夜空は初めてだ。

　私が思わず空に手を伸ばすと、彼も同じように手を伸ばす。

「俺も初めて来た時、こうして星を取ろうとしたんだ」

「えっ……あはは」

　取れるわけもないのに、届きそうな気がするほどの迫力がある。

　彼もクスクス笑いながら、伸ばした私の手に自分の手を重ねた。

「きっと取れる」

「……星を？」

「うん。冴子と一緒なら、きっとどんな夢も叶かなう」

　彼はそのまま私の手をギュッと握って、優しく微ほほ笑えみかける。

「ここ、冴子にあげた月夜の絵を描いた場所なんだ」

　そういえば、まるで宝石箱をひっくり返したかのように、星がきらめいていたっけ。

「俺……自分の好きな絵だけを並べて、いつか個展を開きたいと思ってたんだ。でも、そんなの夢でしかなかった。だけど、冴子が俺の絵を大切にしてくれているのを知って、頑張ればできるかもしれないって思えてきた」

「できるよ！」

　私は思わず大きな声を上げた。

「だって木崎君の絵、本当に素敵だもん」

　彼の絵は、人の心を癒す力があると思う。

　真っ暗な夜空に輝く無数の星。そして、淡い光を届けてくれる月。

　忙しい日常生活の中で、空を見上げることすら忘れていた私は、彼の描いた美しい光景に心奪われ、何度も力をもらった。

「私……木崎君の絵、大好きだよ。いつか個展を開いたら、真っ先に行くね」

「ありがとう、冴子」

　彼は星を見上げている私を、後ろからギュッと抱きしめた。

　彼の吐息が耳にかかって、ドキドキする。

「好きだよ」

　私も、この人がきっと好き。子供のように夢を語る彼が。

　彼ならきっと夢を叶えるだろう。信じていれば、きっと……。

「寒くない？」

「ちょっと、寒い」

「おいで」

　木崎君は私をくるっと回転させて胸へと誘いざなう。そして、さっきよりずっと強い力で私を抱きしめた。

「冴子」

　木崎君が私の名を優しく呼び、顔を覗きこむ。そして、額と額を合わせた。

「大切にする」

「……うん」

　彼にキスしてほしいと思ったのは初めてだ。私はそっと目を閉じた。

　間近で彼の吐息を感じ、唇と唇が重なる。一度離れたあと、すぐにまた塞がれて、今度は彼の舌が私の唇を割って入ってきた。

　彼のダウンをギューッとつかんで、その行為に必死に応える。

　彼はなかなか私を離してくれなかった。

「ん……っ」

　ほんの少し唇が離れるたびに漏れてしまう吐息。何度も何度も、角度を変えて繰り返されるキスが、私を翻弄する。

「ヤバい。もう我慢できない」

「えっ……ちょっと木崎君？」

　片手で私の腰を抱きながら、もう片方の手でコートのボタンを外そうとしている。

「ち、ちょっと、待って」

「待てない。どんだけ焦らす気？」

　焦らすも何も、ここは外だし！　しかも寒いし！

「待ってよ。こんなところで」

「大丈夫だよ。誰もいないし、ちょっとめくればできるし……」

　な、何を生々しいことをぬかしているんだ！

「イヤッ、イヤだ！」

　思いっきり木崎君の胸を押すと、やっと離れてくれる。

　本当に野獣だ。まったく、どんだけ肉食なの！

「あはは、冗談。冴子の裸、誰かに見られたらイヤだし。冴子があんまり俺を誘うから、意地悪してみた」

　いつ誘ったのよ！

　……だけど、ここに来てよかった。木崎君の裸の心を見ることができた気がする。

　すごくドキドキさせられたのは、計算外だったけど。










初めてのエッチ




　再びビートルに乗りこむと、十五分ほどで、木崎君の部屋に着いた。

「やべ。十度しかない」

　彼はヒーターのスイッチを入れ、すぐにキッチンでコーヒーを淹れ始める。

「冴子、ブラックでいい？」

「うん」

　本当に気がつくな。この人を嫁にしたら幸せそうだ。

　デートの途中で買ったお揃そろいのカップに並々と注がれたコーヒーは、すごくいい香りがする。

「ありがと」

　コーヒーで冷えた手を温めていると、それをまるごと包みこむように彼の手が伸びてくる。

「ごめんな。冷えたな」

「ううん。連れてってくれてありがとう」

「こっちおいで？」

　そのまま私の手を取った彼は、ヒーターの前のカーペットの上に座った。

　自分の足をトントン叩いて促す彼に驚きながら、一緒に温まりたいと思ってしまう。

　勇気を出して大きく開いた足の間に座ると、彼はぴったりくっついてきた。

「こうすると、温かいね」

「そうだろ」

　ヒーターの音だけが耳に響く。

　コーヒーを飲み干す頃には、すっかり体がポカポカになっていた。

「俺、この体勢、色々とヤバい」

「えっ……」

　彼の言葉に驚いて立ち上がろうとすると、それより早く後ろから抱きとめられる。

「ど、どうしたの？」

「どうした、ってわかってるだろ？　好きな女としたいことなんて、ひとつしかない」

　いやいやいや、いっぱいあるから。

　だけど、耳元にかかる彼の吐息が、心臓の鼓動を高鳴らせる。

「冴子はイヤ？」

「だって……私達……」

　付き合い始めたばかりだよ？

「俺はずっと冴子を見てたんだ。早くなんてない」

　私の心を見透かすような言葉に思わず振り向くと、間髪いれずに唇が塞がれる。

　離れなくてはと思うのに、離れられない。

　だけど触れるだけのキスは、すぐに離された。

「まだ我慢？」

　そのまま、フーッと耳元で溜息をつく。

「えっ？」

「こんなに、好きなのに」

　彼は三年も私のことをひと筋に思っていてくれたのだ。

　木崎君がいい加減な気持ちだとは思えない。実際、女の影があったことはないし、草食男子のフリまでしていたくらいなんだから。

「――優しく、して……」

　彼を信じよう。あんなに素敵な絵が描ける人だ。

　それに私も、彼に急速に惹かれ始めている。まるで、ずっと前から恋焦がれていたかのように。

　私の言葉をきっかけに、木崎君は私の頬にそっとキスを落とす。そしてそのまま首筋に唇を押し当てて、そっと舌を這わせた。

「ん……」

「大切にする。後悔させない」

「うん」

　彼はそのままの体勢で後ろから私の胸に手をかけ、ゆっくり揉もみしだいていく。

　恥ずかしくて、その手をギュッと握ると、もう片方の手が私の手を包みこんだ。

「ここじゃ、イヤ……」

　そう言うと、彼は私を抱き上げて寝室へと向かった。

「寒くない？」

「うん、ちょっと」

「温めてあげる」

　布団の中に私を押しこんだ彼は、自分も滑りこむように入ってきて、私を強く抱き寄せた。

「好きだ」

　そして、優しいキス。

「好きなんだ」

　そして、深いキス。

　私はこの人をもっともっと好きになる。そんな予感めいたものをはっきり感じた。

　セーターの裾から、木崎君の少し冷たい手が入ってくる。

　力を抜いて彼にすべてをゆだねると、彼にもそれが伝わったようだ。

「あっ……」

　こんな風に誰かに触れられたのは、いつ以来だろう。

「好きだよ」

　真っ直ぐ私の目を見つめたまま囁く木崎君に、胸のドキドキが止まらない。

「冴子、すごくきれいだ」

　じっと見つめられるなんて、照れくさくて耐えられない。

　私は彼の首の後ろに手を回して、キスを求めた。

「好きだ」

　唇が触れそうな位置で、彼はもう一度その言葉を口にしてキスを落とすと、スイッチが入ったかのように、激しく私の口内を犯し始めた。

「ん……」

　声を我慢しようとしても、どうしても出てしまう。

「大丈夫。気持ちよくしてあげる」

　私の耳を甘噛がみしながらそう囁いた彼は、もう一度私の口を塞いだ。

　私、あの木崎君に翻弄されているんだ。

　会社とは違いすぎる〝男〟の姿に、ますます興奮をあおられる。

「あっ、ぁぁ……っ」

　のけぞって逃げそうになるたび、深いキスが降ってくる。

「だめだよ。逃がさない」

「もうそれ以上されたら……」

「それ以上、って何？」

　わかっているのに、わざと私の口から言わせようとしている。

「言わないとやめちゃうけど」

　そんなこと言われても……。

「ふーん。冴子ってドＭなんだね。こんなところでやめるなんて」

　や、やめるの？　やめてほしくない……。

　彼は、私の耳元に甘い吐息を吹きかけてくる。

　全身が敏感になってしまった私は、それだけで体が反応してしまう。

「もう満足なんだ？」

「えっ……」

「こんなに色気を放っておいて、それはないよねぇ」

　全身が火ほ照てり始めた私を、さらにからかう。

「どうする？」

「……して」

「聞こえない」

「もっと……」

　その言葉を待っていたと言わんばかりに、彼は再び私に触れだした。

　焦らされたせいか、さらに感度が上がってしまう。全身を震わせ、甘い溜息を漏らすしかなくなる。

　どうしよう。気持ちいい。

「冴子……」

　私の中にゆっくり入ってきた木崎君も、色気のある溜息を漏らし始める。

「木崎君、あぁ……ん」

　会社でいつも隣に座っている彼にすべてをさらけ出しているなんて、信じられない。それに、あのおっとりした彼が、こんな激しいセックスをするなんて……。

「好きだ」

　少し潤んだ瞳で私を見下ろす木崎君が、すごく愛おしく感じる。

　木崎君の行為はとても力強いけれど、決してひとりよがりではない。私がどうしたら気持ちよくなるのか、ずっと考えてくれている気がする。彼の溢れんばかりの愛を、全身で教えてくれているかのように……。

　あんなに寒かったのに、ほんのり汗ばむほどきつく絡み合う。呼吸すら、苦しい。

「はぁっ、はぁっ……」

「冴子……好きだ」

　返事もまともにできないほど彼にメチャクチャにされて、必死にしがみつく。

「冴子、俺、もう……」

「あぁん！」

　一層激しく腰を打ちつけた彼は、少し苦しげな顔をして果てた。

　意地悪な言葉を吐きながらも、終始私をいたわってくれたその行為の数々は、体がひとつになるだけではなく、心も重なるようだった。

　なぜだか涙が止まらなくなった私を、彼は強く抱き寄せる。

「冴子、ごめん。乱暴だった？」

「ううん。そんなことない」

　この涙は、違うの。誰かにこれほど強く求められるのは、幸せなことだと感じたの。

　高ぶった感情を口にすることは恥ずかしくて、彼の背中に手を回して一層密着した。

「俺、冴子を抱けるのが嬉しくて、夢中になりすぎた」

　彼は私をそっと離すと、もう一度優しいキスを落とす。

「必ず幸せにする」

「木崎君……」

　私は幸せの余韻に浸りながら、彼の温もりに包まれて深い眠りについた。




「おはよ」

「はっ、私……」

　耳元で息を吹きかけるように囁かれ、ビクッと体が震える。

「服、着る？」

「あー！」

　朝から木崎君の大胸筋がドーンと目に飛びこんでくる。そして私は……スッポンポン。

「キャー！」

　慌てて掛布団をたぐり寄せてくるまったけれど、裸を堂々とさらしてしまったという大失態に呆然とする。

「キャーって、もう全部見たから」

　そりゃそうだけど……。

「俺、まだできるけど」

「もう、いい！」

「あっ、そう？　また夜ね」

　マイペースな彼は、私にキスを落としてベッドを出る。

『また夜ね』？　今晩もまた、するつもりなの？

「わっ！」

　トランクスくらい穿いていると思っていたのに、木崎君もスッポンポンじゃない！

　引きしまったお尻が視界に入って、思わず布団に潜もぐる。

「シャワー、先使うね」

　余裕の顔をした木崎君が寝室を出ていってから、週末の出来事がすごい勢いで頭の中を駆け巡る。

　告白されて、付き合うことになって……それでエッチまでして……。

　あの木崎君とこんなことになるなんて、人生って何があるかわからない。

　すぐに出てきた彼と入れ替わりでシャワーを浴びる。

　バスルームを出る頃には、リビングにいい香りが漂っていた。

「朝飯、食うだろ？」

「うん」

　彼は手際よくフライパンを返している最中だった。

「腹減った。運動しすぎたな」

「もう……」

　私が彼の手元を覗きこむと、フライパンの柄えをポンポンと叩いて、オムレツの形を整えている。

「木崎君、すごい。こんなことまでできるの？」

「まぁね。でも、そろそろやめてくれない？」

「えっ、何を？」

「その木崎君っての。俺、彼氏だろ？」

〝彼氏〟と念を押されると、一時の感情で私を抱いたのではないことがわかって、内心ホッとする。

「下の名前で呼んでみて」

「無理」

「呼ばないと、冴子はオムレツお預け」

「そんなぁ」

　おいしそうな匂いをプンプンさせたオムレツ、食べたい……。

　食べるには、言うしかないの？　私は意を決して口を開いた。

「ま、雅斗……君」

「あはは。雅斗でいいから」

　彼は「よくできたご褒美」と言って、私の頬にキスをする。

　もう完全に飼い慣らされている気が……。

「さ、できた」

　こんな時、彼よりうまく料理を作って、さりげなく女子力をアピールできればいいのに。どう考えても、こんなにきれいなオムレツは作れない。だけど、今さらどうしようもない。仕事の忙しさのせいにして、コンビニ弁当に頼りっきりだった私が悪いのだ。

「ごめん。私……こんなに上手に作れない」

　私は料理がほとんどできないことを正直に話した。付き合っていれば、すぐにバレることだから。

「俺、冴子を家政婦にしたいわけじゃないよ。家事は分担して、得意な方がやればいいんじゃない？」

　あなたはなんて素敵な人なんだ！と、思わずテンションが上がる。

　でも、それって……やっぱり一緒に住むってことだよね……。

「あれっ、まだ何か？」

　湯気の立ったオムレツを前にフォークが宙に浮いたままの私を見て、テーブルの向かい側に座った雅斗が首を傾げる。

「あっ、あのっ」

「もしかして、嫌い？」

　そんな彼の言葉にブンブン頭を横に振る。

　こんなにおいしそうなオムレツ、嫌いなわけがない。

「んじゃ、食べよ。いただきます」

　きちんと手を合わせて、大きな口で頬張る彼を見て、私もオムレツを口に入れた。

「何これ！　フワフワ！」

「牛乳入ってるからね」

「そうなの？」と言ってから後悔した。もしかして、そんなの常識？

「牛乳を入れると柔らかくなるんだよ。でも、ひっくり返しにくくなるから、最初は卵だけの方がいいかも。今度教えてあげようか？」

「う、うん」

　作ってくれればいいんだけど……。という言葉は呑のみこんで、もうひと口食べると、やっぱり幸せな気分になる。

「冴子って、朝は洋食派？　それとも和食派？」

「えっと……」

　お恥ずかしいことに、コンビニ派です。

「遠慮しないでなんでも言って。一緒に住むのにストレスはよくない」

　決定的なひと言が聞こえた。

「やっぱり、一緒に住まないとダメなの？」

『遠慮しないで』と言われても、今まで通りというわけにはいかない。いくら料理が下手だと暴露したとはいえ、〝彼氏〟である雅斗に、これ以上干物っぷりがバレたくはない。

「あれ、隣のストーカーに襲われても……」

「それ以上は言わないで！」

　隣人から逃れるように、あの夜から雅斗の部屋に転がりこんでいるわけだけど、やっぱりずっと一緒だと何かと気を遣う。

「別に部屋を借りようかな、なんて」

「ふーん。オムレツ、気に入らなかったか」

　威圧的な態度の雅斗は、私を横目で睨みながらニヤリと笑う。

　まずい。彼のＳ心に火がついてしまったようだ。

「そんなこと、絶対にない！」

「じゃあ、決まり」

「で、でも……」

　同どう棲せいなんて、想像ができない。

「でもじゃない。こんなに好きなんだから」

　彼の手が私の方に伸びてくる。

「ヒャッ」

　私の唇に触れた彼の指に驚いて、思わず声が出る。

「ケチャップ」

　彼は私の唇についていたケチャップを自分の指ですくい取って、ペロッと舐めた。

　いちいち色気を放つのは、やめてほしい。

「俺、冴子のこと、いい加減な気持ちで抱いたんじゃないよ」

　今度は真剣な眼差しを私に向ける。

「一緒に、いてくれないかな」

「えっ……」

「冴子がいてくれたら、俺、きっといい絵が描ける気がするんだ」

　上からキター！と思えば、今度は下から!?

　完全に転がされている気もするけど、なぜか悪い気はしない。

「木崎君……」

「あっ、お仕置き」

「なんで？」

「〝木崎君〟じゃないだろ？」

「あ……」

　習慣になっている呼び方を変えるのは、簡単じゃない。

　雅斗はテーブル越しに身を乗り出して、「チュッ」と音をたててキスをする。お仕置きはキスのようだ。

「会社以外で〝木崎君〟は禁止。冴子、わかった？」

「は、はい」

　いちいちこんなきわどいキスをされていたのでは、身がもちそうにない。

「で、一緒にいてくれるよね？」

　今度は斜め上の言い方に変わったけれど、「イヤ」と言えない。

「ずっと、大切にする」

　とどめのそのひと言で、私はコクンとうなずいた。




　彼と一緒に過ごす初めての日曜は、そんな朝から始まった。

　緊張するかと思っていたけど、会社でいつも隣にいるせいか、思ったよりリラックスできた。一緒に布団を干したり、洗濯をしたり……結構楽しい。

「冴子のパンツだ」なんて洗濯物を干しながら、それをジロジロ見ていた時だけは、厳重注意を言い渡したけど。

　こんな生活もなんだか悪くなさそうだ。ひとりでダラッと過ごす休日が大好きだと思っていたのに、それは彼氏のいない強がりだったのかもしれない。




　洗濯物を干したあと、私を不動産屋に連れていった雅斗は、マンションの解約手続きをさっと済ませた。

　こんなに手際のいい彼を見たのは初めてだ。会社では、こういう面倒なことは全部私の仕事なのだ。

　そのまま引っ越しの準備をしようと、私のマンションに向かった。




「これはあるからいらないし……全部整理できたら、リサイクルショップに売りにいこう」

　雅斗は、私の家の電化製品をテキパキと仕分けし始めた。

　そして、日用品を片づけ始めた私を手伝おうとしたのか、クローゼットに手をかける雅斗を慌てて止めた。

　やめてよ。私生活を丸裸にするの……。見られたくないものだってあるんだから。

　それなのに雅斗は、「どうせ一緒に住んだら全部わかるじゃん」なんて涼しい顔をしている。

　私がキッチンの片づけに向かうと、雅斗はリビングのテレビの回線を外してくれていた。

　配線関係はどうも苦手だから、彼がいてくれてよかったと思っていたら……。

「冴子、これ一緒でいい？」

「何？」

　キッチンでもう使わないものの処分に没頭していると、いつの間に移動したのか、リビングとは違うところから雅斗の声がする。

「ちょっと！」

　あんなに断ったのに、雅斗は寝室のクローゼットの中をガサゴソしていた。

「あ、テレビの配線終わったから、こっちも片づけようと思って」

「そこはいいから！」

　私が飛びつくより先に彼が手にしたのは……なんと使い古したショーツ。

「冴子、もっと色っぽいパンツ買ってあげるよ。ほら、紐ひものとか、スケスケレースのとか」

「いらないわよ！」

　雅斗の手からショーツを取り返すと、引き出しを閉じて前に立ちはだかる。

　ま、まさか、木崎冴子の必需品、矯正ブラとかヒップアップショーツも見たんじゃないでしょうね!?

「大丈夫だよ。ちょっとパットが厚くたって、本物の大きさ知ってるし」

　み、見てた……。

　極めつきに雅斗が、「これくらい？」と手で胸の丸い形を作って見せるから、私の怒りは頂点に達した。

　小さくて悪かったわね！　すごく気にしてるんだから。

「もう、いい加減にして！」

　思わず大きな声が出てしまって、自分でも驚く。

「やっとだ」

「えっ？」

　あんなに大きな声を出したのに、穏やかな顔をした彼はにっこり笑っている。

「やっと、本音を言えたね」

　その言葉の意味がよくわからなくて首を傾げると、彼は私の手首をつかんで一気にグイッと抱き寄せた。

「俺達は付き合ってるんだよ。俺は冴子の素の姿を見たって、絶対に嫌いになんてならない」

　雅斗は私を諭さとすかのように話す。

「冴子が意外とおっちょこちょいなことも、テキパキ仕事をしているくせにいつも不安そうにしてることも、我慢ばっかりしていることも……全部知ってる。でも、そういう冴子が好きなんだ」

　彼の言葉にハッとする。

　私……外ではいつも自分を取り繕つくろうことに必死だったかもしれない。

　デザインの才能がないこともコンプレックスだった。だから、他の仕事をバリバリこなすことでその弱味をカモフラージュして、すごく無理してるのに、涼しい顔をしていた。

　そのせいか、休みの日には何もできないほどクタクタになっていた。

　同棲することになって、仕事と同じように身構えていたかもしれない。これから家でも仮面を被らなきゃって。でも……。

「俺だって、会社と違うだろ」

　えぇ、それはものすごく。

「だけど、今の俺が本当の俺。冴子だけには知っておいてほしい」

『冴子だけ』と言われると、特別な存在になったんだと自信が湧いてくる。

「木崎君。私……干物女なの」

　彼になら素の自分をさらけ出しても、笑われたりしないと感じる。

「自信もないし、ほんとはいつも不安」

「うん」

「それに……」

　一度緊張が解けると、本当の自分をさらけ出したくなる。

　それはもしかしたら、ずっと前から求めていた感覚なのかもしれない。飾らない私を受け入れてもらえるという安心感が、ずっと欲しかったのかもしれない。

「お仕置き」

「えっ？」

「また〝木崎〟って呼んだ」

　自分の胸から私を引き離した雅斗は、すぐさま優しいキスを落とす。

「どんな冴子だって、俺は好きだよ」

　彼の首の後ろに手を回すと、今度はゆっくりと唇が重なった。

　危うくそういう雰囲気になりそうなのを振り切って彼を寝室から追いやると、気が抜ける。

「頑張らなくても、いいんだ」

　私にとって大切なことを、雅斗は教えてくれたのかもしれない。







第二章










必要な人




　雅斗との生活が始まり、二週間ほどが過ぎた。

　最初は慣れないことばかりで戸と惑まどうこともあったけど、それ以上に、ふたりの生活は楽しかった。

　だけど相変わらず仕事は残業続きで、今日もすでに二十一時になろうとしている。

　こんなに毎日忙しいのは、先輩が断った仕事を雅斗が積極的に請け負っているからだ。それはたぶん、仕事を任されるありがたさをよく知っているからだと思う。

　大きな仕事が来るようになっても、雅斗は決して天てん狗ぐになることはない。小さな仕事もコツコツ丁寧にこなしている姿は、パートナーである私の誇りでもある。

　でも、クライアントの数が増えれば、私の仕事も必然的に増えてしまう。

「冴子さん、残業増やしてすみません」

　雅斗が私の前にコーヒーを差し出してくれる。

「ありがとう。私も楽しんでやってるから気にしないで」

　いつもと違って砂糖の入っているコーヒー。疲れている私への気遣いがまたニクイ。

　こうやって気を遣える彼は、私と違って敵を作らないタイプだ。

　雅斗の私生活を覗いたら、きっと皆びっくりするだろうけど。

「あ～おいしい」

　いつも飲めるようにセッティングしてあるコーヒーは、この時間になると煮詰まっていて、強い苦みを感じることも多いのに。

「淹れ直しましたから」

「そうなの？　ごめん」

　そういう雑用は、私がしなければならない仕事だ。

　デザインの才能のない私は、裏方に回るしかない。元々デザイン部に私が配属されたのは、事務仕事やお茶汲みなどの雑用係としてで、いくらオペレーターの仕事ができるようになっても、その仕事を放棄するわけにはいかない。

「なんで、『ごめん』なんですか？」

「うん……なんとなく」

　私が謝る真意をわかっている雅斗は、それが気に入らないらしい。

「僕の方が謝らなきゃ。冴子さんの残業増やしてるの、僕だから」

「それはいいの。すごく楽しいから」

「それじゃ、お先な」

　その時、もうひとり残っていた先輩が仕事を切り上げて帰っていった。

　先輩がフロアを出ていくのを確認した雅斗は、私の手からコーヒーを奪って顔を覗きこむ。

「冴子。君の仕事は、お茶汲みじゃないよ」

　今までとは違う、トーンの低い声。

「う、うん。でも……」

「これだって、冴子がいなくちゃできない仕事だ。デザインのベースは俺が描いているかもしれないけど、そこから発展させるのに、どれだけ冴子の意見が役に立っているか」

　雅斗は優しすぎると思う。そんなことを言ってくれるのは、彼だけだ。

「さっきの色指定だって、冴子の提案があったからずっと柔らかい雰囲気にできただろ？　アレは完璧に冴子のお手柄。俺だけじゃ生み出せなかった」

　私は雅斗から視線をそらして、小さくうなずく。

「なんだ、納得できないって顔だな」

「えっ……そんなこと」

〝ない〟ときっぱり言えない。

　わずかな色の違いなんて、作品全体からしたらほんの些さ細さいなことだ。やっぱり、才能のある雅斗とは違うのだ。

「わかってないなぁ。言っただろ。俺は冴子がいないと描けないの。冴子がいろんな提案してくれるから、安心して描ける。皆、自分の作品にはどこかで自信がないものなんだよ」

　雅斗は飲みかけのコーヒーをデスクに置いた。

「自分のデザインが採用されるだろうか。商品になったとしても売れなかったらどうしよう。そんな不安でいっぱいなのに、冴子の手が加わることでグンと自信がつくんだよ。冴子が俺を信じてくれるように、俺も冴子を信じてる」

「私を？」

「そう」

　私が雅斗を見上げると、視線を絡ませた彼は、ゆっくり近づいてきてキスを落とす。

「やべ。我慢できなかった。冴子が誘うから悪い」

　いつ誘ったのよ！　というツッコミを入れるスキもなく、もう一度唇を塞がれた。

「ちょっと！」

「あぁ、ごめん。理性が……」

　あなた、理性なんてあるの？　先輩がいた時の態度と全然違うじゃない！

「冴子はデザイン部に必要な人だ」

　雅斗の言葉に心が揺さぶられる。会社でキスなんて、怒ってやろうと思ったのに。

　私はデザイン部にいるくせに、デザインに関してド素人だ。

　どれだけ事務仕事をこなしても、オペレーターとしてデザイナーのサポートをしても、〝こんなの誰だってできる〟と、どこかで思っている。

　雅斗をはじめとしたデザイナーのように、自分のアイデアで直接利益を生み出すことができない私は、どこかで自信がないのだ。

「わからない？」

「えっ……」

「どうしてもわからないなら、ここで抱くよ？」

　私の両肩に手を置いた彼は、真っ直ぐに私を見つめる。

「俺、冴子が欲しくてたまらない。いつでもどこでもだ。仕事でもプライベートでも、冴子に隣にいてほしい。もっと自分の価値をわかって？」

　そんな雅斗の言葉に、コクンとうなずいた。

　まるで彼に魔法をかけられたように、心がストンと穏やかになっていく。

「ありがとう、雅斗」

「やっとわかった？」

「――うん」

　彼らと同じことができることだけが、素晴らしいとは限らない。

　私にはデザインができないけど、雅斗の言う通り、色の提案や細かな修正はできる。

　雅斗の苦手なことは私が補って、今まで通り彼には素敵な作品を描いてもらえばいいんだ。

　皆それぞれ個性があって、それぞれ違って、デコボコを埋め合うから、社会が成り立っている。だからおもしろいのだ。

「じゃあ、お礼のキスは？」

「は？」

「ほら、遠慮しないで」

「もう！」

　私が思わず手を振り上げると、雅斗はにっこり笑う。

　その笑顔、反則だからね。

「さーてと、今日はそろそろ帰ろうか？　帰りに飯食おう」

「うん！　私、ニンニクたっぷりのラーメン」

「えっ……オヤジっぽいけど？　冴子」

「気にしない、気にしない」

　それが私だから。雅斗だって、わかっているはずだ。




　ふたりでラーメンを食べて、家に向かう。

「ニンニクくさっ」

「あはは、冴子も」

　こんなの、付き合い初めの恋人同士の会話じゃないかもしれない。だけど、すごく居心地がいい。

「ただいまー」

　誰もいない部屋に向かって大きな声でそう言うと、雅斗はクスッと笑った。

「おかえり、冴子」

　なんか、いい。家に帰ってもひとりが寂しいからと、見たくもないテレビをつけていた頃を思うと、こういうのって、なんかいい。

　でも……でもね？

「冴子、シャワーにする？　お湯入れる？」

「疲れたからお風呂にしようかな」

「そっかー。そんなに風呂でシたいのか」

「は……」

　目が点というのは、こういうことを言うのだろう。

　どうして全部そういう解釈なんだろう。

「違うから！」

「わかってるよ。ベッドでゆっくりシたいんだよね」

　それも違う！

　ついさっき、ふたりでいられるのは幸せだって思ったばかりだけど、それは取り消し。獰どう猛もうな肉食動物と一緒じゃ、背中を見せられない。すぐに食われる！

「ぜーったい、入ってこないでよ！」

　危険を感じた私は、雅斗を先にお風呂に入らせて、自分はあとにした。それでも信用できず、しっかりと念押しして。

「はぁー、最高！」

　雅斗が上がる時に、追い炊きをしておいてくれたのかもしれない。だってちょうどいい湯加減だし。やっぱり気がつく男だ。

　お風呂から出てリビングに戻ると、大きな体を丸めてソファで窮屈そうに眠っている雅斗が目に入った。

　寝ちゃったんだ。

　なんとなく寂しいけど、彼は毎日相当ハードな仕事をこなしているから仕方ない。

「雅斗？　風か邪ぜひくよ」

　彼の近くまで行って呼びかけてみたけど、目を開ける素振りさえない。

「雅斗……」

　もう一度起こそうと思って、やめた。このまま眠らせてあげよう。

　無防備に眠っている姿がかわいらしくて、思わず笑みがこぼれる。

　寝室から布団を運んで彼にかけると、私もソファにもたれかかった。

「ねぇ、雅斗。私、ずっと自信がなかったんだよ。大好きな絵に触れられるデザイン部に配属されて喜んでいたのに、才能ある人達に囲まれると、自分だけ取り残されたような気持ちになって、焦ってた」

　自分にデザインの才能がないことは割り切っているつもりだったのに、どこかで自分に苛いら立だっていたのだ。

「でも、あなたに会えてよかった。世の中に溢れているパッケージが、愛情を注がれて作られていることを知れたし……自分ができることをやればいいんだって、教えられた」

　雅斗は私のちょっとした手直しにも、感謝の気持ちを表してくれる。今日だって、そうだ。

「ありがと、雅斗」

　私は電気を消してソファにもたれながら目を閉じた。




「ん？」

　どれくらい経ったのだろう。

　突然体がフワッと浮いた気がしてうっすら目を開くと、雅斗が私を抱き上げていた。

　ウトウトしながら抱き上げられているのって、なんだか気持ちがいい。私はそのまま目を閉じていた。

　やがてベッドまで運ばれて、そっと下ろされる。そして隣に入ってきた雅斗は布団をかけると、私をギュッと抱き寄せた。

「冴子、好きだよ」

　私が眠っていると思っているのだろう。甘い言葉を囁いたあと、私の頬に優しいキスをする。

　こういうのってすごく幸せ。愛されているんだと感じることができるから。

　寝返りを打つフリをして雅斗にギュッとくっつくと、今度は唇に触れるだけのキスをされる。

　ああ、このさりげない感じがいい。

　雅斗と付き合ってよかった。そうしみじみ思っていた、んだけど……。

　ん！　なんてことを!!

　夢見心地で幸せを味わっていたのに。心の中ですごく褒めていたんだよ？

　なのに雅斗は、私の胸を一度ムギュッとつかんで、そのあと感触を確かめるように撫で回したのだ。

　この肉食オオカミめ！

　寝たフリをしていたせいで、怒ることすらできない私は、されるがままのもどかしい時間を過ごすはめになってしまった。










寂しがりやの肉食女子




　雅斗と付き合って、二ヵ月。

　デザイン部の戸塚部長に呼ばれた雅斗は、フロアを出ていった。

　しばらくして戻ってきた雅斗の手には、何やら書類が見える。

「皆、聞いてくれ」

　部長の声に、デザイン部の皆が作業を止めて顔を上げる。

「久しぶりに社長賞が出た。今回は、木崎が受賞した」

　社長賞というのは、特に会社に貢献した人に贈られる賞で、八十名の全社員から選ばれ、数年に一度しか出されない。

「今回はこのデザインが評価された」

　部長が皆に掲げて見せたのは、イチゴとホワイトチョコを練りこんだクッキーのパッケージだった。

　リアルなイチゴを前面に押し出して、イチゴの種子である表面のツブツブを立体的に表現したデザイン。それが大ヒットして認められたのだ。

　よかった。遅咲きの雅斗がこうして認められるなんて、泣きたくなるほどうれしい。

　隣のデスクに戻ってきた雅斗は、「この賞は、半分冴子さんのものです」と、私に賞状を渡して小声で言う。

「ううん、違うよ。これは木崎君が頑張ったから。本当におめでとう」

　だってあなたのデザインは、本当に素敵だったもの。

「違わないですよ。ここに木崎って書いてあるでしょ？」

「ほんとだ」

　彼は、〝雅斗〟と書かれている部分を手で隠す。

　そんな優しい心遣いに感謝しながら、素直に「ありがとう」と伝えた。

　社長賞を取ると、ご褒美として金一封と社長との会食に招待されるのが習わしだ。

「木崎、時間だぞ」

「えぇ、はい……」

　おそらくこれから社長との会食だ。部長も一緒に招待されているのだろう。

　だけど、雅斗はなかなか立ち上がらず、チラッと私を見て困った顔をした。

「何、気にしてるの？　奢おごりなんだから、いっぱい食べてきてね」

　きっと自分だけが評価され、食事にいくのがためらわれるのだろう。

　だけど、食事なんてどうでもいい。彼が認められた喜びで心が満たされているから。

　そう思うのは、彼氏だからじゃない。〝イーイマージュ デザイン部 木崎雅斗〟を心からリスペクトしているから。

　結局、ためらう彼を無理矢理部長に押しつけて、私も会社を出ることにした。

　少し寄り道していこう。どうせ部屋に帰ったって、雅斗はいないのだから。




　この前雅斗が連れていってくれた、カフェレストランの『リアン』まで足を伸ばした。

「こんばんは」

「おぉ、木崎さんじゃないか。あれっ、もうひとりの木崎君は？」

「えぇ、ちょっと食事会で……」

　マスターは、私にカウンターを勧めた。

「そうなんだね。はい、メニュー」

　カウンターに座り、マスターからメニューを受け取ると、奥のテーブルに人影が見えた。

　その人は、かなり横に大きめで、座っている椅子が壊れてしまわないか心配になるほどだ。

「木崎さんは、お肉だよね」

「えっ？」

　私がメニューを覗きこんでいると、マスターは水の入ったグラスを差し出した。

「木崎君が、木崎さんは肉好きだって言ってたから」

　クスクス笑いながら「唐揚げならすぐに出せるよ？」と言うマスターに、「お願いします」と頼んだ。

　肉好きだって、いつバラしたの？　なんだかかわいくないじゃない。

　すぐに出てきたお皿には、マヨネーズベースのソースのかかった唐揚げが、ボリューム満点に盛りつけられている。

『リアン』で食べる初めての唐揚げは、すぐに私を虜とりこにした。

「すごーい。柔らかい！　なのに、外はカリカリ」

「二度揚げしてるからね」

「二度？」

　それから唐揚げの揚げ方講座が開かれて、「木崎君、料理うまいだろー」とマスターがにっこり笑う。

「えっ、そう、ですね」

「あれっ？　一緒に住んでるんじゃないの？」

「あはは」と笑ってごまかしたけど、同棲までバレてるの？

「木崎君、ずっと前から木崎さんのことばっかり話してて、いつか彼女にできたら一緒に住むぞって意気ごんでたんだよ」

　マスターはグラスをピカピカに磨きながら、チラッと私に視線を送る。

「なかなか彼女にできなかったみたいだけど？」

「あ、はは」

　どうも、全部筒抜けのようだ。

　お腹が減っていたせいで、あっという間に唐揚げを完食してしまった。

「マスター、雅斗の絵ってまだありますよね？」

「お、呼び捨ていいねぇ」

　思わず出た彼の名前をツッコまれて、恥ずかしくなる。

　だけどマスターは気にすることなく、「あそこにあるから、好きに見ていいよ」と、忙しそうに皿を洗っている。

　立ち上がって手作りスペースに向かうと、雅斗の絵が視界に入る。前に来た時はもう少しあったから、きっと売れたのだろう。

　その中のひとつを手に取ると、すごく穏やかな気持ちになる。

　それは、月明かりに照らされた大きな木の絵だ。風になびいているかのような葉のざわめきまで聞こえてきそうだ。

「あ、それっ」

　突然話しかけてきたのは、奥のテーブルにいた大きな客だった。

　正面から見ると、不自然なほど整えられた眉毛に、濃すぎるチーク。そして、フサフサすぎる睫毛が印象的すぎて、忘れられなくなりそうな人だ。

「あらぁ、あなた見る目があるわねぇ」

　すごくいかつい体をして、メイクをしていてもその顔は……どこからどう見ても男、なのに……。

「あはは、百ゆ合りちゃん。木崎さんがびっくりしてるから」

　百合ちゃん？　この人が、〝百合〟ちゃん？　マ、マジで？

「木崎さん。この人、そっちの人だから。あっ、でもすごくいい人だから安心して」

　そっち……って、いわゆるオネエってこと？

　近くで見ると迫力がありすぎる百合ちゃんは、ぴったりサイズの淡いブルーのワンピースに長い髪をなびかせている。

「百合でーす。よろしくねぇ」

「よろしくお願いします。えっと……木崎です」

「あら、雅斗君とおんなじ名字じゃない！」

　どうやら雅斗を知っているようだ。

「木崎さん、木崎君の彼女だから」

「はーっ!?」

　マスターの言葉に野太い声で反応した、百合……ちゃん？

「ちょっとー！　雅斗君のこと、食べちゃったっていうのーっ！」

「えっ？　あの……」

　食べたと言うよりは、食べられたんだけど。

「まぁまぁ、百合ちゃん、落ち着きなよ。木崎君がずっと片思いしてたの、知ってるだろ？　その彼女」

「キャー」

　いやいや、『キャー』って、その顔で甲高い声出されても。

「木崎さん、ごめんね。百合ちゃんは木崎君の絵のファンで、それが高じて、まぁ、あれ」

　あれって？

「雅斗君は私を抱くはずだったのよ！　それなのに、好きな人がいるからって……。その人にフラれたらね、なんて言ってたのに」

『フラれたら』って、雅斗もいい度胸してる。フッてみればよかったかも。

「ちょっとー、よく考えたら、マスターの持ってるあの絵のモデル、あなたじゃない？えっと、下の名前……」

「あっ、冴子です」

「そう、冴ちゃんだわ」

　冴ちゃんって……さっき会ったばかりだけど。ま、この際なんでもいいか。

「あの絵って？」

　マスターが一旦奥に入り、小さなフレームに入った絵を持ってきた。

「これのこと？」

「そうそう。やっぱりそうよ。私、これを見た時、雅斗君がこの女の子に惚れてるんだってビビッときたのよねー」

　百合ちゃんは頬を押さえて、首を横に振った。

「ほんとだ。これ、木崎さんだ」

　マスターは驚きの声を上げる。

「木崎君が初めて持ってきた絵の中にこの絵があって、ひと目で気に入ったから買ったんだよ」

　マスターが手渡してくれた絵は、たぶん、私の横顔。伏し目がちにして微笑んでいる〝私〟は、とても優しい表情をしている。自分でも、こんな顔をするのか……と考えてしまうほど、いい一面を捉えて描いてくれている。

「すごくいいでしょー。マスターにこれを見せてもらって、雅斗君のファンになったのよ。いつか抱いてもらうって決めたのもこの時」

　百合ちゃんはものすごくキラキラした顔をしていて、恋する乙女そのものだ。

「百合ちゃん、もう諦めなよ。だって、この絵の子が来ちゃったら、勝てないだろう？」

「いやーん。悔しい！」

　いや、実際のところ、このパワーに勝てる気がしないんだけど……。

「私も雅斗君に描いてもらうわ。エステ行かなくちゃ！」

「百合ちゃんは、その前にダイエットだよ」

「あーん、それを言わないでぇ」

　なんというか……こういう人達って、本物の女性より女性らしいと聞いたことがあるけど、それは本当なのかもしれない。野太い声は置いておいて。

　友達になれたら楽しそうだな。でもそうすると、〝恋敵〟になるの？

　雅斗の絵を堪能した私は、ふと〝あの丘〟に行きたくなった。

「マスター、ごちそうさまでした。おいしかったー」

「また木崎君とおいで」

「はい」

『リアン』を出ると、フワッと風が吹いてきて、私の髪を揺らす。この冷たい風も、あの丘から吹いてきたのかもしれない。

　交通量の多い駅前でタクシーを拾うと、丘へ向かった。




　十分ほど走り駐車場に着くと、タクシーを待たせておいて、夜景を見た場所まで急いだ。

「わぁ、きれい」

　空を見上げると、空気が澄んでいるせいか、たくさんの星がきらめいて見える。

　そして、眼下には街の明かりがキラキラ光っていて、それもまた美しい。

「うーん」と大きく息を吸いこんで、雅斗の顔を思い浮かべる。

　いつか、雅斗が本当に描きたい絵で勝負できる日が来るといいな……。

　やっぱり空に手を伸ばしてしまうのは、きらめく星があまりに近く感じるせいだ。

「ひとつくらい、つかめないかな」

　しばらく頭の中を空っぽにして、首が痛くなるほど星を眺めていた。

　街の中では見えないのに、本当はこんなにもあるんだ。

　雅斗の才能だって、きっとそうだ。埋もれて見えていなかっただけで、無数の可能性があるはずだ、きっと。




　部屋に帰ったのは、二十二時を過ぎた頃だった。まだ雅斗は帰っていない。

　なんだかちょっと寂しい気持ちになる。〝久々におひとり様を満喫できる〟と強がってみたものの、やっぱり雅斗がいないと気分も乗らない。なんだろう、この虚むなしさは。

　仕方がないから、とりあえずお風呂を入れて浴槽に浸かる。入浴剤の甘い香りが、バスルーム中に広がって心地いい。

　同棲を始めてから毎日毎日「一緒に入る？」と言われてうんざりしていたはずなのに、ないのも寂しい。

　浴槽でリラックスするとあの丘の夜景が頭に浮かんだのに、すぐに百合ちゃんの顔に変わってしまった。

　まずい。あの顔、インパクトありすぎ。

　やがて体温が上がってくると、疲れているせいか眠気が襲ってくる。

　このまま眠ったらダメだとわかっているのに、まぶたが重くて開けることができなかった。




「冴子？」

　どこかで誰かが呼んでいる気がする。

「わっ」

　突然体が浮いたかと思うと「まったく、手がかかる」なんてとびきり不機嫌な声が降ってくる。

「ま、雅斗」

「ただいま。エロい格好で俺を待っててくれたのはうれしいけど、風邪ひくぞ」

「は……」

　そう言われて初めて、お風呂の中でウトウトしていたことに気がついた。

　別に、エロい格好をしてたわけじゃない。ただお風呂に入っていただけなのに。

　自分が濡れるのも気にせず、浴槽から私を立ち上がらせると、脱衣所にあったバスタオルで私をくるんで抱き上げる。

「や、歩けるし」

「待てるか」

　えっと、何が？

　雅斗はそのまま寝室に直行し、ベッドに私を下ろすと、くるんでいたタオルを一気に剥はいで乱暴に私の体を拭き始めた。

「ちょっと待って！　自分でするから」

　必死に抵抗してタオルを奪おうとしても、うまくいかない。

「黙ってて」

「いや、でも……」

　部屋に明かりがついていないとはいえ、恥ずかしくてたまらない。なんとか逃げようと体をよじってみたものの、すぐに肩をつかまれて戻されてしまう。

「やだ、恥ずかし……」

「ま、これくらいでいいか」

「は？」

　まずい。暗闇の中でうっすらと見えてきた雅斗の顔が、Ｓ全開になっている。

「さてと」

　会社での〝木崎君〟の面影が消えてしまった彼は、私の耳に甘い吐息を吹きかけてきた。

「冴子が俺を誘うなんて」

「誘ったわけじゃ……」

「寂しかったんだろ？」

　寂しかった。雅斗のいない空間が、こんなに寂しいなんて知らなかった。

「寂しくなんて……」

「なかったの？」

　私の唇に触れそうなところで、再び「なかったんだ」と意地悪な言葉を吐く。

　キスが欲しい。彼のキスが。体が火照ってくるのが自分でもわかってしまう。

「さ、寂しかった。雅斗がいなくてすごく寂しかった」

「素直でよろしい」

　会社のあなたはどこにいったの？

　濡れてしまったワイシャツを脱ぎ捨てた彼は、鍛えられた大胸筋を惜しげもなく私の目の前にさらす。

「俺も寂しかったよ」

　私の顎に指を滑らせて、情欲的な目で私を虜にする。

　こんなスキル、どこで身につけたの？

　彼は私の唇に触れるか触れないかの位置で止まったまま、鼻と鼻をくっつけて甘い溜息をつく。

　早く唇に触れてほしいのに、なかなか触れてくれない。

　私の気持ちを察したのか、ゆっくり唇を重ねた雅斗は、そこから別人のように激しく私の唇を貪むさぼり始めた。

　全身にビビッと電流が走る。たくましい彼の腕に抱きしめられるのが、うれしくて仕方がない。

「あっ……」

「冴子、好きだよ」

　何度も何度も甘い言葉を囁かれると、愛されていると感じて、体は反応してしまう。

〝女は気持ちでセックスをする〟と、何かの雑誌で読んだことがあったけど、それは本当だと思った。

　雅斗の背中に手を回して引き寄せると、彼はすぐにキスをくれる。

　たった数時間離れていただけなのに、会えた時の喜びがこんなに大きいなんて。

「あっ……ダメッ、そんな……」

「ごめん。優しくできそうにない」

　私の主張なんて何ひとつ聞き入れず、それから彼は私を激しく翻弄した。

「はぁ……はぁ」

「冴子。すごくいい」

　息が上がって、返事もままならない。

「んんっ」

　少し息を荒げながら、甘い声を漏らす雅斗。

　こんなに乱れる彼の姿を知っているのは、きっと私だけ。

「あぁっ、ほんとにもうダメ……」

　私の言葉と同時に果てた雅斗は、私をギュッと抱き寄せて動かない。そして……。

「愛してる」

　荒い息のまま耳元で囁かれた言葉に、ノックダウンだ。

　雅斗に抱きしめられたまま彼の鼓動を聞いていると、ふと頭に百合ちゃんの顔が浮かんで、クスッと笑ってしまった。

「なんだよ、真剣なのに」

　雅斗はそう言いながらも、私に優しいキスを落とす。

「今日ね……」

「ん？」

「あはは」

　百合ちゃんの濃すぎるメイクを思い出して、思わず吹き出す。

「なんだよ」

　彼は私の隣に横たわると、腕枕をしてくれた。

「なんだよ、言わないと触るぞ」

「や……言いますっ」

　雅斗のことだ、本当にあちこち触られそうだ。

「吐けー」

「あはは。百合ちゃんがね」

「百合！」

　すごく驚いた様子の雅斗は、上半身を起こして私の顔を覗きこんだ。

「今日、リアンに行ってきちゃった。唐揚げ、おいしかった」

「だろー、あそこの料理はどれも……じゃなくて、百合と会ったのか？」

「百合ちゃんが、雅斗に抱いてもら……んん」

　私の口を手で塞いだ雅斗は、「それ以上は」と焦っている。

　やった、ちょっと弱味を握った気分だ。でも……。

「へぇー、冴子は俺が他の女を抱いても平気なんだ」

「あ……」

　いや、百合ちゃんは女じゃないし。心は女か。ん、どっち？

「へぇー」

　一瞬、冷めた目で私を見下ろした雅斗は、拗すねたように背を向けてしまった。

「あっ、あのっ……」

　形勢逆転。私が優位に立ったのなんて、ほんの数秒だ。

「何」

　冷たい雅斗の声が突き刺さる。

「あの、ごめん」

　なんで謝っているんだろう。だけど、雅斗にそっぽ向かれるのはイヤ。

　私が『ごめん』と口にすると、彼はすぐに私の方に向き直し、ニヤリと笑う。

　こんちくしょー。どうしても会社以外では勝てる気がしない。

「平気じゃないもん」

「ん？」

「雅斗が他の……んっ」

　途中で彼に唇を塞がれる。悔しいけど、その感覚はまるで媚薬のように私に安心をもたらしてくれる。

　ゆっくり唇を解放した雅斗は、私の頬を両手で包みこんで視線をそらさない。

「やっと手に入ったんだ」

「えっ？」

「百合なんかに邪魔されてたまるか！」

「プッ」

　思わず吹き出してしまったけど、『やっと』と言ってくれた彼がすごく愛おしい。

「あのね」

「うん」

「マスターが買った絵って……」

「あの絵、見たのか？」

　私は小さくうなずいた。

「あれ、私、だよね」

「そうだな」

　少し照れたような顔をした彼は、ほんの少しだけ口角を上げて私を見つめる。

「片思いの彼女」

「ん？」

「今は、両思いの彼女」

　雅斗のそんな言葉に、思わずにやけてしまった。










ＶＳゴリラ




　付き合い始めて二ヵ月半ほど経った頃、雅斗に大きな仕事が舞いこんだ。

　それは、とある食品会社のオレンジジュースのパッケージで、テレビＣＭが大量投入される予定の商品だった。

　以前納入した雅斗のデザインを気に入ってくれて、再び依頼されたのだ。

　制作は順調に進み、イーイマージュの営業と連絡を取り合いながら、最終段階に入る。あとは実際に印刷したものをクライアントに提示して、微調整をするだけだ。

　だけど……。

「困ります。色が違います」

　雅斗が珍しく怒りを露あらわにして、デザイン部にやってきた営業担当の可か知ちさんに言い放つ。

「これ、インクの数を減らしましたね？」

　彼が持っていた印刷サンプルを覗くと、確かに私達が作ったものとは違っている。

　今回、雅斗が描いたのは、みずみずしいオレンジから、ギュッと果汁が絞られているデザイン。ありがちな構図だけど、とことん色にこだわったデザインだ。

　鮮やかなオレンジを表現するために、通常のインクとは別に特殊な色のインクを指定した。なのに、使われていない。

　そのせいで、肝心のオレンジがくすんでいる。

「インクの数が増えれば、コストがかさんで利益が大幅にダウンするんだ」

「ダメです。これではクライアントに満足していただけません。そんなことをすれば、信頼を失います」

　通常のインクで作るオレンジとでは、インパクトがまるで違う。あの鮮やかさあってこそのデザインだったのに。

「そんなに固いこと言わないで。今回は商品の生産数も半端ない。ほんの少しでもコストを抑えれば、うちにだって莫ばく大だいな利益が転がりこむ」

「ダメです」

　会社で仕事をしている以上、利益が大切なのはわかる。でも、それ以上に信頼が大切だ。

「ったく！」

　可知さんが難しい顔をして頭を抱えている。

　でも、雅斗の意見の方が正しいと思う。

　私は我慢できなくなって、口を開いた。

「失礼ですが……質を落として利益を上げたとしても、次の仕事は二度と取れません。将来を見据えるなら、質を高めた方がいいと思います」

「は？　何もできないアシスタントのくせして、口挟むなよ」

　可知さんの言葉に唖然とする。

『何もできない』って……。デザインを生み出せないのだから、確かにそうかもしれない。だけど私だって、できることを必死でやっているのだ。

　そして、その言葉にいち早く反応したのは雅斗だった。

「彼女はアシスタントじゃない。デザイン部の大事な戦力だ」

　声を荒げる雅斗に、皆が驚いている。

「木崎の言う通りだ。冴子はうちの戦力だ。彼女の仕事ぶりを知りもしないで、失礼なことを言わないでくれ」

　雅斗に続いたのは、私達の様子を静観していた戸塚部長だった。

　戸塚部長は、私と同じように元々デザイン畑の人ではない。そのせいか、私にも理解があって、デザイナーと同じように接してくれる。

「部長。僕が自分で話をつけに行きます。今から工場に行って、インクを追加してもらいます」

　自分の意見を強く主張する雅斗からは、いつもの柔らかい雰囲気が消えている。

「任せたぞ」

　部長の『任せたぞ』という言葉が心強い。

「冴子さん、付き合ってください」

「……うん」

　すぐにコートを羽織り、立ち上がった雅斗に慌ててついていくと、彼はふと立ち止まって天を仰ぐ。

「世の中の人全員に、理解してもらわなくたっていい。たとえ、ひとりでも……」

「わかってる」

　それはきっと、私のために口にしたのだろう。

『何もできないアシスタント』という言葉は、思いきり私を切りつけた。

　でもね……すぐに怒ってくれたおかげで、今のあなたの言葉がストンと胸に落ちたんだよ。

　雅斗が私を理解してくれている。それに、部長だって。

　営業の間で、デザインのできない私は〝役立たず〟と陰口を叩かれていることも知っている。だけど、やっぱりこの仕事が好きだから続けていたい。

「頑張ろうね、雅斗」

「おぉ」

　にっこり笑った彼は、颯さっ爽そうと歩きだした。




　印刷工場に行くのは初めてだった。

　工場長はなかなかの頑固者だともっぱらの噂うわさだ。

　営業から工場長に根回しの電話が入っていたようで、工場長から「インクは増やせない」と告げられる。

「でも、それでは……」

　私が落胆の声を上げると、雅斗はもう一度深く頭を下げた。

「お願いします。これでは納得できません」

「そんなこと言われても、知らねぇよ。インクを指定してきたのは、そっちだろ？」工場長は冷たい言葉を浴びせると、さっさと立ち去ろうとする。

「待ってください。どうしても、刷り直していただきたいんです。工場長はたくさんの印刷物をご覧になってきた色のプロ。ですから、僕達のこだわりもわかっていただけるはずです」

　雅斗は必死に訴える。

「そりゃ、わかってるさ。だけど、おたくの営業が予算オーバーだと言ってるんだ。俺達は言われた通りに刷るだけだ。予算はあんたの会社の問題だろ。そっちでなんとかしてくれ」

　工場長は聞く耳を持たない。

「お願いします」

　再び立ち去ろうとした工場長の前に出て、私も頭を下げた。

「営業は必ず説得します。木崎のデザインは色が命です。色にこだわってクライアントの信頼を得てきました。このままだと今回のデザインで、その信頼も揺らいでしまいます」

　これだけ必死に訴えても、工場長は私達を無視していってしまった。

「はぁ」

　思わず溜息が出る。

　雅斗の言う通り、たくさんの印刷物を扱ってきた工場長になら、この色の違いがもたらす影響についてわかってもらえると思ったのに。

「冴子、ごめん」

　唇を噛みしめながら険しい顔をしている雅斗に、かける言葉が浮かばない。

　だけど、雅斗は諦めてはいなかった。

「俺、ここで待つから、冴子は先に帰って」

　工場を出たところで足を止めた雅斗は、「タクシー呼ぶから」とスマホを取り出す。

「待って。雅斗が待つなら、私も」

「ダメだ。今日は冷える」

　確かに、今日は一段と風が強くて、すでに手も足も冷えきっている。

「ううん。だって、これは私達の作品なんでしょ？」

〝私達〟を強調して言うと、雅斗は「そうだな」と笑う。

「それなら、これ着て」

　彼は自分のコートを脱いで、私にかけてくれる。

「そんなのダメだよ。雅斗だって寒いでしょ？」

「俺はハートが熱いから、大丈夫なの」

「何よ、それ」

　どうしてもと譲らない雅斗のコートを羽織ると、心がポカポカに温まる。

「ほんとだ。ハートが熱い人のコートだ」

「だろ？」

　雅斗はクスクス笑った。




　工場長はなかなか出てこなかった。

　あれから五時間。辺りが薄暗くなり、時計の針が十七時半を指した頃、工場の電気が消え、事務所の入口から人が大勢出てきた。

　そして、最後に出てきた工場長に駆け寄ると、「あんた達」と目を丸くして驚く。

「ずっとここに？」

「はい。どうしてもお願いしたいんです」

　雅斗と一緒に深く頭を下げると、工場長は「参ったな」と頭をかきむしる。

「とにかく入りな。まったく、こんなに寒いのに、正気か」

　呆れ顔の工場長は、事務所のストーブをつけてくれた。

「すみません。どうしてもお願いしたいんです」

「最近の若いもんは……」

　叱られると覚悟していた。だけど、思いも寄らない言葉が耳に届く。

「骨のないやつばかりだと思っていたのに、こんなのが残ってるんだな」

　ずっと険しい顔をしていた工場長が、フッと笑みを漏らした。

「刷り直してやるよ。あんなにまずそうなオレンジじゃ、売れないだろうよ」

「ありがとうございます！」

　深く頭を下げてお礼を言うと、工場長は「色のプロに任せとけ」とつぶやいた。

「俺も、若い頃はそういう情熱もあったんだけどな。コスト、コストってうるさい連中のおかげで、すっかり印刷マシンに成り下がっちまった。どっちにしても給料は同じだしな」

　自嘲気味に笑う工場長は、「お前達、バカだな」と言いながら立ち上がる。

「データはあるのか？」

「はい」

　雅斗がバッグから取り出して渡すと、「明日の朝、また来な」と工場に向かう。

　今から刷り直してくれるようだ。

「あの、お手伝いします」

「アホ。ここは職人しか入れない聖域だ。素人は黙って帰れ」

　雅斗と顔を見合わせた私は、もう一度深く頭を下げて工場をあとにした。




　次の日、朝一番で工場に向かうと、雅斗のデザインのサンプルができ上がっていた。

「本当に……ありがとうございます」

「おお。頑張れよ、若造」

　ぶっきらぼうに返事をした工場長は、「その志を忘れるな」と言い残して去ってしまった。

　すぐに会社に向かい、待ち構えていた部長にふたつのサンプルを並べて見せると、「大変だったな」とねぎらってくれる。

「デザイン部としてはこちらでいく。インパクトがまるで違う」

　即決だった。

　刷り直してもらったサンプルを掲げた部長は、すぐに内線で営業の可知さんを呼び出した。

「今後、デザイン部の信頼を壊すようなことはやめていただきたい。今回はこちらで決定だ。クライアントにも私が説明する」

　はっきりとそう告げた部長に、心から拍手を送る。

「コストについては、社長から許可が出ている」

　部長の言葉に、そこにいた誰もが驚く。

　社長に直じか談だん判ぱんしてくれていたのだ。これで誰も文句は言えない。

　苦々しい顔をした可知さんは、肩を落として帰っていった。

　雅斗と一緒に仕事をしていると、本当に大切なことがわかる気がする。

　仕事の大小にこだわらず、常に全力で取り組む姿勢。一旦受けた仕事は、決して妥協しない強い意志。そこから得た信頼は、簡単には揺らがないだろう。




　数日後、私は経費のことで別のフロアに向かった。雅斗をはじめ、デザイン部の経費を取りまとめるのも私の重要な仕事だ。

「木崎さん」

　突然後ろから声をかけられて振り向くと、営業の可知さんだった。

　彼は、背が私と同じくらいしかなく、太め。髪はクリクリの天然パーマで、異様にモミアゲが長い。それに、顔がゴリラにそっくりだ。

　正直言って会いたくなかった。イヤな予感がする。

　特に話すことはないし……「失礼します」と声をかけて出ていこうとすると、肩をつかまれて止められてしまった。

「そんな急がないでくださいよ。この間はどうも」

「いえ、こちらこそ」

　意味深に笑った彼は、あのインク騒動のことを根に持っているに違いない。

「木崎さんって、デザイン部で雑用を担当されているんですね。まぁ、そういう人もいりますよね」

　そんなこと最初から知っているくせに、わざわざ口にするなんて、嫌味な男だ。

「そうですね。縁の下の力持ちになれればと思っています」

「へぇー。会社から高い給料もらってねぇ」

　すごくムカついた。できるなら一発いっときたいくらいだ。

　だけど、ぐっと我慢できたのは、『世の中の人全員に、理解してもらわなくたっていい』という雅斗の言葉があったからだ。

　私には理解してくれる人がいる。そう思うと、嫌味にも耐えることができた。

　トゲトゲした気分のままデザイン部に帰ると、雅斗にスッとコーヒーを差し出されて驚いてしまう。

「ありがとう」

「お疲れさま、冴子さん」

　どうしてこんなに気がつくんだろう、この人は。イライラが表情に出ていたのかもしれない。

　彼の気遣いがうれしくて、苛立っていた気持ちも瞬時に治まった。




「ね、こっちの色どう？」

「そうですねー、もう少し淡い色に変えてみてくれませんか？」

　雅斗とふたりでパソコンを覗きこんで作業をしていると、あっという間に時間が過ぎる。

「おい、木崎」

「はい」

「はい」

　思わず重なった返事に、先輩の森もり川かわさんが笑う。

　戸塚部長がいない時は、一番年上の森川さんが皆のまとめ役だ。

「どっちの木崎も、もう帰ったらどうだ？　お前達、最近残業続きだろ」

　そういえばそうだ。しかも毎日二十二時過ぎまで。

　雅斗は小さな仕事も進んで引き受けるから、仕事量がどうしても多くなってしまうのだ。

「お前達が倒れたら、デザイン部は回らなくなる。間に合わないなら手伝うから、たまには早く帰って休め」

「ありがとうございます。それでは今日は」

　森川さんの言う通り、私達は十八時に退社した。

「久しぶりだなぁ、こんなに早いの。たまには弾けるか」

「弾ける？」

「そ、このままデート」

　雅斗は会社から少し離れた場所で、私の手を取って歩き始めた。

「ちょっと、どこ行くの？」

「そうだなぁ、ラブホとかラブホとか……」

「却下！」

「なんだよ」

　こうしてはしゃげるのが楽しくて仕方ない。

　当然ラブホは却下になり、近くにあった居酒屋にふらっと立ち寄ることにした。

「お疲れさま！」

　ジョッキをカチンと合わせて乾杯すると、一気にビールをあおる。

　疲れた体に冷えたビールが染み渡る。働いたあとのこの瞬間がたまらない。

「はぁ、うまっ」と声を上げている雅斗もまた、よく働いたご褒美にありついたかのように、豪快にビールを喉に送りこむ。

「何食べる？」

「私、牛タン炭火焼と、手羽先」

「肉ばっかりだな」

　好きなんだから、仕方ないでしょ？

　ふたりで同じ料理を突っつき合って、くだらないおしゃべりを楽しんだこの時間は、とても楽しいひと時だった。

　程よく酔いが回ってくると、雅斗が「帰ろう」と言いだした。

　可知のせいでモヤモヤした気持ちを抱えていた私は、もう少しビールを飲みたかった。だけど疲れている雅斗に、そんなことは言えない。

　手を繋ぎながら家に帰ると、玄関でそのまま抱き寄せられて深いキスを落とされる。

「ちょっと、もぉ」

　出た、獣の姿。

　なんとかするりと抜け出したものの、すぐに腕をつかまれて引き戻されてしまった。

「冴子、イヤなことあっただろ」

「えっ!?」

　私は激しく動揺した。

　気にしたらダメだとわかっているのに、可知の嫌味な言葉が頭から離れないのだ。

　でも、どうしてそれを？

　雅斗が〝俺を誰だと思ってる？〟というような自信満々の顔で私を覗きこむから、思わず顔をそむける。

「冴子」

「はいっ」

　まるで子供が叱られた時のように大きな声で返事をすると、再び抱き寄せられた。

「わかりやすいから、冴子は。落ちこむと、盛んに髪を触るんだよ」

「マジ……ですか」

「マジ、です」

　そんなクセ、知らなかった。

　そういえば、居酒屋で自分の髪を何度も指に巻きつけていたっけ……。

「で？」

「で……と申しますと？」

　なんで敬語なのかわからないけど、なんとなくそんな雰囲気だ。

　……落ちこんでいることを話したら、雅斗に心配をかけてしまう。私はそのまま黙ってうつむいた。

「ベッドの上で、言わせてやろうか？」

　雅斗は、なかなか口を割らない私を抱き上げて、寝室に向かう。

「ちょっと待って」

「待たない。言わないんだろ？」

　彼は私をベッドに下ろすと、両手首をシーツに縫いとめ、首筋に舌を這わせ始めた。

「やっ……雅斗、あの……」

　これはまずい。本当に始まりそうだ。

「だって、俺がどれだけ愛してるかわかってないんだろ？」

「そんなこと……」

「俺を信用してないから、言えないんだろ？　それなら愛している証拠を……」

「わかった、わかった」

　雅斗の言葉で気がついた。もちろん彼に心配をかけたくなくて言わなかったわけだけど、もしも逆の立場だったら、そんな気遣いは無用だ。

「ごめん、雅斗」

　私がそう言うと、彼は私の隣に体を横たえた。

「アイツに」

「アイツ？」

「うん。営業のゴリラ」

「あぁ」

　ゴリラで通じるのには驚いたけど、やっぱりアイツはゴリラだ。たぶん、嫌いだから余計にそう見えるのだろう。

　事の次第をぶちまけると、雅斗を背にして壁の方に体を向ける。

　あの時のことを思い出すと、涙が溢れてきた。あの時は泣きたくなんかなかったのに、どうして今になって？

「ごめんなさい、私……雅斗にはわかってもらえてるって、頭では理解してるのに」

　背を向けたまま慌ててつけ足したものの、声が震えてしまった。

　すると雅斗は、何も言わずに後ろから抱きしめてくれる。

　気持ちいい。守られているという感じがして、心が落ち着いてきた。

「言ってくれてありがとう。必ず俺が守るから、何かあったらすぐに言うんだぞ」

　彼はそれ以上、何も言わない。だけど、ずっと後ろから抱きしめ、優しく私の涙を拭い続けてくれている。

　こんな姿を見せたくないことを、わかっているかのようだ。

　私はどうして泣いたのだろう。ゴリラに嫌味を言われた時は、涙なんて少しも出てこなかったのに。

　もしかして……雅斗がいるから？　雅斗なら全部受け止めてくれると、わかっていたから？

　雅斗に話を聞いてもらえただけで、荒立った気持ちが落ち着いていく。辛いことを吐き出すという行為が、こんなに効果的だとは知らなかった。

　雅斗の方を向いて彼の胸に飛びこむと、鼓動を聞きながら目を閉じた。

　赤ちゃんは、お母さんの鼓動を聞くと安心して泣きやむなんて言うけれど、私にとって彼の鼓動は、それと同じなのかもしれない。







第三章










給料泥棒




　オレンジジュースの仕事から一ヵ月。忙しさは比較的、落ち着いてきた。

　溜たまっていた事務仕事を片づけていると、戸塚部長がパッケージデザインの展覧会の案内を持って、雅斗のデスクにやってきた。

　年に一度開催されているこの展覧会は、同業者が一堂に集まるもので、毎回マスコミの取材も殺到する。

　イーイマージュももちろん参加を表明していて、商品化した作品をいくつか展示することになっている。

「木崎、行ってみないか？」

　展覧会には、毎年ひとりずつ参加することになっていて、今年は雅斗に声がかかったのだ。

「僕が行ってもいいんですか？」

　雅斗は目を輝かせている。

「あぁ。木崎の最近の活躍は目覚ましい。これを見て、また新しい世界を作り出してほしい」

「はい。是非行かせてください」

　部長の提案を快諾した雅斗は、展覧会に一泊で出張することになった。




　出張する日の朝も、朝食を準備したのは雅斗だ。

　出張の朝くらい……と思った私は、一応キッチンに立ってはみたものの、あとからやってきた雅斗が巧みにフライパンを扱い始めるから、素直に作ってもらうことにした。どうやら人には適材適所というものがあるらしい。

「やっぱり雅斗のオムレツ最高！」

　フワフワの卵でくるまれたオムレツには、玉ねぎとパプリカ、そしてひき肉が入っている。

「冴子は本当にうまそうに食うな」

「だって、ほんとにおいしいもん」

　食欲も性欲も満たされて、すごく幸せ。あとはもうちょっと睡眠欲が満たされれば、三大欲求は完璧だ。

「明日もちゃんと食べるんだぞ」

「あ……」

「コンビニ行こうと思ってただろー」

　クスクス笑う彼は「チェックの電話しよ」とつぶやいている。

「雅斗、出張頑張ってね」

「あぁ。あの梶かじ田たさんも来るらしい。部長が、俺の絵も見てもらえって」

「ほんとに？」

　梶田さんは海外でも人気のあるアートディレクターで、この業界では有名人だ。

　鮮やかで斬新な彼の作品は、一流の芸術品。世に出ている商品も数えきれない。

　もしかしたら雅斗も認められないかしら。……なんて、ウキウキする反面、彼が別世界の人になってしまいそうで、少し怖くもある。

　でも、雅斗が認められることが、私の一番の願いだ。

　雅斗が行ってしまうと、すぐに私も家を出た。




「おはようございます」

　デスクにバッグを置くと、さっそく簡単に掃除を始める。

　まずは、ミーティング用の大きめのテーブルに取りかかった。昨日の仕事の形跡が残るテーブルの上には書類が散乱していて、私はそれらをひとつにまとめて、隅に置く。

「さーて」

　デザイン部のデスクをひと通り掃除すると、自分の仕事の開始だ。

　雅斗がいなくても、やることは山ほどある。

「冴子」

　しばらくすると、先輩デザイナーの森川さんが私を呼んだ。

「このテーブルに置いてあったヘアワックスのデザイン画知らない？」

　森川さんは、私が片づけたテーブルを指差して、少し困った顔をした。

「書類は片づけましたけど、デザインはありませんでしたよ。それに、あったものはすべてそこにまとめて、どこにも移動させていません」

　デザイン画がある時は、必ず誰のものか確認する。さっき見た覚えはない。

「だよなぁ。昨日の帰り、営業と打ち合わせをしたんだけど、営業担当がテーブルの上に置いておいたって言うんだよ。もう一回、確認してみる」

「はい」

　イヤな予感がする。森川さんは、あのゴリラと打ち合わせをしていたからだ。

　森川さんが内線でゴリラと話している様子をチラチラ見ていると、彼は溜息をついて受話器を置いた。

「参ったな」

「どうでしたか？」

「営業にもないって言うんだよ。あれにはクライアントからの提案が書きこんであったんだ。頭に入っているけど……間違えたらまずいしな」

　森川さんが珍しく険しい顔をしている。

「私、もう一度探してみます」

「おぉ、頼む」

　テーブルの下やコピー機の回り、ほんのちょっとの隙間まで覗いてみたものの、出てこない。

　そうしていると、ゴリラがやってきた。

「森川さん、ないですか？」

「あぁ。出てこないんだ」

「昨日はここにありましたよね」

　テーブルを指差して近づいてきたゴリラは、私の顔をチラッと見た。

「さっき片づけた時には、ありませんでした」

　私がそう言うと、ゴリラは「ふーん、木崎さんが片づけたんだ」と棘とげのある言い方で私を睨む。

　無視して探していると、「本当はあんたが失くしたんじゃないの？」と暴言を吐いた。

　それはこっちのセリフだ。

　ムカムカする気持ちをなんとか抑えて、再び探し始める。それなのに……。

「やっぱり無能な人間っていうのは、なんにもできないね」

　あまりに失礼なゴリラの発言に、私の中の何かがブチッと切れてしまった。

「いい加減にしてください。大体、あなたが置いておくのが悪いんじゃない」

　私が思わず言い返すと、顔を真っ赤にしたゴリラが詰め寄ってくる。

「でかい口を叩きやがって。会社に一円の利益ももたらさない給料泥棒が」

　私達の様子に気づいた森川さんが、慌てて駆け寄ってきた。

　でも、怒りが収まらない。

「大切なものを管理できない人に、そんなこと言われたくありません！」

「冴子、引いておけ」

「でも！」

　だって、我慢の限界を超えている。

「まったく、なんなんだ。自分の立場をわきまえろ」

　そう捨てゼリフを吐いたゴリラは、そのまま出ていった。

　騒ぎを聞きつけた別の先輩が「もしかして、これですか？」とひとつのデザイン画を森川さんに差し出した。

「おぉ！　これだ。どこにあった？」

「今朝出勤したら床に落ちていて、誰のものかわからなかったので、部長のデスクに置きました」

　そうだったのか……。

　部長は朝から会議に出ていて、まだ一度もフロアに顔を出していないから、気がつかなかったのだ。

　一件落着したものの、私のムカムカは収まらない。怒りというものは、かなりの体力を消耗するらしい。

　結局、定時を少し過ぎたところでギブアップして、そのまま『リアン』へ向かった。




「こんばんはー」

「あれ、またひとりかい？」

「雅斗、出張なんです」

　カウンターに座ると、すぐにおしぼりが出されて、「何にする？」とメニューを渡される。

「とりあえず……」

　ビールと言いそうになったけど、こんな日は飲み始めたら止まらなくなるのが目に見えている。

「今日のおすすめはなんですか？」

「んー、肉食の木崎さんには……ビーフカツレツなんてどう？」

　大きな声で肉食だなんて言わないで。これでも一応、乙女なんだから。

　とはいえ、お肉の誘惑に負けた私は、素直にビーフカツレツを頼むことにした。

「木崎君、出張長いの？」

「今日行って、明日帰ってきます」

「ほほー、それでも寂しいってやつ？」

　そう言われて顔が赤くなる。

　いい大人なのに、たった一日会えないだけで寂しいなんて。

「今日、百合ちゃん来てないんですか？」

　はぐらかすように、店内を見回しながら聞く。

「あぁ、もうすぐ来るんじゃないかな。彼女、ふた駅先でアパレルの仕事をしてるんだけど、今日は十八時までって言ってたし」

「あ、あ、あ、アパレル？」

　あの百合ちゃんが？

「そ。ああ見えても接客は一流なんだよ。一緒にいると楽しいでしょ？　自分の立ち位置をよくわかっているから、皆に好かれるんだ。自分が悪者になった方がいいと思う時には、ためらいなく悪者になれる人なんだよ」

「へぇー」

　確かに、百合ちゃんといると楽しかった。時々鋭いツッコミは入るけど。

「今度、百合ちゃんのお店に行ってみたいな」

「あ、でも、大きいサイズ専門店だよ」

「あはは」

　なんだか妙に納得。

　マスターが他の接客に向かうと、途端に会社での出来事を思い出してしまう。

　ゴリラめ。私が何したって言うのよ。

　コソコソ悪口を言われているのは知っていた。でも、『給料泥棒』と面と向かって言われて、傷つかないわけがない。

「はぁ」

〝溜息をつくと幸せが逃げる〟なんて言うけれど、つかずにはいられない。

　溜息と同じタイミングで、バッグの中でスマホが震えているのに気づく。それを手にすると、雅斗の名前が表示されていた。

　すがるように電話に出ると『お疲れー』と雅斗の声が聞こえる。

『冴子、もう会社出た？』

「うん。雅斗は終わったの？」

『あぁ、今日梶田さんに会えて……』

　雅斗は興奮気味に、梶田さんに褒められた話をしてくれた。

「雅斗、よかったね」

『ありがとう。冴子が描き続けろって言ってくれたからだ』

「ううん」

　それが彼の真の実力だろう。

　だけど、なんだかモヤモヤする。雅斗はこうして認められているのに、私は〝給料泥棒〟なんだ。

『今、どこ？』

「リアンに来てるの。ひとりだとご飯作るの面倒で」

『あはは、たっぷり食べさせてもらえよ』

「うん。もちろん」

　一瞬会話が途切れる。何か話さなくちゃと焦っていると、『なぁ』という雅斗の声が聞こえてきた。

『何かあった？　声が沈んでる』

「えっ、何も……」

　どうして気がつくんだろう。楽しそうにしているつもりなのに。

「明日帰ってくるの楽しみにしてるね」

　私は話をそらした。

　彼は今、大切な時だ。余計な心配をかけて、仕事の邪魔をするわけにはいかない。

『俺も、早く帰りたい』

「あ、ビーフカツレツ来た！　それじゃあ、おやすみ」

　そのまま話していたら弱音がポロッと出てしまいそうで、私は嘘をついて電話を切った。

　自分から切ったというのに、なんだか悲しい。本当は雅斗に甘えたい。大丈夫だ、って言ってほしい。

　その一方で、認められ始めた彼の才能に嫉妬もしている。おそらく、無能だと言われたばかりだからなのだけど。そんな自分が、すごくイヤだ。

　そんなことを考えながら水の入ったグラスに手を伸ばすと、涙が勝手に溢れてきた。

　サイテー。私ってサイテー。雅斗は関係ないのに、嫉妬するなんて。彼に成功してほしかったんじゃないの？

「お待たせ」

　ボーッとしていた私に、湯気の立つビーフカツレツが差し出された。

「何があったかわからないけど、元気出しなよ」

「すみません」

　マスターに涙を見られてしまったようだ。

「ばんわー」

　私が涙を拭いてフォークを手にすると、入口から百合ちゃんの声がした。

「あら、冴ちゃん。今日も肉食？」

　もう皆で人のこと肉食、肉食って……。

「私も隣、いいかしら？」

　カツカツと音をたてるハイヒール。こんなにでっかいサイズ、初めて見た。

「マスター、私も肉」

『肉』って……。ビーフカツレツっていうオシャレな名前が、こいつにはあるのよ！

「了解。大盛りでいいよね？」

「もちろんよ。あら。冴ちゃんは、こんなんで足りるの？」

　百合ちゃんほど食べられる人は、そうそういないと思う。

「ダーリンは？」

「うん、出張」

「あーん、それで体が疼うずいちゃうってわけね」

　出張ってだけで、どこまで飛んじゃうの？

「今日はひとりでヤっちゃうわけ？」

「な……」

　んてことを！

　ポカーンと口を開けて百合ちゃんを見ていると、「ちょっとお手洗い」とマイペースに去っていく。

「あはは。木崎さんやられたね。でも百合ちゃん、木崎さんが沈んでるのに気づいたんじゃないかな。元気ない顔してるよ」

　隠してるつもりなのに、百合ちゃんにまで気づかれてしまうなんて。

「百合ちゃん、今でこそあんなに堂々として楽しそうだけど、やっぱり辛い時代だってあったわけだよ。だからかな、人の心を読むのがすごくうまいの。カウンセラーにでもなったらと勧めたんだけど、『この外見じゃ誰も心開かないでしょ』って」

「プッ」

　確かに、病院に行ってグロスをたっぷり乗せた百合ちゃんが、でっかいヒールを履はいて出てきたら、とりあえず逃げるかもしれない。だって、ものすごい威圧感なんだもの。

「それに、自分が他人からどう見られているのかもよくわかってる。それでも、自分は自分だと受け入れて、堂々としているんだよ」

「自分は自分、ですか……」

　マスターはにっこり笑うと、厨ちゅう房ぼうに戻っていった。

「あースッキリした」

　ハンカチで手を拭きながら戻ってきた百合ちゃんは、私の隣にドサッと座った。

「百合ちゃん」

「何？」

「トイレはさー」

「あー、男よ。切ってないし」

　そう言いながら自分の股間を指差す。完敗だ。

「ねね、雅斗君ってどうよ？」

「どうって？」

「あっちは、強いの？」

　えぇ、そりぁもう強すぎます。

　曖あい昧まいに笑ってごまかすと、「今度三人でシない？」なんて爆弾発言が飛び出した。

「シない！」

「大丈夫よ。私、冴ちゃんには興味ないから」

　そういう問題じゃない。

　百合ちゃんと話していると冷や汗が出る。でも、なんだか元気も出る。

「ねぇ。雅斗君、最近絵、描いてないのかしら？」

「えっ？」

「前ほど持ってこなくなったもの。新作を楽しみにしてるのに」

　そういえば、仕事以外の絵を描いているところをあまり見ない。

「うーん。ちょっと忙しくて描いてないのかも」

「そっかー、雅斗君の絵、癒されるのにぃ」

　運ばれてきたライスを、フォークにモリモリに盛って大きな口でパクッといく百合ちゃんは、かなり男前だ。仕草は女らしいのに、食べることは別らしい。

　最近、どんどん仕事が舞いこむようになった雅斗は、以前に比べたらずっと忙しくなっている。その分残業も多いし、家に持ち帰る仕事もある。

　そっか……仕事の成功を喜んでいたけど、その分彼は、好きな絵を描く時間を失くしているんだ……。

　それから百合ちゃんと、ゲラゲラ笑いながらくだらない話をしていたら、元気になってきた。










カツ丼食べたら……




　次の日の朝、枕元に置いてあるスマホがけたたましく鳴って目覚めると、雅斗からの着信だった。

『冴子、おはよ』

「おはよ」

『寝てただろー』

　クスクス笑う雅斗が、いつもと変わらなくて、少し安心する。

『朝ご飯食べろよ』

「うん……」

『コンビニ行こうとか思ってる？』

「えへへ、バレてる」

　落ちこんでいる今の私には、他愛ない会話がうれしい。

『夕方には会社に戻るから』

「うん、待ってる」

　雅斗に会えるという喜びの反面、不安もよぎる。

　私……雅斗の前で、今まで通り笑えるだろうか。

　そんな思いが駆け巡るのは、ゴリラに言われた『無能な人間』という言葉のせいだ。

　会社に行きたくない。入社してから、こんなことを思ったのは初めてだ。

　それでも無断欠勤や仮病欠勤なんてできる度胸もなく、仕方なく会社に向かう。




　コンビニに寄ったものの食欲がなくて、買ったのはコーヒーだけ。それを持ったまま、デザイン部のフロアに入った。

「おはようございます」

　いつもより少し遅めに出社すると、ざわついていたフロアが一瞬にして静まった。

　なぜだか、皆の視線が集まったような？

「冴子」

　自分のデスクにバッグを置くなり、戸塚部長に呼ばれた。

「ちょっと会議室に来て」

「えっ？　はい」

　私が単独で部長に呼ばれるなんて珍しい。

　会議室に入ると、難しい顔をした部長は私に椅子を勧めた。

「あの……」

「実は今朝、突然辞令が出た」

「辞令？」

　部長が私に差し出した書類には〝デザイン部 木崎冴子 本日付で総務部経理課への異動を命ずる〟と書いてある。

「けい、り……」

　そんな……。デザインとはまったく無縁の場所だ。

　自分にデザインの才能がないことはわかっている。雇われの身である以上、こうして異動があることも。だけど、こんな急に。

　頭が真っ白になって、何も考えられない。

「俺は納得していない。冴子を別のところにはやりたくない」

　部長の優しい言葉に泣きそうになる。

「昨日、営業と揉もめたのか？」

「……はい。揉めたといいますか、森川さんのデザインが紛失して、営業担当に私が失くしたと言われましたので、それは違うと」

「それだけか？」

「はい。結局部長のデスクの上で見つかって、解決したのですが」

　部長に昨日のことを説明しながら、ゴリラの憎らしい顔を思い浮かべた。

「はぁ」

　部長が大きな溜息をつきながら、机の上で手を組む。

「今回の件、まったく理解できなかったから、人事に探りを入れたんだ。そうしたら、営業のゴリ押しらしくて。通常、他の部署の人事に口出しなんてできないんだが……可知という男がどうも重役の甥おいっ子らしくてな」

　えー！　あのゴリラが？

「もう一度直談判してくる。他から耳に入るより先にと思って話したが、とりあえず通常業務についてくれ」

「はい。ありがとう、ございます」

　会議室の前で部長と別れると、座りこんで泣きたい気分になった。

　重役の甥っ子だ？　ざけんなよ。

　なんなのよ、私し怨えんで人事異動って。そんなことあっていいの？

　私が経理？　数学が一番苦手なこの私が？

　何よりデザイン部を離れるのが辛い。雅斗とのコンビを解消しなければならないのが、たまらなく辛い。

　私だって、頑張ってきたのに。

　それからすぐにはデザイン部に戻ることができず、トイレの個室でしばらく呆然としていた。

　たったひとつの救いは、部長が納得できないと言ってくれたこと。部長にあっさり経理に行けなんて言われていたら、やりきれない。

　少し気持ちを落ち着けてからデザイン部に戻ると、部署の人達がチラチラ私を盗み見ているのがわかった。

　部長はまだ戻っていない。

　何も言わずに自分のデスクに戻ると、すぐに青い顔をした森川さんがやってきた。

「冴子、あのさ」

　きっと、責任を感じているに違いない。

　だけど、昨日のことはきっかけにすぎない。元々ゴリラは、私のことが気に食わなかったのだ。

「森川さん、気にしないでください」

「そうだけどさ」

「仕事しますね」

　私は平気な顔をして見せた。今の私には、森川さんに心配をかけないようにすることくらいしかできないのだ。

　泣きそうになるのをこらえながら、パソコンを立ち上げる。

　雅斗のデザインをパソコンの画面に並べたけれど、何もできないでいた。

　そして、部長はいつまで経っても戻ってこなかった。




　やがてお昼休憩になって、ひとりふたりと抜けていく。

　ほとんどの人が休憩のために席を立った頃、ようやく部長が戻ってきた。

「冴子」

　部長は低く唸うなるような声で、デスクに私を呼んだ。

　きっと、できるだけのことをしてくれたのだろう。それでもダメだったのだと、部長の険しい顔を見てわかってしまった。

「部長、私のために、ありがとうございました。木崎君が帰ってきたら、引き継ぎしますね。経理は明日からでもいいですか？」

「あぁ、もちろんだ」

　きっと経理に行ったところで、私の居場所なんてない。足りない人員を補充するわけではなく、問題児を押しつけられただけなのだから。

「本当に、すまない」

　こんな私に頭を下げる部長に、申し訳なくなる。

「いえ。部長には本当にお世話になりました。私、部長がいてくださったから、頑張れました」

　私がここで踏ん張れたのは、オペレーターの存在を尊重してくれる、戸塚部長という理解者がいてくれたおかげだ。

　しかも、出来の悪い部下のために人事にかけ合ってくれたなんて、私は幸せ者だ。

　でも、心の中はモヤモヤしたままで、いっそゴリラを殴って辞めてしまいたいくらいだ。

　深く椅子に腰かけた部長は、やっぱり溜息をついている。

　感謝の意味をこめて深く頭を下げると、再び自分のデスクに戻った。




　結局、ほとんど仕事が手につかないまま夕方を迎えると、雅斗がデザイン部に帰ってきた。

「ただいま戻りました」

　私に一瞬視線を送った雅斗が、にっこり笑った。でも、こんなに沈んだ気持ちでは、とても笑い返すことなんてできない。

　彼はそのまま部長のデスクに行って、出張の報告をしているようだ。

　雅斗が認められることが私の生きがいだと思っていた。それなのに、今はそれを喜ぶどころか、私とは違って才能ある雅斗のことを、嫉妬交じりの目で眺めてしまう。それが最低だとわかっていても。

「どうしてですか！」

　しばらく部長と話しこんでいた雅斗が、大きな声を上げた。

「なんで、冴子さんが」

　私のこと、聞いたんだ。

　部長に食い下がる雅斗を見て、私は席を立ち、ふたりのところに向かった。

「木崎君、部長は力を尽くしてくださったの。だから……」

「だけど、そんなんじゃ納得できないですよ！」

　素の雅斗がチラチラ見え隠れする。

「でも、仕方ないの」

　雅斗と違って才能がないのは本当だもの。

　そう言いかけて、言葉を呑みこんだ。そんなことを口にしたら、彼はきっと怒るに違いない。

　だけどこの最悪な状況で卑屈になるなと言われても、到底無理だ。

「僕は、絶対に納得できません」

　捨てゼリフを吐いて出ていこうとする彼を慌てて止める。

　きっと、人事かゴリラのところにでも行こうとしているのだろう。

「木崎君、ありがとう。でも……」

　私は首を横に振った。

　決断力も行動力もある彼なら、ひとりで乗りこんでしまう。せっかく頭角を現し始めた彼の足を引っ張りたくない。

「冴子さん、ちょっと」

　雅斗は私の腕を強引に取って、人ひと気けのない非常階段に向かった。

「冴子、どういうことなんだ」

　一部始終を話すと、雅斗は険しい顔をして黙ったまま引き返そうとする。

「どこ行くの？　ダメよ」

「なんで、なんでダメなんだ。冴子はデザイン部に十分貢献していたし、こんなのパワハラだ。人事に行ってくる」

　パワハラだって、私にもわかってる。だけど、そんなもんだよ世の中は。

「お願い、雅斗。わかって」

　あなたまでデザイン部から外されたりしたら、私は後悔する。

「わかんねぇよ！」

　会社での〝木崎君〟とはまるで違う彼が降こう臨りんした。

　私だってわかんないよ。自分のできることを、精一杯頑張ってきたつもりだ。給料分働いてきたつもり……。

　そんなことを考えていると、涙がポロポロ溢れてきた。

「冴子……」

「私だって悔しい。でも、デザインができないのは事実なの。会社がいらないと言うのなら、そうするしかない」

　クソゴリラのせいでこんな事態になってしまったのは否めない。

　だけど、それが雇われの身ってものだ。リストラされなかっただけ、ありがたいんだ。

「あなたまでデザイン部を外されるようなことがあったら、もう立ち直れない」

「クソッ」

　私をグイッと抱き寄せた雅斗は、心底悔しそうにつぶやくと、背中に回した腕に力をこめる。

「クソッ！」

　私はうれしいよ。雅斗や戸塚部長が、私のためにそう言ってくれることが。

「雅斗、前に言ってくれたじゃない。自分を理解してくれる人がひとりいればいいって。私には理解者がいるから、幸せなんだよ」

「冴子……」

　私は自分に言い聞かせるように、言葉を紡いだ。

「俺、冴子になんにもしてやれないのか」

「ううん。いっぱいしてくれてるじゃない。雅斗は私に自信をくれた。雅斗と一緒に仕事ができて、すごく楽しかったの。これからも雅斗のことを応援してるから、たくさん作品見せてよね」

　これが精一杯の虚きょ勢せいだった。

　心に渦巻く嫉妬の感情を、雅斗に向けるなんて間違っている。そうわかっていても、モヤモヤは消えない。




　渋々納得した雅斗と一緒にデザイン部のフロアに戻り、最後の仕事を始めた。

「木崎君。このデザインの納期は、来週の水曜に変更になったの。でも、ほとんどでき上がっているから、問題ないと思うわ」

　出張帰りの雅斗は、本来なら簡単な報告をして帰宅するはずだった。でも、今日中に私の仕事を引き継ぎしておかなければ。

「それから、この間パソコンに取りこんだ風邪薬のデザインのことだけど……」

　悲しみをこらえながらの引き継ぎは、正直言って辛い。

「冴子、今日は帰れ。オペレーターへの引き継ぎも必要だろうから、もう少し時間をくれと人事に話しておく」

　時計を見ると二十三時を越えていた。気づけば、フロアには私達と部長しかいない。

　部長もきっと待っていてくれたんだと思う。

「すみません」

「いや、いいんだ。冴子がいなくなったら、やっぱり困るな」

　優しい言葉をかけてくれる部長に深く頭を下げて、私達は会社をあとにした。




　帰りの電車は、金曜の割には空いていた。

　雅斗は私を座席に座らせると、足元に出張の荷物を置いて自分は私の前に立った。

　経理に行ったら、こうしてふたりで帰れなくなるかもしれないな。漠然とそんなことを考えていると、私を真っ直ぐに見つめる雅斗の視線に気がつく。

　心配をかけたくなくてにっこり笑って見せると、雅斗は少し困った顔をした。

　この出張で、雅斗は成功への階段を上り始めた。それなのに、私は……地獄へ突き落とされてしまった。

　にっこり笑ったところで、気持ちが晴れるわけがない。それどころか、こうやって虚勢を張ることに、虚しさすら覚える。

　私だって、パソコンの操作を覚えるために必死に勉強した。オペレーターとして働けるようになってからも、雅斗と同じだけ残業して、デザインがうまくでき上がらない時は、同じように苦しんだ。

　それなのに『給料泥棒』と言われ、挙げ句の果てに、意にそぐわない異動を命じられて……。

　この差はなんなの？　才能のあるなし？　努力なんて無駄なの？　才能のない者がどうしたって報われないのなら、あんなに情熱を傾けて、仕事するんじゃなかった。

　どうしよう。雅斗への嫉妬を抑えられない。私の目の前で、成功をつかもうとしている彼に、憎しみさえ抱いてしまいそうで怖い。

　複雑な気持ちを抱えた私は、とても口を開く気にはなれなくて、ただ黙っていた。

　駅から家までの帰り道、私と同じように無言で歩みを進める雅斗は、いつもより少し早足だ。

　家の近くのコンビニに着くと、「どうせ昼飯も食わなかっただろ」と私に弁当を勧める。

　どうもバレているらしい。やっぱり雅斗には敵かなわない。

　無理矢理私にカツ丼を持たせた彼は、「俺、これにしよ」と言いながら唐揚げ弁当を手にした。

　大事件があったとはいえ、家に帰るとなんだかホッと気が抜ける。

　だけど、こんな生活も終わってしまうのかもしれない。今までと同じように生活できる自信がない。

　雅斗が出張の荷物を片づけている間に、弁当を温める。

　ごめんね。疲れているあなたに温かい手料理でも用意して……なんて、ちっともできない私で。

「食べるぞ。いただきます」

「いただきます」

　すぐに大きな口で食べ始めた雅斗は、大きな唐揚げを私のカツ丼に乗せる。

「そんなに食べられないって」

「じゃあ、カツと交換。あ、冴子の食べかけがいいや、俺」

「変態！」

　妙にテンションの高い雅斗と、乗り切れない私。変な空気が部屋に流れる。

　雅斗が私を気遣って、わざとそうしてくれていることくらいわかってる。

　でも、一度落ちた気持ちというのは、そんなに簡単には上がるものじゃない。

　カツをひと口かじると、甘辛いタレが口の中に広がった。

　いつもならおいしいはずなのに、わけもわからず泣きそうになる。

　無理矢理カツを飲みこむと、強い視線を感じた。顔を上げると、雅斗が私をじっと見つめている。

「俺、冴子のことが好きなんだ。どんな冴子もまるごと」

　雅斗は箸を置いて、言葉を続ける。

「たとえ悪態ついたとしても、顔が腫はれるくらい泣いたとしても、好きなんだ」

「雅斗……」

　そうだ。彼と付き合い始めてから、いやその前から、雅斗は私をこうやって包みこんでくれているのだ。

　雅斗を憎むなんて、とんだ筋違いだ。彼が私を認めてくれたから、ここまで踏ん張ることができた。私をここまで導いてくれたのは、まぎれもなく彼なのだ。

「雅斗」

「うん」

「カツ丼食べたら、泣く」

「おお」

　私の言葉に、雅斗は顔を緩ませる。

　そこからカツ丼をがっつき始めた私を優しく見つめていた。

　結局半分くらい食べたところで、勝手に涙が溢れてきて、それ以上は箸が進まなくなってしまう。

「冴子」

　雅斗は優しく私の名を呼ぶと、食べるのをやめ、私の後ろに回りこんで強く抱きしめてくれた。

「雅斗、悔しいよ」

「ああ」

　会社の姿とは違う、頼もしい彼がここにいる。

「私、頑張ってきたのに」

「ああ」

　相槌しか打たないけど、それが心地いい。

　振り向いた私をさらに強く抱き寄せた雅斗は、涙でシャツが濡れるのも気にせず、ずっと抱きしめていてくれた。

「雅斗」

「ん？」

「抱いて」

　彼に溺おぼれて、何もかも忘れてしまいたい。

　本当は、自分からそんな言葉を口にするのはためらわれた。

　でも、すごく雅斗が欲しい。

　雅斗は一瞬驚いた表情を見せたけれど、少し乱暴に私の手を引いて寝室に向かった。

　荒々しく私の唇を奪った彼にしがみついて、彼の温もりを貪る。

　大好きなの、あなたのことが。

　少し前まで彼の才能に嫉妬してへこんでいたのに、今は彼を愛おしいと思う気持ちが勝っている。

　雅斗は何も悪くない。自分が成功できないのなら、彼を応援しよう。

　何も言葉を発せずに、私の体を荒々しく撫でる手。

　何度も何度も繋がる唇の熱さから、彼に愛されているのだと感じる。

　息をすることも許されないような激しいキスは、たちまち私を虜にしてしまう。

　あっという間に着ているものをすべて剥がされた私は、全身を這いだした彼の舌の行方に息を呑む。

「ん……」

　もう、甘い溜息しか出てこなくなってしまった。

　雅斗の口から時折漏れる溜息も、私の感情を高ぶらせる。

　隠すことなく感情と感情をぶつけ合えることの幸せ。彼でなければ、こんな気持ちにはなれなかったかもしれない。

　やがて私の中に入ってきた彼は、私の瞳をじっと見つめたまま腰を打ちつけてくる。

　雅斗のあまりに真っ直ぐな眼差しに、息が止まりそうになる。

「雅斗。こんな私でも、いい？」

「当たり前だ」

「あなたの夢を、私にも追いかけさせて」

　彼は私を強く抱き寄せて「愛してる」とつぶやいた。

　汗だくになりながら互いを求め合った私達は、激しい息遣いのままベッドに横たわる。

　勝手に溢れてくる涙を隠そうとして、さりげなく腕で目を覆ったけれど、雅斗の前ではまったく無意味だ。

　彼は私を抱きしめたまま、落ち着くまで待ってくれた。

「雅斗、ごめん」

　雅斗は私の髪に手を入れて優しく梳すいてくれる。

「俺の方こそ、ごめん」

「どうして？」

「冴子を守れなかった。必ず守るって約束したのに」

　違う。そう仕向けたのは私。

　私が止めなければ、きっと彼は、自分のことなんてかえりみずに人事に乗りこんだだろう。

「雅斗。もう一緒に仕事はできないけど、これからも私のために絵を描き続けて？」

「冴子……」

「私、こうして雅斗と一緒にいられるだけで幸せ。だから、もう大丈夫」

　ほんとはちっとも大丈夫じゃない。それを雅斗も承知している。

　だけど、私の経理行きはもう決まったことだ。それなら前に進むしかないのだ。

「もう、寝よ。ちょっと疲れちゃった」

　本当は眠れそうになかった。でも、これ以上話すのは辛い。

　それでも、隣で私を抱きしめ続けてくれる雅斗に救われる。

「冴子、ごめんな」

　小さな声でそう囁いた雅斗は、「はーっ」と大きな溜息を漏らす。

　雅斗にギュッとしがみつくと、彼は私の額に優しいキスを落とした。










丘の風




　翌朝、ふたりでブランチをしに『リアン』に行くと、マスターが笑顔で迎えてくれた。

「木崎君、久しぶりだね」

「ご無ぶ沙さ汰たしてます」

　最近はひとりで来ることが多かったから、雅斗と一緒に来るのは久しぶりだ。

「木崎さん、今日はどの肉にする？」

「あはは」

　肉限定の聞き方は、いつものことだ。

「チーズインハンバーグって、おいしそう」

「ああ、それ一番人気だよ」

「それにします！」

〝今日は女の子らしいものを頼んでやる！〟と意気ごんでみたものの、心奪われたものは結局肉だ。

　それに反して雅斗は、「俺はさっぱりがいい」と言いながら、アスパラのバターしょうゆスパゲティを頼んでいる。

　アスパラのチョイスが、栄養管理の行き届いている彼らしい。

　少しは見習わなければと思いつつ、おいしそうなチーズインハンバーグの写真には敵わなかった。

「木崎君。最近、絵描いてないのかい？」

「えぇ、少し忙しくて」

　今の雅斗は自分の時間なんて皆無だ。休みの日もこうして私に付き合って……。

「雅斗、ごめん」

「えっ？　何が？」

　マスターが行ってしまったあと、思わず謝ると、雅斗は不思議そうな顔をして私を見つめる。

「だって、私が雅斗の部屋に転がりこんでから、自分の時間ないでしょ？」

「あーそういうことか。ないなぁ」

　私のせいだとわかっちゃいるけど、そんなにはっきり言われるとグサッと傷つく。

「冴子がいると、抱きたくなっちゃうからなぁ」

「は？」

「それ以外はなんの問題もなし。絵は描きたければいつでも描けるから。だから今度は冴子のヌードね」

「もう！」

　ヌードはお断りだけど、彼の時間も大切にしなくちゃ。




「雅斗、家に帰ろ」

「どうしてさ。デートはこれからだぞ」

『リアン』を出たあと、家に帰ることを提案すると、あっさり却下される。

「せっかく楽しみにしてたんだから、付き合えよ」

　雅斗は私を車に乗せると、すぐに発進させた。

　彼に絵を描かせてあげたいと思ったのに、本人はデートをする気満々らしい。

　愛車のビートルは、丘に向かった。私達のお気に入りのあの丘に。

「うわー、暖かくなってきたね」

　彼と初めてここに来たのは、まだダウンコートを着るような寒い日だった。

　だけど、春の太陽の光が燦さん々さんと降り注ぐ丘は、草木が青々と茂り始めていて、生命の息吹を感じる。

「ほら、手を貸して？」

　こうして雅斗に手を繋がれるのが好きだ。彼の大きな手は、私に安心をくれるから。

　駐車場から少し歩くと視界が開けてきて、眼下に街並みが広がった。

「うーん。すごく気持ちいい」

　大きく息を吸いこむと、肺の隅々まで浄化されたような気分になる。

　まぶしいほどの太陽の光がチラチラと目に飛びこんできて目を細めると、丘の真ん中に君臨する大きなブナの木の下に彼は座った。

　木の下から見上げると、葉の影と太陽の光が美しいコントラストを作っていて、時折差しこむ太陽の光に私の頬が照らされる。

　そして、少し湿ったような風が髪を揺らしていくのが心地よい。

　こうしているだけで現実を忘れられて、穏やかな気持ちになれる。

　純粋に、〝生きていること〟の素晴らしさを感じられるのだ。

「また、頑張るぞー！」

「俺も頑張るぞー！」

　私が思わず叫ぶと、隣の雅斗も声を張り上げる。

「冴子が好きだー」

「ちょっと、高校生みたいなことやめてよ」

　熱血ドラマのようなセリフに照れる私は、呆れたような顔をしてみせた。

　それからしばらくブナの木の下で、流れる雲を眺める。

　私が足を投げ出して座っていると、彼が私の太ももに頭を乗せてきた。

「冴子」

「ん？」

「キス」

「キス!?」

「そう。ほら」

　相手が雅斗では、高校生みたいに〝初々しく〟というわけにはいかない。うっかりキスなんてしたら、何が始まるかわかったもんじゃない。

　この、エロ星人め。

　私はキスの代わりに、彼の口と鼻を手で塞いだ。

「んんんん」

　私の手を思いっきりはねのけた彼は、「やるな」と言いながら起き上がると私を捕まえ、有無を言わせず唇を重ねる。

「ちょっと！」

「ちょっと！じゃない。俺は『キス』って言ったんだぞ」

　結局、私に主導権が握れるはずもなく、隣に座った雅斗の肩にもたれかかって身をゆだねる。

　会社とは違う〝素顔の木崎雅斗〟が、私を優しく包みこんでくれるから。

　雅斗を信じてついていけば、私はきっと大丈夫。そんな気持ちにさえなるのだ。

　丘の景色の美しさと、さわやかな若葉の匂いに五感を揺さぶられて幸せな気分に浸った私達は、家に戻った。




「ちょっと疲れたー」

　すごく楽しかったけど、精神的な疲れを感じるのは、ゴリラのボディブローがまだ効いているからだろう。

「冴子、ばーさんかよ」

「あはは」

　リビングの窓を開け放つと、フワッと風が吹いてきた。

　あの丘の匂いがここまで届いたかのような余韻が私を包む。

「お昼寝するー」

　私がそう言いだしたのは、雅斗にひとりの時間をあげたかったからだ。

「そんじゃあ、とりあえずヤッて……」

「無理。もう寝る！」

　想像通りの言葉を素早く却下して、ヘトヘトなフリをしながら寝室に入った。

「なんだ。つまんない」

　ふてくされる雅斗の声が聞こえたけど、ここは聞こえないフリをしよう。

　彼は一度筆を持てば、周りの雑音をシャットアウトして没頭するはずだから。

　布団を被って目を閉じると、すぐにドアが開く音がして雅斗が入ってきた。

　エロいことしたら殴る、殴る……。

　そんな呪文を唱えていると、すごく近くで彼の息を感じる。

「もう、寝たのか」

　ひと言そうつぶやいた彼は、私の髪を優しく撫でた。

「疲れたよな。冴子、我慢しすぎ。もっと泣いたっていいんだぞ」

　彼の言葉に目頭が熱くなる。涙が溢れそうになって、一層ギュッと目をつぶる。

　必死に虚勢を張ってるんだから、優しい言葉をかけないで。

　ふと目が覚めて時計を見ると、十八時を回っている。あのまま、本当に眠ってしまったようだ。

　慌てて飛び起きたけれど、物音ひとつしない。リビングに顔を出しても雅斗の姿はない。絵でいっぱいのあの部屋にいるのだろう。

　そっと部屋の前まで行き、ドアノブに触れたものの、開けるかどうか一瞬迷う。きっと今頃、絵に没頭しているはずだ。邪魔しちゃいけない。

　雅斗が私の知らない世界にいるのは寂しいけれど、今は我慢だ。でも……。

「冴子、入っておいで」

　足音をたてずに来たつもりなのに、雅斗は気がついたようだ。

「ごめん、邪魔したよね」

　ドアを少し開けて中を覗くと、彼は私の方へ歩いてきた。

「そんなことない。サンキュ、時間くれて」

　あれ、バレてたの？

　彼の手には、たくさんの絵の具がついている。

　会社では線画は手描きしても、色つけはほとんどパソコンだから、すごく新鮮。やっぱり彼には絵筆が似合う。

「何、描いてたの？」

　優しく微笑んだ彼は、私の手を取ってキャンバスの前に立たせた。

「これ……」

　頭を殴られたような感覚が私を襲う。

　間違いなくこれが……彼の代表作になるだろう。圧倒的な迫力に、目がそらせない。

　しかも、これは……。

　あの丘にある大きなブナの木だ。その幹は、長い年月を感じる重厚さが表現されている。

　そして……その根元に座って空を見上げているのは……私、だ。

　草の一本一本も、タンポポの間を飛び交うモンシロチョウも、どこからか吹いてくる風までも描きこまれている。そして、綿菓子のようにフワフワ浮かぶ雲の間から降ってくる太陽の光が、私の頬に降り注いでいる。

　その絵に、私の心は激しく揺さぶられた。

　だって……そこに描かれている私は、すごく満ち足りた顔をしていて、まるで天使のようだったから。

　怒りや嫉妬の念に囚とらわれて、雅斗のことまで憎いと思ってしまった私とは、まるで違うのだ。

　私、どうしたらいい？

　だって私は、こんなにきれいじゃないよ？

「下絵は前から描いてあったんだけど、やっと色がつけられた」

　満足そうに語る彼に、思わず首を振る。

「私……こんなにきれいじゃない」

　雅斗が思っている〝私〟と〝本当の私〟は、きっと全然違う。

「冴子ってさ、俺にとっては天使なの。どうせ『私はそんなにすごくない』とか思ってるんだろうけど、すごいんだ」

「冗談言わないで。何もすごくない」

　私がどれだけ否定しても、雅斗は変わらないトーンで私に語りかける。

「冗談、でもないけどな。冴子が俺を求めてくれるから、俺は頑張れる」

　雅斗の手が私の頬にそっと触れる。

「冴子が俺のことを信じ続けてくれるから、絵だって描けるんだよ。いつも俺に希望をくれる天使なんだ」

　確かに、雅斗の才能をずっとずっと信じている。だって、こんな迫力のある絵が描ける人だもの、いつか必ず世に認められるはずだ。

「ごめんなさい。私、雅斗の才能に嫉妬してた」

　もう、すべてをさらけ出してしまいたい。

　私は天使なんかじゃない。そんなに清らかなイメージを背負うのは、重すぎる。

「ゴリラに裏で手を回されて、すごくムカついて、雅斗は全然関係ないのに、どうせ私はって……」

　そこまで言ったところで自分が情けなくなって、涙が溢れてくる。

「誰だってそうだよ。自分にないものを欲しがって、嫉妬して……俺もずっとそうだった」

　雅斗はさりげなく私の腰を抱いた。

「雅斗が？」

　いつも真っ直ぐで清らかな人だと思っていたから、にわかには信じられない。

「うん。次々と賞をもらう同級生とか、どんどん商品化されていくデザイン部の同僚とか。皆にすごく嫉妬して、ふてくされてた」

　雅斗は少しうなだれて苦笑する。

「だけど、冴子は俺の才能を信じ続けてくれた。たとえ結果が伴わなくても、自分の信じる道を歩いていることが大切なんだって教えてくれた。自分のこだわりを捨てて無難なもので成功したって、満足できないんだよ」

　そうかもしれない。いくら売れるパッケージを作ったとしても、自分が納得したものでなければ、きっと満たされない。

「だから、冴子は天使なの。冴子が俺をここまで導いてくれたんだ」

　何度も心の奥にある汚い気持ちに嫌気がさして、どんなに元気なフリをしても虚しいだけだった。

　だけど、雅斗の言葉を聞いて、もう大丈夫な気がする。

　皆、そうなんだ。嫉妬もすれば時々毒も吐きたくなって……それが人間だし、そこから何か大切なことに気づければ、儲もうけものだ。

「雅斗に話してよかった」

「だろー。じゃあ、天使とシよ」

「なんでそうなる？」

「もう逃げられないから。何回お預け食らわせるんだよ」

　絵の具だらけの手で頬をゆっくり撫でられると、たちまち胸が高鳴るけど……。

「続き描かなきゃ」

「それは来週。次回作は冴子のヌードだからね」

「ぜったーい、イヤよ」

「じゃあ今から観察する」

「はっ？　ん――」

　すぐに塞がれた唇から、甘い溜息が漏れた。

　結局雅斗の性欲には勝てず、ベッドから抜け出せなかった。

　一体何回シたのだろう？

　だけど、心も体も満たされるエッチはすごく気持ちがいい。

　シャワーを浴びにいくと、雅斗までついてきて、バスルームでまた……。

「バスルームって、エロいよな」

「あっ……やめて」

　私を壁に押しつけて、泡だらけの手で私の体を撫でる彼の色気に、あっという間に呑みこまれる。

「そうそう、その声。響くからたまんない」

「イヤ……ッ」

　感情が高ぶりすぎて声を我慢しようとしても、どうしても漏れてしまう。

「好き、だよ」

「雅斗……」

　気持ちのこもったセックスの深みにはまると、もう逃れられない。

　優しく私を包みこみながら、丁寧に抱いてくれる彼に溺れたこの時間は、幸せすぎた。










言っちゃいなさいよ




「おはよー。朝だよ」

　仕事の始まる月曜は憂ゆう鬱うつなはずなのに、朝から雅斗は元気だ。あんなに激しく抱き合ったのに、体力ありすぎ。

　目をゴシゴシこすりながらリビングに行くと、予想通りテーブルの上に立派な朝食が用意されていた。さすが、雅斗だ。




　おいしい朝食で幸せな気分に浸ったあとは、いざ出陣。

　先週、引き継ぎが終わらなかった私は、まだデザイン部への出勤だ。

「おはようございます」

「おはよう」

　いつもより早く出勤したからか、フロアにいるのは部長だけだ。

　挨拶を返してくれた部長の前に、雅斗がつかつかと歩み寄った。

「戸塚部長」

「おぉ、なんだ」

「冴子さんは僕にとって必要な人です。僕はこれからも頑張りますが、いつか冴子さんを……」

「わかってる。時を見て、必ず呼び戻す」

「ありがとうございます」

　雅斗の発言にも驚いたけど、それよりもっと驚いたのは、部長の言葉だ。

　ゴリラに『給料泥棒』と言われようと、私はここに来てよかった。最後の最後に、こんな温かい言葉をもらえるなんて思ってもみなかった。

　私は何も言えなくなって、椅子に座ると顔を伏せる。だって、泣きそうだもの。

「おはようございます」

　すぐに先輩達が出勤してきた。

　慌てて目頭を押さえた私は、何もなかったようにパソコンを立ち上げた。




　その日はあっという間に終わってしまった。

　雅斗を担当することになったオペレーターへの引き継ぎが終わると、私は脱力した。

　寂しい思いを封印して、デスクの引き出しの私物を段ボールに詰め、部長のデスクに向かう。

「部長、お世話になりました」

「本当にすまない」

　部長は何も悪くないのに、頭を下げられて申し訳なくなる。

「いえ、私……胸を張って戻ってこれるように、経理で頑張ります」

「必ず呼び戻すからな」

　大丈夫。私はきっと戻ってくる。だって、この仕事が大好きだから。

「経理に挨拶にいってきます」

　段ボールを持ってフロアを出ようとすると、「冴子、お疲れー」と皆が拍手してくれるから、泣きそうになって振り向くことができない。

　私のことを、皆が認めていてくれたのだ。

　やはり、人にはそれぞれ役割があるのかもしれない。

　他の皆はデザインで、私は縁の下の力持ち。そんな状態に溜息をついていたけど、今となっては、自分の力を発揮できる場所があったことに感謝している。




「デザイン部から来ました、木崎です。よろしくお願いします」

　経理のフロアに入った瞬間、大きな声を張り上げた。

　それは、ここでも自分の役割を必ず探してみせるという気持ちの表れだ。

　奥田さんが色々と世話を焼いてくれたけど、ほどほどに話を聞いた。たぶん、雅斗がいい顔をしない。

　でも、ここで知っているのは奥田さんしかいない。多少は許せ、雅斗。

　結局その日は、簡単に挨拶を済ませ、経理の大まかな仕事の流れを教えてもらって、定時で帰宅することになった。




「ただいまー」

　久しぶりに早く帰宅できたけど、雅斗はもちろん帰っていない。

　電気のついていない部屋にひとりで帰るというのは、寂しいものだ。

　同棲前は毎日のことだったのに、すっかり雅斗と一緒の生活が体に染みこんでいる。

　冷蔵庫を開けて一旦ビールを手にしたものの、なんとなくひとりで飲む気にはなれなくて、ミネラルウォーターに変える。

「はー疲れたー」

　リビングの大きめのソファに飛びこんで目を閉じる。

　お腹空いたな。でも作るの面倒だ。

　こんな時、おいしいご飯でも作って雅斗を迎えられたら、女の株が上がるんだろうけど、私には無理そうだ。

　ソファでゴロゴロしていると、床に放り投げたバッグの中からスマホのバイブ音がして、慌てて取り出した。

【ごめん、仕事が終わりそうにない。夕飯先に済ませて】

　それは雅斗からのメールだった。

　私ができる限りの仕事を済ませてきたけど、新しい仕事は絶えずやってくる。雅斗はそれくらい、売れっ子になったのだ。

【ＯＫ。頑張れ！】

　ちっとも女の子らしくないひと言メールを返すと、私は立ち上がった。

『リアン』に行こう。百合ちゃんもいるかもしれない。




「こんばんはー」

「いらっしゃい。今日は早いね。ひとりかい？」

「はい。雅斗はまだ仕事で」

　カウンター席に座ると、すぐに水が出てくる。

「百合ちゃん、来てないですね」

「あはは、百合ちゃんに会いにきたの？　来てるよ。今、お手洗い」

　百合ちゃんがいると知った途端、なんとなく気が緩んだ。

「木崎さん、今日はなんの肉にする？」

　相変わらず、肉以外の選択はないらしい。まぁ、肉を食べる気満々だけど。

「ビーフシチュー、おいしそう」

　これなら野菜も食べられる。

　いつの間にか野菜を気にするようになっているのは、雅斗の影響だ。

「了解。ちょっと待ってね」

　厨房に入っていったマスターと入れ替えに、百合ちゃんの気配がした。

　無駄にでかいしね、彼。いや、彼女。

「冴ちゃんじゃないの！　雅斗君は？」

　でっかい声で私の名前を呼んだ百合ちゃんは、私のことなんてどうでもいいらしく、キョロキョロと雅斗を探している。

「雅斗は残業なの」

「だってあなた達、おんなじ仕事してるんじゃないの？」

「うん、それがね……私クビになっちゃって」

「クビ!?」

　百合ちゃんの声は、『リアン』にいる客の視線を一気に集めた。

「ちょっと、声大きいよ」

「ごめん。でもクビって……」

「会社にはいるんだけどね……」

　今回の騒動の一部始終を、百合ちゃんに話した。もちろん、ゴリラのことも。

「はい、ビーフシチュー、お待たせ。木崎さん、クビって？」

　どうも百合ちゃんの声が厨房にまで響いていたらしく、マスターにも事の次第を説明する。

　その間、百合ちゃんは明らかに不機嫌モードで、テーブルに指をカチカチぶつけて落ち着きがない。

　百合ちゃん、怒ってる？

「災難だったね。百合ちゃん、相談に乗ってあげて」

「もちろんよ。というか、殴りこみたい気分だわ！」

　いや、それだけはやめて。血だらけのゴリラが頭に浮かぶ。

　だけど、『リアン』に来たのは、こうして百合ちゃんに話を聞いてもらいたかったからかもしれない。

「とりあえず、肉、食べなさいよ」

「うん。いただきます」

　私はスプーンを手にすると、ビーフシチューを口にした。

「なんだ。意外と落ち着いてるんだね」

「うん。雅斗がね、私の仕事を認めてくれていたんだって、よくわかったの。皆に理解されなくても、誰かひとりに理解されればいいんだよって言ってくれたから」

「まぁー、やっぱりいい男！」

　また雅斗の株を上げてしまったかしら。言わなければよかったかも……。

「私ね、雅斗達のように才能ある人を嫉妬してた。でも、どうしようもないでしょ。私には私の役割があって、それなりに認めてくれている人がいるってわかったから」

　本当はそんなに簡単じゃない。今でも悶々として気持ちは晴れない。

　だけど、ぶつくさ言っても経理行きは覆くつがえらないのだ。

「冴ちゃんって、我慢強いんだね」

「えっ？」

「たまにはわめき散らして、他人に迷惑かけたらいいのよ」

　思わぬ言葉をかけられて驚く。

「ストレスはね、その都度吐き出さないと蓄積されて、どえりゃーことになるの」

「ど、どえりゃー？」

「あ、私、名古屋出身だから。東京より保守的でなんとなく居心地が悪かったから出てきたの。でも、来てよかったわ。私を受け入れてくれる人、たくさん見つけたから」

　そっか。百合ちゃんも辛い経験をしているんだ。それでも、どこかに理解者はいるんだよね。私は、雅斗に出会えて本当にラッキーだったのかもしれない。

「私、ほんとは……」

「ん？」

　口にするのをためらっていると、「言っちゃいなさいよ」と言われて気持ちが緩む。

「クソー！　バカゴリラめ。あんただって、大した仕事してないじゃん。コネ使って他人を陥おとしいれるなんて百年早いっつーの。絶対に見返してやる。百倍返しだ！　バカヤロー！」

「いいわよ冴ちゃん、その調子」

　百合ちゃんがはやし立てる。

「でも、ちょっと声が……」

　マスターにそう言われて振り向くと、たくさんの視線が私に突き刺さっている。

　小さく頭を下げてしょげると、今度は百合ちゃんが豪快に笑った。

「大丈夫よ。私の方が目立ってるから」

「あはは」

　それもそうだけど。

「少しはスッキリするでしょう？　人間なんて、皆腹黒いの。嫉妬もするし腹も立てるし、誰かを憎んだりもする。だけどそれでいいじゃない。皆そんなもんよ」

「百合ちゃんも？」

　雅斗と同じようなことを言う百合ちゃんに驚く。

　だけど、百合ちゃんが腹黒いようには、とても見えない。

「もちろんよ。私は冴ちゃんに嫉妬してるわ。だって、愛しの雅斗君とヤってるんでしょ？」

「わわ。ちょっと、百合ちゃん！」

　ヤってるなんて、でっかい声で言わないで！

　百合ちゃんの口を慌てて塞いだけど、全然間に合わなくて再び注目の的だ。

　今度は百合ちゃんとふたりで小さく頭を下げると、クスクス笑われてしまった。

「大丈夫よ。皆ヤってるんだから。性欲だって人間の証よ」

「だーかーらー」

　焦りながらも、百合ちゃんと話していると気分が上がる。

　こんなに楽しい百合ちゃんだけど、ずいぶん苦労してきたのだろう。他の人とは違う自分に悩んだことだってあるはずだ。

　だけど、自分を受け入れることに成功すると、百合ちゃんみたいに楽しい生活が待っているのかもしれない。

　いつまでも落ちこんでいるわけにはいかない。

　百合ちゃんと話して、ちょっと気持ちが楽になったし、ゴリラへの怒りを公に？口にしたら、なんだかスッキリもした。

　経理で働く自分を受け入れよう。時には愚痴を言いながら。

「冴ちゃん、そろそろ雅斗君帰ってくるんじゃないの？」

「あっ、ほんとだ」

　百合ちゃんと話していると、あっという間に時間が過ぎる。

　ここに来てから二時間も経っていた。

　一応【リアンに行ってくる】とメールしておいたけど、あんまり遅いと心配するかもしれない。

「木崎さん、お迎えだよ？」

　マスターにそう言われて、入口の方に視線を送ると、そこには雅斗の姿があった。

「こんばんは」

「いやん、雅斗君！」

　突如、声まで変わる百合ちゃんに突き飛ばされてよろける。

　愛されてるね、雅斗。

「木崎君、食べる？」

「今日はいいです。さっき弁当食べたんで。冴子、ちゃんと野菜食べた？」

「うん。シチューを」

「一応合格だな」

　まるで、百合ちゃんの姿が見えないかのように振る舞う雅斗は、私に「帰ろっか」と声をかける。

　私と一緒についてきた百合ちゃんの目がキラキラ輝いている。これぞまさしく〝恋する乙女〟だ。

「ちょっと冴ちゃん」

「ん？」

「今日は仕方ないから雅斗君とヤっていいわよ。でも、今度は三人って約束、忘れないで」

　私を引きとめた百合ちゃんが、耳元で囁きながらニタニタしている。

　そんな約束、断じてしてない。

「ほら行った」

　シッシッと犬でも追い払うような仕草の百合ちゃんに圧倒されて、何も言えずに雅斗のところへ向かう。

「百合、なんだって？」

「えーっと」

「三人で」なんて口が裂けても言えない。

「それより雅斗、お疲れさま。また新しい仕事入ったの？」

「あぁ……うん」

　なんだか歯切れが悪いのが気になる。きっと、疲れているんだろう。

　雅斗と一緒に帰宅すると、バッグが玄関に置きっぱなしだった。帰ってきてすぐに迎えにきてくれたようだ。

「雅斗、疲れたでしょー」

　パンプスを脱ぎながら振り向くと、突然腕を強く引かれ、いつの間にか彼の腕の中に閉じこめられている。

「雅斗？」

「ちょっと、こうしてていい？」

「うん。いいけど……」

　カタンとパンプスが転がるのも気にせず、彼は私を一層強く抱き寄せた。

　なんだかいつもの彼とは違う。サカッているなら、今頃キスされてるはずだ。

　私が経理に行っちゃって寂しいの？　原因がそれくらいしか思いつかない。

「風呂、入ろっか」

　私をゆっくり離した雅斗は、気持ちを切り替えたようだ。

「うん。それじゃあ、お先にどうぞ」

「は？　一緒に決まってんじゃん」

　肉食雅斗が戻ってきた。

「ぜったーい、無理」

「なんで無理なんだよ。どうせ脱ぐんだし」

「脱がないもーん」

　子供のように逃げ回る私を、雅斗はクスクス笑った。







第四章










混乱




　私の経理ライフが本格的に始まった。

　何かと私の世話を焼いてくれる奥田さんにはちょっと参ったものの、数字の苦手な私でも思っていたほど困ることはなかった。

　ただ、毎日目にしていた〝素敵なデザイン〟が、〝大嫌いな数字〟に変わったことで、ストレスが溜まっているのは否めない。

「木崎さん、この経費の許可下りたから、各部に伝えてくれる？」

「はい」

　部長に何枚かの書類を渡され、立ち上がる。これを持って社内の散歩だ。

　まずは……。一番上の書類を見て、いきなり落胆する。

『営業部　可知』って、ゴリラだ。

　接待費って……接待なんかしないで仕事取ってこいよ！

　心の中でぶつくさ言いつつ、これも仕事だと自分に言い聞かせて営業部に向かい、硬い顔のままゴリラに書類を差し出した。

「おぉ、誰かと思ったら、経理の木崎さん」

〝経理〟を強調したゴリラを睨んで、書類を突きつける。

「接待費、承認されました。可知さんは接待がお好きなんですねー」

　精一杯の嫌味をこめてそう言うと、ムッとした顔のゴリラは私を睨んだ。

　それそれ、その顔。それがゴリラそっくりだってば。イーッ。

　口にも顔にも出さないけれど、思いっきりゴリラに向かって恨みの念を送った私は、「失礼しました」と元気よくフロアを出た。

　あんたに落ちこんでいるところなんて見せるもんか！

　さてと、次の書類はデザイン部だ。

　戸塚部長の出張の交通費か。これってふたり分の金額だけど……誰と行くんだろう。

「お疲れさまです」

　ほんのちょっと前までいたデザイン部のフロアがもう懐かしい。

　私の席は、後任もいなくて空いたままだ。

　その隣の席の雅斗が作業の手を止め、顔を上げたのがわかった。

「おぉ、冴子。元気か？」

「はい。おかげさまで。部長、交通費ＯＫですよ。ふたり分、ですか？」

　部長の席まで行って書類を渡すと、戸塚部長はうなずいた。

「梶田さんが、木崎を気に入ってね」

「本当ですか！」

　梶田さんというのは、雅斗が展覧会に行った時に会うことができた、この業界屈指のアートディレクターだ。

「梶田さんの紹介で、イギリスのアーティストが来日するらしいんだ。木崎のデザインに興味をもっていて、木崎本人にも会いたいと言っている」

「わーすごい！」

　梶田さんや、海外のアーティストに認められるなんて、仕事の依頼が増えることと少し意味が違う気がする！

「部長、そのお話は……」

　そこへ雅斗が飛んできた。

「木崎君、すごいじゃない。やったね」

　はしゃぐ私と、どこかテンション低めの雅斗。

　あれ、私、変なこと言った？

「冴子さん、ありがとうございます。でも、僕は……」

　やっぱり変だ。前回の出張の時は、梶田さんにデザインを見てもらえたと喜んでいたのに。

「木崎君？」

「僕は……いえ、なんでもありません」

　雅斗は言葉を濁してデスクに戻ってしまった。

　なんだろう、今の雰囲気。

「とりあえず、木崎と一緒に会いにいってこようと思っているんだが、どうもイギリスに勉強に来ないかという誘いらしいんだ。木崎にとってはまたとないチャンスだと思うんだけど、あまり喜んでいるようには見えなくてな」

　部長は小声で私に耳打ちする。

　やった！　ついに雅斗にもチャンスが巡ってきたんだ。

　でも、どうしてだろう。もっと喜んだっていいはずだ。部長の言う通り、イギリスに誘われるなんて大きなチャンスなのに。もしかして、私と離れ離れになるのが不安なの？

　確かにイギリスは遠いし寂しい。けど、別れるわけじゃないんだし、会いたくなったら会いにいけばいい。こんなに大きなチャンスをものにできるなら、多少の我慢くらい、なんてことはない。

　チラッと雅斗を盗み見ても、いつものように淡々と鉛筆を走らせているだけだ。

　その様子が気になりつつも、私は経理に戻った。




　経理に来てから、定時で帰れる日がグーンと増えたものの、ひとりでは何をする気にもなれない。

　会社から駅までの道をのんびり歩いていると、スマホが震えた。

【帰りは、十九時くらいになる】

　雅斗はいつも仕事の合間にメールをくれる。それが、新婚みたいでひそかに喜んでいる。

　十九時か。いつもより早い。

　そう思った私は、【リアンで待ってる】と返事をした。

「こんばんはー」

「木崎さん、いらっしゃい」

　ニコニコ顔で私を迎えてくれたのはマスター、と百合ちゃんだ。

「冴ちゃん、またひとり？」

　雅斗目当ての百合ちゃんは、ご機嫌ナナメのようだ。

「雅斗はあとで来ると思う」

「キャー、そうなの？　お化粧直し、しとかなくっちゃ」

　百合ちゃんは雅斗の名を聞くだけで、テンションが上がるようだ。

　すぐにバッグからコンパクトを取り出す女子力を、少し分けてもらいたい。

「大丈夫だよ、百合ちゃん。今のままでも十分きれい」

「あら、そお？」

　さすがマスター。百合ちゃんのあしらい方がうまい。

「食事は木崎君と一緒にする？」

「はい。とりあえずビールを」

　マスターが厨房に行ってしまうと、百合ちゃんとふたりになる。

「雅斗君、忙しいのね」

「うん。あっ、そうだ……」

　私は雅斗のイギリス行きの話を、百合ちゃんに相談した。

「私、すごい！って舞い上がったのに、雅斗のテンションがすごく低くて。なんでだろう」

「うーん」

　雅斗の作品を気に入ったイギリスのアーティストは、アートの世界では有名な人らしい。そんな人から声がかかるなんてチャンス、誰にでもあるわけじゃない。しかも、海を越えてなんて、本当にすごいことだ。

　私の興奮とは対照的に、百合ちゃんは黙りこんだ。

『どうしたのかしら？』とか『照れ隠しじゃない？』なんて言われると思っていたのに、唸ったままビールを口に運んでいる。

「冴ちゃんさー」

「ん？」

　気のせいか呆れ顔の百合ちゃんが、やっと口を開く。

「雅斗君、あなたを置いていけないんじゃない？」

「私？」

「そそ、冴ちゃん」

　私が原因なの？

「雅斗君がいなくなったら、冴ちゃんどうよ？」

　雅斗がいなくなったら？

　そりゃあ寂しいけど、我慢できる……はず。

　改めて百合ちゃんに問われると、途端に自信がなくなった。

　たった一日の出張ですら寂しくて仕方ないのに、何ヵ月も？　いや、何年も？

　会いにいけばいいと思ったけど、休みがそんなに取れるわけじゃないし、飛行機代だって、バカにならない。

　それに……イギリスに行った雅斗の周りに、金髪グラマー女がいたりするわけ？　いや、日本が恋しくなった頃、イギリスで奥ゆかしい黒髪大和やまと撫なでし子こに出会うかもしれない。

　そしたらあの肉食獣は、どうなるの？

「あー……」

　都合のいいところしか見ていなかった自分に呆れて、思わず溜息が出た。

「冴ちゃんは、自分が思ってるよりもろいわよ。雅斗君はそれをわかっているはず。今回の異動のことだってそうね。雅斗君、冴ちゃんをデザイン部に戻したいって必死なのよ。それなのに自分が海外なんて、心配で置いていけないわよ」

「木崎さん、お待たせ」

　百合ちゃんの言葉にうなずきながら、マスターがタイミングよく持ってきてくれたビールの泡をペロッと舐める。とてもゴクゴク飲む気にはなれなかった。

　私、なのか。雅斗の足を引っ張っているのは……。

「冴ちゃん。あなた、雅斗君にそれだけ愛されてるの。わかる？」

「えっ？　うん」

　そう言われるとそうだ。どうでもいい女なら、さっさと捨てていくだろう。そう考えると、うれしい。

　でも、そんなことを言っている場合でもなさそうだ。

「ムカつくわ」

「……何が？」

　百合ちゃんの言葉は、迫力がありすぎて怖い。

「冴ちゃん、サゲマンなのに」

　わかってるから、はっきり言わないで。これでも乙女なの！　傷つくの！

「でも、それならアゲマンになればいいんじゃない？」

　顔の表情を緩めた百合ちゃんは、勝手にうなずいている。

「どういうこと？」

　聞き捨てならない発言に、百合ちゃんの顔を覗きこむ。と、香水の匂いにむせてしまった。

「いい？　整理するわよ」

　私は百合ちゃんの方に体を向けて、姿勢を正した。

「まずは雅斗君だけど、離れても、冴ちゃんのことを忘れたりはしないと思うわ」

「そう、かな……」

　遠距離って、それだけでダメになる人もいるって聞くけど。

「でも……ボン、キュッ、ボン」

「何、それ？」

「グラマーな金髪美女に囲まれたら、雅斗だって……」

　思わず自分の残念な胸をチラッと見てそう言うと、百合ちゃんが「そうねぇ」なんて切ない声を上げる。

　はぁ、切実さが倍増したわ、今の言い方。

「冴ちゃん、もうちょっと育てた方がいいわねぇ。雅斗君の揉み方が甘いんじゃない？」

「ち、ちょっと……」

　大きな声で、何言ってるの？

「まぁ、おっぱいの大きさは仕方ないとして、雅斗君なら大丈夫よ。だって、誰かさんにずーっとスルーされてたのに、耐えに耐えた男よ」

　うわ、耳が痛い。

　しかも百合ちゃんの言い方は、嫌味にしか聞こえない。嫌味、なんだろうけど。

「グラマー金髪美女が来たって、ちょっと気持ちが揺らぐくらいよ」

『ちょっと』って！

　でもこのセリフ、雅斗にも言われたことがある。

「でも揺らぐだけよ。雅斗君は冴ちゃんしか興味ないもん。私のことだって……」

　あれっ、そこで百合ちゃんが登場しちゃうの？

　失礼ながらとても複雑な気持ちで、百合ちゃんの話を聞く。百合ちゃんにとっては、純愛だもんね。

「まぁ、私のことはいいわ」

　顔を伏せて悲しげな顔をしているから泣きそうなのかと思ったら、男らしく、いや女らしく？キリリと顔を上げて、再び口を開いた。

「問題は冴ちゃんね」

「私？　私は大丈夫だよ。奥田さんに何を言われても、笑ってごまかせるようになったもん」

　しつこくデートに誘われているけど、まったく気がつかないフリをしている。

「あのねー、そんなの当たり前なの。雅斗君に心配かけないためには、冴ちゃんが自分を磨かなくちゃ」

「自分を磨く？」

　確かに経理に行ってから、時間をもてあましているばかりで、何をしているというわけではない。

「冴ちゃん、やっぱり経理では輝いてないでしょ？」

「あー、うん。そうかもしれない」

　経理には経理のスペシャリストがいて、新しい経費精算システムを作った人もいる。

　でも私は、回された書類を処理するだけで精一杯。

　デザイン部では、もっと能動的に、いいものを作ろうと努力していたと思う。

「雅斗君、自分がデザイン部で頑張っていれば、冴ちゃんをきっと取り戻せるって思ってるはず。でもそれじゃあ、雅斗君は好きなように動けないでしょ？」

　それもそうだ。雅斗が本当にやりたいのは、パッケージデザインではない。

　今回のイギリス留学は、あくまで絵の勉強に行くためのもののようだし、雅斗の新しい世界が広がるはずだ。

　それなのに……私のせいで行けないの？

　はぁ……。誰よりも応援しているつもりの自分が、実は足かせだったなんて。

「でも冴ちゃんが輝いていれば、雅斗君は心置きなくイギリスに行けるはずよ」

「なるほど」

　百合ちゃんの言葉には説得力がある。でも、それにはどうしたらいいんだろう。

「具体的にはねー。まずは毎日のエッチを、何ヵ月かに一回の濃厚なので我慢できるようにすることね」

「ちょっと！　毎日なんてしてないし」

　大体、私が輝くこととエッチになんの関係があるって言うのよ。

「あら、週三くらいかしら？」

　百合ちゃんの言葉に思わず顔をそむける。

　もしかして、見てるの？

「まぁ、普段はひとりエッチで各々処理するとして……」

「だーかーら！」

　そんな恥ずかしいこと、平然と言わないでよ。

「あらー、それも女として輝くひとつの方法よ。干からびていたんじゃ、魅力半減。冴ちゃんが雅斗君と離れて、どんどんオバさんになったら、心配するでしょ？」

　そりゃそうだけど……。

「それに、エッチっていうのは、愛を確認するのに必要なことなの。冴ちゃんは、雅斗君に抱かれている時、愛されてるって感じない？」

　エッチがすべてではないけど、確かにそうだ。

「それが突然なくなったら、愛まで疑って、不安でいっぱいになるものよ。そんな不安いっぱいで、輝いていられる？」

　確かに、その通りだと思う。だから、回数が減る分、濃厚なエッチで満たされなさい。雅斗を思って、ひとりエッチに励みなさい。そういうこと？

　説得力があるような、ないような。

「あとは冴ちゃんのお仕事かしら。冴ちゃん、やっぱり絵の仕事がしたいの？」

　改めて尋ねられると、自分の気持ちがよくわからない。

「うーん。わからないの。私はデザインができるわけじゃないけど、デザイン部は楽しかった。好きなものに接することができたら幸せだなって思う。けど、世の中の人皆が、好きな仕事をできているわけじゃないでしょう？」

　どちらかといえば、好きな仕事に就いている人の方が少ないだろう。

「それはそうよ。でもね、勇気と行動力があれば、好きなことはきっとできるわよ。私だって名古屋から出てきて、やっていけるのか不安だった。だって、こんなだしね」

　クスクス笑う百合ちゃんだけど、きっとその頃は笑えなかったに違いない。

「でもね、今は心からよかったと思ってるわ。自分の人生だもの、文句ばかりじゃつまらないでしょ？　それに、好きなことができるって最高の贅ぜい沢たくだと思うの」

　百合ちゃんの言葉に大きくうなずく。確かに、贅沢だ。

「こんばんは」

　とそこに、雅斗の声が響いた。

「あーん、雅斗君！」

　彼の声に反応した百合ちゃんは、すこぶる真面目に話していたのに、急に声のトーンを変えた。

「雅斗君、ここ」

　百合ちゃんが雅斗に指差したのは、私とは反対側の百合ちゃんの隣。

「百合、ありがとう。でも、ここも空いてるし」

　そう言って私の隣に座る雅斗は、私の顔をチラッと見て微笑んだ。

「えー、少しくらいいいじゃない。だって週三回は交わってるんでしょ？」

『交わる』って、なんだか余計いやらしい。

「今週はまだ二回だな。今日、するか」

「は……」

　どいつもこいつも、何言ってんだ！

　マスターから「今日はどの肉にする？」と聞かれ、私はまだ食べたことのないチキンのグリルを頼んだ。

　恋人プラス恋敵？とのディナー。一見修羅場のようだけど、百合ちゃんが一緒だと話が弾んで楽しい。

　チキンを食べ終わると、雅斗は急ぐように立ち上がる。

「あら、もう帰るの？」

「だって、これから……」

「あー、そうだったわね。オツトメね」

　もう反論する気力のない私は、「ごちそうさまでした」と挨拶をして『リアン』を出た。

「冴子、ちょっと丘に行こうか」

「うん！」

　一旦家に戻ってから、ビートルに乗って丘に向かった。

　いつ来ても、ここは真っ暗だ。

　でも、街灯が少ないおかげで、星は降ってくるほど見える。

「あー、やっぱり丘は落ち着く」

「俺も」

　ここはいつ来ても心が洗われる。昼には昼のよさがあり、夜には夜のよさがある。

　今日、雅斗が私をここに連れてきたのは、きっと留学の話をしたいからなのだろう。

「冴子、あのさ……」

「うん」

　心臓が破れそうなほど、ドキドキする。

「俺、イギリスに来ないかって誘われてる」

「……うん」

　雅斗はそれだけ言うと、ブナの木の根元に座る私の腰を横から抱いた。

「梶田さんが俺のデザインを気に入ってくれて、知り合いのアーティストに見せたらしいんだ。そうしたらパッケージデザインじゃない絵を見たいって言われて、実は何枚か絵を送った」

「そう、なんだ」

　きっと、この丘の絵だ。

　私の心が強く揺さぶられるのは、この丘が描かれたものだ。

「そうしたら気に入ってくれて……。でも、無名の画家だと言ったら、こっちに来て勉強しないかって」

　私は雅斗の肩に寄りかかった。

　こうしている時間が好き。彼の隣で彼の鼓動を聞きながら、穏やかに過ごす時間が。

「だけど、それには会社を辞めなくちゃいけない。長期休暇は無理だしね。でも、イギリスでそのアーティストが経営している美術館の手伝いができるって言われていて、贅沢しなけりゃ生活には困らないと思う」

　月明かりが彼の頬を照らす。

　いつものハイテンションの彼じゃない。どこか沈んでいる。

「雅斗、よかったね」

「冴子……」

　雅斗がいなくなるのは辛い。だけど、ここは元気に後押ししなくちゃ。

　大好きな彼が、成功への道を歩き始めたのだから。

　にっこり笑って見せると、私とは対照的に彼は険しい顔をした。

「だけど俺……断ろうと思って」

「なんで!?　戸塚部長に引き留められてるの？」

「部長は行ってこいって。ダメだった時はまた拾ってやるからなんて、笑って言ってくれた」

　それなら何も問題はないはずだ。

　雅斗にとって最初で最後のチャンスかもしれないのに、留学を断るなんて……。

「俺、冴子と離れるのイヤなんだ」

　やっぱり、私のせい？

　雅斗の言葉に、唇を噛みしめる。

「イギリスに行くなら、冴子を一緒に連れていきたいと思った。でも、修行の身ではそれは難しい」

「雅斗……」

　一緒に、って考えてくれたんだ。だけどやっぱり、私が心配で置いていけないということだろうか。

「今の仕事をしながら、時々好きな絵も描いて……そんな生活、嫌いじゃないし」

　いつもの自信満々の雅斗がいない。

「でも……」

　雅斗の作品が大好きでずっと応援してきた私が、彼の可能性をつぶすなんてこと、あってはならない。

「とりあえず、梶田さんのところに行ってくる。イーイマージュの社員としての仕事もあるし、部長も一緒にと言ってくれてるから」

「うん」

　雅斗の言葉に複雑な気持ちになって、それ以上何も言えなくなってしまった。




　マンションに帰ると、閉め切った部屋の空気がよどんでいて、窓を開け放った。

　思わぬ一日になってしまった。

　モヤモヤした気持ちのままシャワーに入り汗を流すと、置いておいたはずの着替えが見当たらない。

「雅斗、私の着替え知らない？」

「あー、ここにあるみたい」

　リビングから雅斗のとぼけた声が聞こえる。やられた。これは雅斗の罠わなだ。

　仕方なくタオルを巻いてリビングに向かうと、待ち構えていた雅斗にまんまと捕まってしまった。

「離してよ……」

　抱きしめられた腕の中から逃れようともがくと、雅斗は少し強引に私の唇を塞ぐ。

「ちょっと待って」

　ダメ。今は話し合わなければ。

「ちょっとだけ待てばいいんだ？」

「ん？」

「三、二、一……時間切れ」

　彼は私のバスタオルの結び目に手をかけて、あっという間に解くと、露わになったＢカップを片手で包んだ。

「ダメだってば」

「今は冴子が欲しい。どうしても抱きたい」

　真っ直ぐで嘘のない視線が、私を射止める。

　私だってあなたが欲しい。離れなければならない現実を、一時でも忘れたい。

　珍しく雅斗が取り乱している。

　いつもの彼は、芯があって頼もしい。だけど、今の彼はすごく揺れ動いていて、不安定だ。

　私が異動を告げられた時と同じように、彼もまた混乱しているのかもしれない。

「雅斗……」

　なりふり構わず、誰かの温もりが欲しい時もある。それが、彼にとっては今なのかもしれない。

　私は、彼の首の後ろに手を回して、自分から唇を重ねた。

　彼は一度唇を離すと、額と額をこつんと合わせ、ゆっくり唇を近づけてくる。だけど、今度はすぐには触れようとしない。

　焦らさないで、早くキスして。

　どうしてだろう。こんなに好きなのに、離れなければならないなんて。

「ん……」

　やっと唇が触れると、次第に激しくなる彼のキスに、私は溺れていく。

　そのままソファに押し倒されて、全身に彼のキスを受ける。

　いつもより激しい愛あい撫ぶは、すぐに私を夢中にさせた。

「あっ……雅斗」

　今日は理性はいらない。彼が求めるなら、すべてをさらけ出して、彼を包んであげたい。私のありったけの愛情と温もりで、惑う彼の心を穏やかにしたい。

　雅斗もまた、乱れていた。

　私をどんどん追い詰めて、どんなに逃げても追いかけてきて……。

「はぁっ、はぁっ……」

　互いの呼吸が乱れに乱れて、ほんのり汗ばんだ肌が密着し合う。

「冴子、愛してる」

　私を強く抱き寄せながら耳元で囁く彼に、夢中になってしがみつく。

　激しいキスのあと、私の唇を解放した彼を見上げると、なんだか瞳が潤んでいる。

　私もまた、溢れる涙を我慢できない。

「雅斗、好きなの」

　本当はあなたと離れるなんて、考えるのもイヤなの。

　私の言葉をきっかけに、さらに動きを激しくした彼は、小さな叫びとともに果てた。

「冴子……俺、絵より冴子が大切なんだ」

　激しい息遣いを隠すことなく私を抱き寄せた雅斗が、突然つぶやく。

「一番大切なものを、手放したくない」

　こんなことを言われて、うれしくないわけがない。だけど、このチャンスを逃したらきっと後悔する。

「大丈夫だよ。会いにいくから」

　精一杯明るく言ってみせると、雅斗は溜息をつく。

「それじゃイヤなんだ。冴子の楽しいことも、辛いことも、うれしいことも、悲しいことも、全部知っておきたい。もう何年もずっと冴子と一緒にやってきたんだよ。俺にとって冴子は、かけがえのない存在なんだ。冴子は違うの？」

　違わないよ。私だって、雅斗が大好きなの。

　だけどね、雅斗。だからこそ、あなたには好きな道を歩んでほしいの。

　今は離れたとしても、その先に幸せな未来があるのなら……。そうすることであなたが幸せをつかめるのなら、私は待てるよ？

「私……待ってるから」

「冴子……」

「雅斗が絵で成功するのを、ずっと待ってる」

「それじゃあ冴子は、絵で成功しない俺なんていらないってことなのか!?」

　彼の言葉に目を見開く。

　そんなわけない。励ましのつもりでそう言っただけで、成功できない雅斗はいらないなんて、一度だって考えたことない。

「はぁ。ごめん。俺、頭冷やすわ」

　唖然として何も言えなくなった私を残して、取り乱した雅斗はそのままリビングを出ていってしまった。

　そして、しばらくすると玄関のドアが閉まる音がした。

「バカ」

　雅斗とこうやってぶつかったのは、初めてだ。

「バカ！　私だって……」

　手当たり次第にクッションを投げると、鈍い音をたてて壁にぶつかる。

　その瞬間、涙がドバッと溢れて止まらなくなってしまった。

「雅斗、ティッシュ取ってよ！」

　いないとわかっているのに、わがままを口にする。

「バカ。大好き、なのに」

　それからは、わけもわからず涙を流した。

　雅斗が本気であんな言葉を口にしたわけではないことくらい、わかってる。

　きっと、すごく混乱しているのだ。

　もしも私がここにいてほしいと言ったなら、彼は喜んでそうしてくれるだろう。

　だけど、何年後、いや何十年後に、それでよかったと思えるのだろうか。

〝サゲマン〟……なのかな、やっぱり。

　私がいるから、雅斗は羽ばたけないのかな。

　その時、『アゲマンになればいいんじゃない？』という百合ちゃんの言葉が頭をよぎった。

　雅斗は私のピンチを何度も救ってくれた。私の卑屈な気持ちに向き合って、正しい道に導いてくれた。

　それなら、私も……。

　――私は覚悟を決めた。










決断の時




　その夜、雅斗は帰ってこなかった。

　ろくに眠れず土曜の朝を迎えると、玄関のドアが開く音がした。

「冴子、俺……」

「おかえり！」

　バツの悪そうな顔をした雅斗に、精一杯元気な声をぶつけると、彼はいつもの柔らかい笑顔を見せてくれた。

「ただいま、冴子」

「ねぇねぇ、見てよ！　味噌汁作ったんだよ？　しかも出汁もちゃんと取ったんだから」

　自分でもテンションが高すぎると思った。だけど今は、これくらいがちょうどいい。

「でも、具が大根しかなくて。それでもいい？」

「もちろん」

「それじゃあ、お手々洗って座ってね」

「俺は幼稚園児か」

　私達のいつものテンポが戻ってきた。

「じゃん！　なんと、アジの干物」

「お！　冴子のくせに肉じゃない」

「失礼ね」

　プッと顔を見合わせて笑い合うこの時間が、永遠に続けばいいのに。

　それからも、私ははしゃいだ。

　雅斗も昨日のことがなかったかのように大笑いして、楽しい時間が流れた。

　それでも食べ終わってしまうと、なんとなく沈黙が訪れる。

　どうしたらいいのかわからなくてソファに座ると、雅斗も隣にやってきた。

「冴子、あのさ……」

「雅斗、前に言ってたよね」

　雅斗が何かを言いだす前に、どうしても伝えたかった。

「何を？」

「私のヌード、描きたいって」

　すごく驚いた顔をして、雅斗が私の顔を見つめている。

「お、おう」

「描いて。その代わり、実物よりきれいにね」

「実物よりきれいにって……。本気、か……？」

　雅斗が言葉を失くす。

「真っ裸は恥ずかしいから、上半身だけだよ？」

　私は雅斗の手を取って、絵の散乱する部屋に連れていった。

「どういう格好すればいい？」

「冴子、でも……」

「描きたいんでしょ？　その代わり、雅斗のすべてをかけて描いて」

　少しもよそ見しないで、全身全霊をつぎこんで――。

「ダメだ。ヤりたくなっちゃうから」

　そんなの嘘だ。自信がないんだ。

　揺らいでいる気持ちのまま、最高の絵なんて描けないから。

　私は雅斗に背を向けたまま、着ていたワンピースのファスナーを外し、ストンと床に落とす。

「冴子？」

「描いてほしいの。あとでついでに抱いて」

　彼の顔を見ないまま声を絞り出す。

　次はブラに手をかけて、それもまた自分で取り去った。

　それから雅斗は、何も言わなくなった。ただ私の肩を後ろから抱いて、少し震えているようだった。

　覚悟を決めて。好きな絵のために、生きていくという覚悟を。

　お願い。私の、ために――。

　彼はそのまま私をくるっと回して、自分の方に向ける。

　雅斗の透き通った瞳が好き。その瞳でちゃんと私を見て？

「すごく時間かかるよ？」

「うん。わかってる」

「たぶん、我慢できなくて抱くし」

「あはは」

　雅斗の顔つきが変わった。私の願いは届いたのだろうか。

「冴子は最高の女だな」

「知らなかったの？」

　彼は優しい笑みを浮かべて、私の額にキスをした。

　私をソファに横たわらせた彼は、下半身に真っ白なシャツをかけてくれた。

　まるで〝情事を終えたばかりの女〟のようだ。

　それからの彼は、まぎれもなく〝画家〟だった。

　一瞬にして視線が鋭くなり、構図を考えているのか、じっと私を見つめ、動かなくなった。やがて鉛筆を持った彼は、キャンパスに描き始めた。

　彼の鋭い視線に犯されるのは、すごく恥ずかしい。

　だけど、いつの間にか心地よい快感に変わっていき、私もデッサンしている彼の腕に釘づけになっていた。

　それからどれくらい経っただろう。彼は、鉛筆の粉で真っ黒になった手を止めた。

「冴子、疲れただろう？」

　私のそばにやってきた雅斗は、満たされた顔をしている。

「できた？」

「大まかなデッサンは。まだこれからだけどな」

　見せてほしいと頼んでも、「でき上がったらな」と見せてはくれない。

「描かせてくれて、ありがとう」

「ううん。私こそ。ん……」

　彼の温かい唇が、私の唇を覆う。

「もう、限界」

「疲れたでしょう？」

　だって、あれだけの集中力を切らさないのだから。見られているだけの私も、相当疲れた。

「そうじゃなくて」

　まずい。雅斗が肉食獣だってこと、忘れてた。

　鉛筆の粉がついた真っ黒な手が私の肌に触れる。

　最初こそ抵抗したものの、私も彼が欲しくてたまらなくなっている。

　そのままソファに押し倒されて、あっさりと彼の手に落ちた。

　さっきまで絵を描いていたたくましい腕が、今度は私の体を行き交う。そして私は、体を震わせ、彼にしがみついた。

「冴子、愛してる」

　そんなに優しい声で囁かないで。涙が止まらなくなってしまうから。

　誰かに必要とされることは、こんなにも幸せなことなんだ。

　私は本能のままに彼を求め、彼もまた、私を求めた。

「昨日は、ごめんな」

「ううん、私も言いすぎた」

『冴子と一緒なら、きっとどんな夢も叶う』と、あの丘で星に手を伸ばしながらつぶやいた雅斗のキラキラした瞳を思い出す。

　私だってあなたの夢を一緒に叶えたい。そして、あなたの満面の笑みってやつを一番近くで見たい。

　だから、私はとびっきりの〝アゲマン〟になるって決めたの。中途半端なのはイヤ。

　その日は彼の温もりに包まれたまま、幸せな余韻に浸った。




　月曜から雅斗は、戸塚部長と梶田さんのところに出張することになっていた。

　いつものように会社の最寄り駅で雅斗と別れた私は、ダッシュで経理に走りこみ、雅斗がデザイン部にたどり着く前に内線をかけた。彼に知られないように。

「お呼び出しして、すみません」

　始業前に私が呼び出したのは、戸塚部長だ。

「どうした、冴子。何か困ったことでもあるのか？」

「いえ。いや、困ってます。えーっと、なんと言ったらいいのか、お願いが」

「珍しくテンパってるな」

　それから私の話を黙って聞いてくれた部長は、相変わらず大人の男。

「わかった。俺としても冴子の意見に賛成だからな。ひと肌脱ごう」

「ありがとうございます！」

　戸塚部長は「それにしてもそうだったのか」なんてクスクス笑いながら、デザイン部に戻っていった。

　雅斗は、十時過ぎの新幹線に乗ると言っていた。

　今日は、梶田さんの紹介で請け負うことになったパッケージデザインの打ち合わせに部長と出席し、梶田さんと会食。そして明日の夜、イギリス人アーティストに会えるようだ。

　一泊二日の出張。私はその間にやることが山ほどある。

　まずは、積もりに積もった月末の仕事を、わき目も振らずに終わらせ、帰り支度を始める。

「木崎さん、終わったんですか？　今日、食事にでも……」

「すみません、急ぎますので。お疲れさまでした」

　奥田さんの誘いはこれで何度目だろう。ずっと断っているのだから、そろそろ気がついてほしい。

　私は会社を飛び出したその足で、駅前の不動産会社に駆けこみ、１ＤＫの新しい物件を見つけ迷わず契約した。

　第一関門を突破すると、気が抜けたのか途端にお腹が空く。いつものように、『リアン』に向かった。




「いらっしゃい。今日も待ち合わせ？」

「いえ。雅斗は出張なんです。カウンターいいですか？」

　マスターにビーフシチューを頼んだあと、店の奥の方に視線を向けたけど、百合ちゃんは見当たらない。

　百合ちゃんはすっかり、私のカウンセラーだ。彼女に話を聞いてもらうと、気持ちの整理がついて、次のステップに進める。

　でも、いないのか。今日はすごく会いたかったのに。

「ビーフシチューお待たせ。百合ちゃん探してる？」

「はい。今日は来ないのかな？」

「いや、もうすぐ来ると思うよ」

　私は、トロトロの牛肉を頬張りながら、おとなしく待つことにした。

「ばんわー」

「百合ちゃん、来たよ」

　ジャガイモを口に入れて、頬を膨らませたまま振り向いた。

「あらー、冴ちゃん。ちょっと太った？」

　ジャガイモよ。

　相変わらずの百合ちゃんは、私の隣にドカッと座った。

「マスター、お腹空いたー。まずは、ビールとドリアね」

『まずは』ということは、あとで追加するのかもしれない。さすがだ。

「また冴ちゃんだけなの？」

　すこぶる不満そうな百合ちゃんは、マスターの持ってきたビールを大きな口に流しこむ。

「雅斗、出張なの」

「最近多くない？」

「うん……」

　私は言葉を濁した。

「あら？　なんか話したいこと、あるのかしら」

　私の沈んだ様子を見た百合ちゃんは、体を乗り出してくる。

　もう十分近いから、どうかそのままで話を聞いて！

「うん、あのね、私……決めたの」

「何を？」

　再びビールに手を伸ばした百合ちゃんは、おいしそうに飲み始める。

「私、アゲマンになる！」

「ブッ」

「ちょっと、汚い」

　豪快にビールを噴き出した百合ちゃんに、慌てておしぼりを渡す。

「だって、何事かと思って。アゲマン宣言って、おもしろすぎるでしょ」

　そう言われるとそうなんだけど、私はこれでも真剣なの。

「それで、どういうことよ？」

　百合ちゃんは、懲りずにまたビールを飲み始める。

「雅斗を無理矢理イギリスに行かせる大作戦、するの」

「は？」

「きっと雅斗は、自分が絵を描きたいことはわかっていると思う。でも、まだ迷ってる。だったら外堀から埋めて、イギリスに行かなきゃしょうがないようにしちゃうの」

　実は戸塚部長に、『雅斗が今回の話を断らないようにしてほしい』とお願いしたのだ。しかも、できることなら、受ける方に話を向けてくださいと。

　部長も雅斗のためにはそれがいいと賛成してくれた。

『どうしてそんなに木崎のことを？』と、おそらく確信をもって聞かれた質問に、正直に答えるしかなくなって雅斗との関係を話した。

『そうなのか』とクスクス笑う部長に恥ずかしくなって顔をそむけると、『お前、いいヤツだな』と言われて、ますます顔を赤らめた。

「それで私、独立することにしたの。ひとりで暮らす部屋も決めてきた」

　今日不動産会社に行ったのは、そのためだ。

「私がずっと雅斗にぶら下がっていたら、気になって、イギリス行けないもんね」

　この間、百合ちゃんに指摘された通りだ。

「やるわね。あんた、いい女だわ」

　百合ちゃんはそう言うと、ちょうど運ばれてきたアツアツのドリアと格闘し始めた。猫舌なのか、何度もフーフーと息を吹きかけている。

「冴ちゃんの心意気は気に入ったわ。冴ちゃんが踏ん張るなら、私は応援する。雅斗君には成功してもらいたいもの」

　百合ちゃんは、やっと冷めたドリアを大きな口に放りこんだ。

　そして、まだ食べ始めたばかりなのに、「マスター、唐揚げ追加」とオーダーを追加している。

「やっぱり、百合ちゃんってすごいな」

「すごい？　何が？」

「百合ちゃんに会うまでは、雅斗から離れると決めたとはいえ、すごく不安だったの。でも、もう迷わない」

　私がそう言うと、百合ちゃんは眉間にシワを寄せた。

「だけどやっぱり、雅斗君と離れたくないんでしょ？」

　百合ちゃんは迫力満点の顔で、私の顔を覗きこむ。

「ううん。決めたの」

　私がきっぱりそう言うと、「そっか……」と百合ちゃんもうなずいた。




　次の日、会社から帰ると、荷物をまとめ始めた。雅斗が帰ってくるまでに、できるだけのことは済ませておきたい。

　けれど、その日雅斗はなかなか帰ってこなかった。

　部長と一緒だから、メールも簡単には打てないだろう。まぁ、その部長は、私達の関係を知っているわけだけど。

　結局帰ってきたのは、二十三時を過ぎていた。

「おかえり、雅斗」

「ただいま」

　雅斗は一瞬にっこり笑ったものの、いつもとテンションが違う。疲れているから、というだけではないだろう。

「お風呂、入れようか」

「ありがとう。冴子はもう入ったんでしょ？　シャワーでいいや」

　バッグをリビングに置いた雅斗は、そのままバスルームに向かった。

「着替え、置いておくね」

「サンキュ」

　基本裸族の雅斗は、うっかり着替えを置き忘れると、全裸でそのまま出てくるから危険だ。

　リビングに戻ったものの、留学の話がどうなったのか気になって、ソワソワ落ち着かない。

　シャワーの音を聞きながら、ソファに座って、クッションをギュッと抱きしめていると、バスルームのドアが開く音がした。

「はー、気持ちよかった」

「ち、ちょっと！」

　着替えを持っていったのに、なぜか下半身にタオルを巻いただけで登場だ。

「何？」

「何って、服着なさいよ」

「えー、裸の方が気持ちいいし、どうせ脱ぐだろ？」

「脱ぎません！」

　なんとなく沈んでいた雅斗が、元気を取り戻したかのように見える。

「だって昨日はオツトメしてないし」

「誰が毎日しなさいって言ったのよ」

　私の反応を楽しむかのようにクスクス笑う雅斗は、裸にタオルのままソファに座った。

「ビール飲む？」

「今日はいいや」

　ビールの代わりに冷たいミネラルウォーターを差し出すと、ゴクゴクとおいしそうに飲み干している。

「はー、やっぱり家は最高」

　私がいても、くつろげる場所になっているんだ。

「冴子、ちょっと」

「……うん」

　ドクンと心臓が跳ね上がった。

　雅斗の顔がいつになく強張っている。イギリス行きを決めたと言われるのかもしれない。

　もう覚悟を決めているはずなのに、やっぱり不安だ。

　本当は、ずっとここにいてほしい。

　雅斗の隣に座ると、すぐに私の肩を抱いてキスを落とす。

「スゲー寂しかった」

　……ってそうじゃなくて！　イギリスの話は、どうしたの？

　だけど、いつもならそのままイタズラを始めてしまう雅斗が、私を抱き寄せてしばらく動かなくなる。

「雅斗？」

「俺……」

　それ以降、言葉を失くした雅斗に、「自分のことだけ考えて」と心の中でつぶやく。

　雅斗、迷ってるんだ。やっぱり私のことなの？

「ちょっと疲れたな。とりあえずシて寝ようか」

　とりあえずって、何よ！

「疲れたら、そのまま寝ればいいの」

「照れなくてもいいから」

　そのまま私を抱き上げた雅斗にしがみつくと、私の額にキスをして、「やっぱり誘ってるじゃん」なんてつぶやく。

　雅斗の高いテンションは、なんだか痛々しかった。

　それに、梶田さんやイギリス人アーティストに会ってきたはずなのに、ひと言もその話をしないのは、なぜなの？

　とはいえ、私の方から聞くことはできない。彼の方から言いだすのを待たなければ。最終的に決断するのは、彼自身だから。

　雅斗が少しでもイギリスに行きやすいように、環境を整える。所詮、私にはそれくらいしかできないのだ。

　私をベッドに下ろした彼は、すぐに唇を塞いだ。

　私だって、ほんの少し会えないだけで、こんなにも寂しくて、こんなにも辛いの。

　だけどね、雅斗。今は決断の時なんだよ。一時の感情に流されて間違った選択をしたら、きっと後悔する。

「冴子……」

　溜息交じりの声で私の名を呼ぶ雅斗に、本当はこのまま抱かれてしまいたい。

　だけど……。

「雅斗、疲れてるから、今日は、ね？」

「大丈夫だよ」

「ダメ。私が疲れてるの。明日にしよ？」

　こんな抱かれ方をしたら後悔する。

　彼は現実から目をそらしたくて、私を求めているのだろう。私を抱いたって、何も解決しないのに。

　サカリのついた雅斗をなんとかなだめて、私達は眠りについた。

　彼の寝息は、わりとすぐに聞こえてきた。

　おそらく、精神的にも疲れきっているのだろう。

　人生の別れ道、なのだ。当然といえば当然だ。

「応援してる」

　寝ている雅斗につぶやくと、突然寝返りを打って驚いた。










下手すぎる嘘




　翌朝、いつものように雅斗と離れて出勤すると、会社のエントランスで奥田さんに出くわした。

　ニコニコ顔の奥田さんは私に挨拶をすると、さっと隣に並んだ。すると……。

「冴子さん、おはようございます」

　かわいらしい同僚を装った雅斗が、後ろから駆け寄ってきて、私に声をかける。

　さっきまで一緒にいたんだけど、ね。

　奥田さんはそんなことに気がつくはずもなく、雅斗にも笑顔で挨拶をしている。

　それに反して雅斗は、明らかに敵意丸出しでしかめっ面だ。

　会社用の顔が崩れてるよ、雅斗。

　エレベーターが経理のある三階に着いて、私と奥田さんが降りようとすると、雅斗が私の手を引いた。

「冴子さん。昨日の件、お願いします」

「昨日？」

　なんのこと？と首を傾げると、雅斗が「明日にしようと言ってた件です」とつぶやく。

　それって、ベッドで言った件、よね……。

　雅斗の言葉にハッとすると、彼は「それでは」と、意味深な笑みを浮かべてエレベーターのドアを閉めた。

「昨日の件って？」

　雅斗から逃れたと思ったのも束の間、今度は奥田さんの質問だ。

「えーっと……ちょっと私も携わっていたクライアントの件で」

「へぇー。木崎さんも忙しいんだね」

　ふぅ。なんとかごまかせた。

　だけど、さっきの雅斗の意地悪そうな顔ときたら！

　嫉妬してくれるのはうれしいけど、すごく困る。




　その日のお昼前、内線で戸塚部長からランチに誘われた。

　部長に指定された会社近くのレストランは、サラリーマンで混み合っている。

「おぉ、呼び出してすまんな」

「いえ」

　きっと雅斗の話だ。

　ふたりで同じ『本日のランチ』を頼むと、部長はすぐに口を開いた。

「木崎のことだが」

「はい」

　雅斗が何も言わないなら、とりあえず待とうと思ったものの、ほんとは聞きたくて仕方がない。

「何か、聞いたか？」

「いえ。何も」

「そうか……」

　テーブルの上の水が入ったグラスに手を伸ばした部長は、「うーん」と唸った。

「やっぱり、イギリス行きに乗り気には見えなくて」

「そう、ですか」

「ただ、先方は木崎を高く評価しているようで、是非にと言っている。だけど木崎は、今まで鳴かず飛ばずだったのに、今さら腕を磨いたところで、変わらないんじゃないかと」

「そんな……」

　盛大な溜息が漏れる。

　雅斗の言っていることがわからないわけじゃない。

　だけど、どうなるかなんてわからなくても、進んでみなければ始まらないのに。

「木崎はそう言っていたけど、俺の印象だとな……」

　ちょうど運ばれてきた本日のランチのチキン南蛮を私に勧めた部長は、自分も食べ始めた。

「食べないのか？」

「はい。いただきます」

　なんだか胃が重くて、大好きな肉ですら食べたくない感じだ。

　ひと口だけ口に入れ、部長の次の言葉を待った。

「そうそう、俺の印象だと、木崎はすごく考えてるんだと思う」

　そりゃそうだ。大きなチャンスではあるけれど、大きな賭かけでもあるわけだし。

「そう、ですよね」

「なんだ、自覚済みか？」

「自覚、ですか？」

　部長の言葉に首を傾げると、「違うのか？」なんてつぶやいている。

「自覚って、何をでしょう？」

「木崎は、冴子との将来を真剣に考えてるって言ったんだ」

「えっ!?」

　驚きすぎて、手に持った箸を危うく落とすところだった。

「帰りの新幹線でそれとなく聞いてみたんだ。『お前、好きな女がいるだろう』って」

　それって……それとなく、じゃないと思うんだけど。

「『その女を置いていけないのか？』と尋ねたら、『今は離れることを我慢できても、仕事を辞めて絵に賭けて、もし失敗したら、その人を幸せにできなくなる』って。冴子、愛されてるな」

『愛されてるな』って……。

　部長のストレートすぎる言葉に動揺して、目を合わせられない。

「木崎の言っていることもわからんではない。結婚を視野に入れているのなら、男としての責任もある。安定した収入を手放すのは簡単じゃない。まして木崎は、この業界でも認められてきたところだし、先も明るい」

　部長の『結婚』という言葉に、胸がざわつく。

「もし、結婚して冴子を一緒に連れていったとしても、英語が堪能じゃないと冴子だって職にありつけないだろう？　それに、子供ができたら……」

「子供……」

　私は完全に箸を置いた。

『どうして受けないの！』なんて苛立っていたくせに、全然現実を見ていなかったのは私の方だ。

　それに、雅斗が留学している間さえ我慢すればいいと思っていた。でも、イギリスで成功したら、帰ってくるとは限らないのだ。

　部長の言葉にへこむ。

　今、雅斗とさよならしたら、もしかして、もう二度と会えないということもありえるの？　そんなの、イヤだ。

　でも……私はアゲマンになるって決めたの。百合ちゃんに迷わないって宣言したの。そう自分に喝かつを入れて奮い立たせる。

　それが、愛する人のためだから。

　とりあえず部長は、返事の期限を先延ばしにしてくれたようだ。

「色々すみません」

「いや、ちょっと楽しいしな」

「楽しい、って、部長！」

　部長とプライベートの話をするなんて初めてだけど、仕事の時とは違って表情が柔らかい。

「冗談だよ。真剣に恋してるお前達が、羨ましいなと思ってな」

　クスッと笑う部長を前に、耳まで真っ赤に染まる。

　真剣ですよ。そりゃー、すごく。

　私の相談だったのに奢ってくれた部長は、「また連絡する」と帰っていった。




　午後から、山積みになっている仕事をすさまじい勢いで片づけた私は、定時ちょうどで席を立った。

　会社を出るとすぐに、百合ちゃんの携帯番号をダイヤルする。

「百合ちゃーん」

『どうしたの？　冴ちゃん』

「今日は遅くまで仕事？」

『ううん、もう終わってるわよ。今からリアン集合？』

「うんうん、至急！」

　百合ちゃんと電話が繋がったのが、相当うれしい。

『リアン』に着くと、百合ちゃんはもう来ていて、ビールを豪快にあおっていた。

「今日はスペアリブのローストで」

　本日の肉は、スペアリブといこう。

「最近仲良しだねぇ」なんて言うマスターは、私と百合ちゃんのオーダーを取って厨房に入っていった。

「雅斗君、いいの？」

「うん。出張の間に仕事が溜まってて、遅くなるから部長と食べるって」

「そう。それで寂しかったわけね」

「それもあるけど……」

　戸塚部長に聞いた話を百合ちゃんにすると「あら、のろけなの？　感じ悪いわ」なんて笑う。

「私、アゲマンになりたいのに」

「なんか趣旨が変わってない？」

「んー、そうかな」

　百合ちゃんの頼んだシーフードドリアより早くやってきたスペアリブが、彼女に睨まれてる。

「あ、食べる？」

「いいの？」

　そんなにジロジロ見つめられたら、そう言うしかない。

「ドリアもおいしいけど、スペアリブも最高！」

「百合ちゃん、ありがと」

　あまりに大きい声に、マスターが苦笑いしながら返事をしている。

「百合ちゃん、ドリア大好きだよね」

「チーズが大好物なの。何よ、カロリー高いわよって言いたげね」

「ち、がうよ」

　百合ちゃんの体型は、チーズそのものより量に原因があると思うけど……。

「冴ちゃんが雅斗君を好きなのと同じくらい、チーズが好きなのよ」

　あれ？　もしかして私、チーズと比べられているの？

「でも、私もそれくらい雅斗君が好きだけど」

　百合ちゃんが恋敵だってこと、忘れてた。

「愛されてるだけで素敵じゃない。どうせ私なんて……」

「わわ。泣かないでよ」

　百合ちゃんのテンションが、急降下する。

『愛されてるだけで素敵』か。それもそうだ。どんなに好きでも、思いが叶わないことなんていくらでもある。

　やっぱり百合ちゃんは不思議な人だ。特別すごいことを言っているわけではないのに、胸に響く。

「私、やっぱり踏ん張るわ」

　愛されているなら、私も愛そう。どうしても、雅斗に成功してほしい。

「えっ？　何？」

　猫舌なくせにアツアツのチーズと格闘し始めた百合ちゃんは、私よりドリアに夢中だ。しかも、さっきの涙は食欲に負けたらしい。

「私……雅斗の絵が好きなの」

　私は今、一番強く感じる思いを口にした。

　それは、気持ちの整理のためだったかもしれない。

　混乱した思いも、口に出すと客観的に見ることができるようになる。

　百合ちゃんにこうして話を聞いてもらうのは、きっと、自分の意思を確認するためなのだ。

「だけど、後悔しないようにじっくり考えなさい。焦ったらダメよ」

　結局、百合ちゃんと話しても完全にスッキリというわけにはいかなかった。

　重要なことだから、簡単ではない。




　その週は、あっという間に過ぎた。

　雅斗はあれきり、イギリス留学の話を口にしないけど、暇さえあればひとりで部屋にこもって、黙々と絵を描き続けていた。その姿はまるで、自分の魂を削って絵に塗りこんでいるかのようだった。

　今は時間が必要なのかもしれないと思った私は、何も聞かないでおいた。

　週末になって、やっとふたりの時間ができると、私達はまた絵の部屋にこもることにした。

　この絵は私にとっても特別なものだから、どうしても最後まで描いてもらいたい。

　今日は自分で脱ぐのが恥ずかしくてモジモジしていると、雅斗は慣れた手つきで私の服を剥いでいく。

「いや、あのっ……」

　脱がせながら私の首筋に舌を這わせる彼に焦る。これは、どう考えても始めようとしてる。これからあなたは絵を描くのよ？

「雅斗！　描かないのね」

「いや、描きます」

　雅斗は「つい出来心で……すみません」としおらしく謝って、渋々私から離れた。

「あのさ……実物よりきれいにって約束したよね」

　余分なお肉なんて、描かなくたっていいのよ。

「大丈夫。冴子はそのままで十分きれいだよ」

　キャンバスから私に視線を移した雅斗は、私の全身を舐めるように見つめる。

「ちょっと、恥ずかしい」

　そんなにジロジロ見ないでほしい。思わず胸を隠すと、「動かないの」と叱られる。

「でも……」

「どんな冴子も美しい。ありのままの冴子がいいんだ」

　筆を持った雅斗が、いつもとは違って神妙な面持ちに変わる。

　大体こういう時は、エロい発言でオロオロさせられるんだけど、今日は違った。

　この絵は、私と雅斗を繋ぐ大切な宝物になるはずだ。

　身も心も丸裸にして、雅斗の瞳に映る私を、キャンバスに封印してほしい。確かにあった、愛と一緒に。

　そうでないと、勇気を出してモデルになった意味がない。

　どんどん増えていく絵の具の汚れが、彼の頬にまでついている。

〝画家・木崎雅斗〟が、ここにいる。彼が、本当に好きなものを描いている。

　そう思うと、感極まって……泣きそうだった。

　やっぱり彼には、絵を描いていてほしい。

「はっ」

　雅斗の口から、短い溜息が漏れる。そして彼は、満足そうな顔で立ち上がった。

「描けたの？」

　モデルをしている間、私達に言葉はない。一瞬、その緊張が解けた。

「うん」

　そっと洋服を身につけて彼のそばまで歩み寄る。

　すべてを出しきった様子の雅斗は、絵の前から動かない。

　彼に近づくと、不意に腕を引かれて抱き寄せられる。

「冴子、ありがとう」

「ううん」

　なんだか胸がいっぱいだ。こんなに〝やりきった〟という顔をしている雅斗に、初めて出会ったから。

「見ていい？」

「あぁ」

　雅斗の胸から離れて振り返る。

　何か言葉を発しようと、思った。だけど、何も出てこない。

　その代わり、ブワッと涙が溢れ出てくる。

「どうしよう、私……」

「ん？」

　何も言えない代わりに、雅斗に飛びつく。

「冴子、まだブラしてないだろう？」

「うん」

「襲われたいとか？」

「うん」

　茶化した言葉だったけど、いつものトーンとは違う。

　私を強く抱き寄せた雅斗は、それから動かなくなった。

「俺、こんな絵が描けるって自分でも知らなかった」

「うん」

　彼が描いた私は、すごくすごく幸せそうな顔をしていた。

　本物よりほんのちょっと大きめの胸の張りすら伝わってきて、今にも動きだしそうな躍動感がある。

　伏し目がちにしている表情は、一見自信なさ気だけど、目の奥が輝いていて、力を感じる。

　もしも雅斗に今の私がそう映っているのなら、うれしい。

「私……すごく幸せ」

　私がやっとの思いでそう言うと、雅斗は私をそっと離して額と額をくっつける。

「俺も、すごく幸せ」

　どちらからともなく重なった唇は、しばらく離れることがなかった。




「んー。やっぱりここは、気持ちいいね」

　それからすぐに、ふたりであの丘へと向かった。

　もしかしたら、雅斗とこうしてこの道を歩くのは最後かもしれないと思いながら。

　まぶしい日差しの中、大きなブナの木の下にたどり着くと、私は大きく深呼吸した。

「ねぇ、雅斗。ここってどうやって見つけたの？」

「あー、ここ？　それは……俺の気持ちを冴子に気づいてもらえなくて悶々としてただろ？　それでよくドライブしてて、偶然見つけたんだよ」

　それは、申し訳ないことをした……。

「ごめん」

「ほんとだよ。ひとりで家にこもってると、冴子の裸を想像しながら色々しちゃうだろ？　だから、よく来るようになったわけ」

「裸？　色々？」

「ほら、俺も男の子だし」

　そっちなの!?

「サイテー」

　こうしてくだらないことを言い合える時間は、どうして続かないのだろう。

　別に、特別なことを望んでいるわけではない。だけど、それを犠牲にしなければ、夢をつかむことができないのだ。

「雅斗」

　しばらく彼にもたれながら、幸せを満喫すると私は口を開いた。

「ん？」

「キス、していい？」

　私は雅斗の返事を聞く前に、彼の唇に自分の唇を重ねた。

「スゲーうれしい」

　いつものような高いテンションではなく、囁くように言う彼の胸に頬をくっつけて、しばらくじっとする。

　彼との関係が始まったのは、まだ寒い頃だった。

　雅斗といれば、どれだけ仕事が大変でクタクタでも、何かを作り出す喜びを味わうことができた。

　経理に行ってからも頑張れたのは、雅斗がいたからだ。

　それからは雅斗も何も言わず、私の髪に手を入れて梳きながら、じっとしていた。

　彼の心臓のドクドクする音を聞いていると、なんだか安心する。

　だけど、私が決断しなくちゃ。

「……ねぇ、雅斗」

「うん」

「私、部屋を出る」

「今、なんて言った？」

　腕の中の私を離して顔を覗きこむ雅斗は、ひどく驚いた顔をしている。

「私、雅斗の部屋を出るって決めたの。もう新しい部屋を借りてある。雅斗にヌードを描いてもらったら、引っ越そうって……」

「どうして！」

　怒りを露わにする雅斗の視線が痛い。

　私だって、こんなことを口にするのは辛いの。

「なんで、だよ」

　雅斗の悲嘆にくれたような声に、息を呑む。

「ごめん、決めたの」

　わかって。この決断の意味を。

　泣きそうになるのをこらえて彼から離れると、「クソッ」と絞り出すような声が聞こえてきて、胸がつぶれそうになる。

　私は彼に背を向けた。

　まともに雅斗の顔を見ていたら、決心が揺らいでしまいそうだから。

「俺のイギリス行きのせいか？」

　私の背中越しに問いかける雅斗に、何も返事をしないでいると、彼は再び口を開いた。

「それなら行かない。言っただろう？　冴子が一番大切だって」

　それじゃダメなの。

　意を決した私は、ゆっくり振り向くと、雅斗の顔を見つめた。

「それなら、別れる」

「別れる？」

「そんな……女に振り回されて、夢を台無しにする男なんて、魅力ない」

「何言ってんだ。俺は冴子との結婚だって考えて……」

　雅斗の口から出た『結婚』という言葉に、泣きそうになる。

　私だって、あなたとそうなれたらって思ってた。いや、今でもそう思ってる。

　でもね、今、結婚を選んだら、きっと私もあなたも後悔する。

　胸が痛い。痛くて痛くて、たまらない。

　だけど、私があなたにしてあげられることは、もうこれしか……。

「結婚なんてしたくない。私、雅斗と結婚したって、また木崎じゃない。お嫁にいって名字が変わるのが夢だったの。そうじゃないと、ずっといき遅れみたいで、イヤなの」

　自分でも、下手すぎる嘘だと思った。だけど、頭がうまく回らなくて、それくらいしか言えない。

　目の前の雅斗が、唇を噛みしめている。

　その様子を見ていられなくなった私は、視線をそらして空を見上げた。

「冴子、本気で言ってるの？」

　流れていく雲を必死に目で追いかけ、泣くまいと我慢していると、いつもよりずっと低い雅斗の声がする。

「本気、だよ。私はいつだって本気。あ、ごめん、ひとりで帰れないから部屋まで送って？　荷物まとめてあるからすぐ出ていくね」

　できるだけ気丈に振る舞ったつもりだ。抑揚もなく、淡々と言葉を紡いで。

「クソッ」

　それから雅斗は苛立ちを隠すことなく、ブナの木に拳を何度も何度もぶつけていた。

「もうやめて。その手は絵を描くのに必要なんでしょ？　そんなプロ意識もないの？」

　見ていられない。数々の素晴らしい絵を作り出すあなたの手は、私にとっても宝物なの。私なんかのために、ダメにしないで。

「冴子にはわからない。俺がどれだけ、冴子のことを……」

　私だってこのままあなたと結婚できたら、幸せな生活が送れると思う。でもね、ずっと後悔を抱えて生きていくの？

　チャンスは誰にでもあるわけじゃない。幸せは自分でつかむものなの。

　祈るような気持ちで彼を見つめていると、「帰ろう」と言った彼は、怒りに震えながら歩きだした。

　それ以降、ひと言も話すことができなかった。

　雅斗は困惑し、私は気を張っていた。

　一度ついた嘘は、二度と撤回しない。その覚悟で口にしたのだ。




　部屋に戻ると、絵の部屋に行って、彼が描いてくれたヌードを持ち出した。

「この絵、もらっていい？」

「ああ」

　雅斗が魂をこめて描いてくれた大切な絵。ここには、私達の楽しかった日々が凝縮されているような気がする。

　未練がましいかもしれない。でも、どうしても手元に置いておきたい。

　もう最後かもしれないというのに、胸がいっぱいで、それ以上は言葉が出てこなかった。

　自分で決めたこととはいえ、かなり辛い。嫌いになったわけじゃなく、むしろ愛情が増しているから。

　本当は、雅斗の帰りを〝彼女〟として待っていたかった。最初はそのつもりだった。

　だけどそれでは、雅斗はイギリス行きの決断を下しそうにない。それに、もしもイギリスに行ったとしても、私のことを気にして、中途半端で帰ってきてしまうかもしれない。

　私も……彼と繋がっていたら、いつか『帰ってきて』と弱音を吐いてしまいそうだ。

　雅斗が向かおうとしている世界は、簡単に成功をつかめる場所ではないだろう。

　何もかも絶って絵だけに打ちこんでほしい。そうすれば、万が一うまくいかなかったとしても、自分の人生に納得できるはずだ。

　やがて玄関のチャイムが鳴って、手配したタクシーが到着したのがわかった。

「雅斗、それじゃあ行くね」

　押し入れに隠しておいた、いくつかの荷物を取り出して手に持つと、重くて重くてふらついてしまう。

　だけど、もっと重いのは、私の気持ちだ。

　すると雅斗は、玄関で靴を履こうとしていた私に近づいてきて……。

「冴子」

　次の瞬間、私は彼の腕の中にいた。

　お願い。優しくしないで。決心が揺らぐから。

「俺……無理だ。お前がいないと、俺……」

　私だって、あなたがいない生活なんて考えられない。だけど、きっと今が決断の時なんだよ。

「雅斗、行くね」

　これ以上ここにいたら、離れられなくなる。

「冴子、俺……」

「今までありがとう」

　私は雅斗の胸を押して離れると、振り向くこともせず、そのまま部屋を出た。
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　新しい部屋は、雅斗のマンションから車で二十分ほど離れたところに借りた。

　まったく別の土地で新しい生活を始めようかと思ったけれど、それ以上離れることができなかった。

　これが〝未練〟なんだとはわかっている。

　だけど、彼との思い出をすべて断ち切る勇気は、私にはなかった。

　ほんのわずかでいい。彼と過ごした日々を思い出せる場所にとどまっていたい。

　だって……雅斗のことが、本当に好きだったから。いや、今でも大好きだから。

　新しい部屋の玄関に入った途端、私は泣き崩れた。

　電話番号も変えなくちゃ。そうでないと、彼の声が聞きたくなってしまうから。

　気の済むまで泣いたあと、寝室にした南向きの部屋に、雅斗にもらった絵をかける。

　ヌードなんてすごく恥ずかしかったけど、描いてもらえて本当によかった。

　すべてをさらけ出した私を、彼は受け入れてくれたと感じたから。彼に愛されている、と痛いほどわかった。

　翌朝は、気持ちを切り替えて出社した。仕事まで失うわけにはいかない。

「おはようございます」

　同じビルの中にいるのに、雅斗には会えない。そう思うと、溜息が漏れそうだったけど、無理矢理テンションを上げた。とにかく明るくしていないと、自分が壊れてしまいそうで怖かった。

　お昼前に、戸塚部長から内線が鳴り、近くの喫茶店に呼び出された。何か進展があったに違いない。

　十二時きっかりに経理のフロアを出て、指定された場所に向かう。

　ドキドキしながら店に入ると、あまり時間がないと言っていた部長は、アイスコーヒーを口にしていた。

「遅くなりました」

　私も部長と同じアイスコーヒーを頼むと、「木崎がな」と、さっそく話が始まった。

「留学の話、受けると言いだした」

「本当ですか！」

「あぁ。今朝、真っ先に俺のところに来てそう言ったんだ」

　よかった。せっかく別れを決意したのに、雅斗が留学を断りでもしたら、別れた意味がなくなってしまう。

「それで、木崎と話したんだ」

「はい」

　部長の口からどんな言葉が飛び出すのか、ドキドキする。

「木崎、実は冴子と付き合ってたと言ってた。自分が冴子を幸せにするんだと思ってたけど、未熟だったって。そして、それに気がついていないのは自分だけだったとな。苦しそうな顔して、無理矢理笑ってたぞ。本当に、木崎と別れたのか？」

　私は小さくうなずいた。

「木崎にイギリス行きを決意させる、ためか……」

「……はい」

　再び小さくうなずくと、部長は溜息をついた。

「難しいな、男と女って」

　本当に難しい。互いに好きでも、別れを選ばなければならないなんて。

「木崎は必死で頑張ると俺に宣言した。だから、木崎のことは心配してない。だけど、冴子は本当にそれでいいのか？」

「……はい」

　部長の言葉に目が泳ぐ。

　雅斗が留学を決意したという報告は、私の胸を弾ませた。

　だけど、私達の別れは決定的になったのだ。

　これで本当に引き返せなくなってしまった。

　うつむいたまま目の前に置かれたアイスコーヒーに手を伸ばしたものの、飲むことができない。少しでも頭を動かしたら、涙がこぼれてしまうから。

　大きな溜息をついた部長は、「お前、強いな」とつぶやいた。

　強くなんかない。

　本当は、雅斗に行ってほしくない。ずっと私のそばに、いてほしい。

「今度、飲みにいこうな」

「ありがとうございます」

「ゆっくり、していけ」

　そう言った部長は、私の分の伝票も持って席を立った。

　部長にきちんとお礼も言えなかったな……なんて考えながら、ストローの袋で結び目を作る。

　部長は泣きそうな私を見て、ひとりにしてくれたのかもしれない。ポタリとこぼれ落ちた涙の粒が、ストローの袋をふやかした。

　喫茶店で気持ちを落ち着けてから会社に戻る途中、スマホが震える。

　まだ電話番号を変えていなかった私は、〝もしかしたら雅斗!?〟なんて期待してしまい、そんな自分に呆れる。

　それは部長からのメールだった。

【言い忘れた。木崎は来週末に発つそうだ】

　来週末？

　思っていたよりずっと早い。

　今抱えている仕事を仕上げてから発つはずだから、しばらくは日本にいるものだと思っていた。

　二週間しかないとなると、徹夜覚悟なのかもしれない。

　雅斗がどれだけ忙しくても、あんなにくだらない言い訳をして彼に別れを告げた今、私はそれを手伝えない。

　もう、神様に彼を見守ってほしいと祈るしかなくなったのだ。




　それから、雅斗と会社でばったり会うこともなかった。

　元々フロアの違う私達は、それぞれの階にでも行かなければ、あまり会うことなんてないのだ。

　デザイン部への伝達も、奥田さんに頼んだ。今まで彼に用件を頼むなんてことはなかったから、ちょっと勘違いしたようだけど、この際、目をつぶって。

　やがて、雅斗の最後の出勤となる金曜日がやってきた。

【木崎に会うか？】と部長がメールをくれたけど、私は丁重に断った。

　会ったりなんてできない。辛すぎて、雅斗の顔をまともに見ることができない。

　私は仕事を片づけたあと、猛ダッシュで会社を出た。

　今日が雅斗と同じ会社で働ける最後の日だと思うと、ところ構わず泣いてしまいそうだったから。

　今日はデザイン部で、彼の送別会をやるらしい。それなら雅斗と鉢合わせすることはないだろうと、私は『リアン』に向かった。

「こんばんは」

「いらっしゃい。久しぶりだね」

　雅斗と離れて暮らし始めてから、『リアン』に来るのは初めてだ。

「百合ちゃん！」

「冴ちゃん、おひさじゃない。電話もないし、きっと雅斗君とイチャイチャしているんだって、嫉妬してたんだけど」

「あはは……」

「雅斗君、来るかしら？」

　バッグの中からファンデーションを取り出して鏡を覗きこむのは、いつもの光景だ。

「雅斗は来ないよ」

「えー、なんだぁ」

　恋する乙女はゲンキンだ。百合ちゃんは雅斗が来ないとわかると、すぐにファンデーションをバッグに放り投げた。

「ちょっと、久しぶりなんだから呼びなさいよ」

「呼べないよ。だって、別れたもん」

「あー、そうだったわね。……って、ちょっと冴！　今、なんて言ったの！」

　ノリツッコミときた。

　しかも、冴って……いつの間にか呼び捨てになっている。

「別れた、の？」

　あんぐりと口を開けて、血走った目で私を見つめるのはよして。怖すぎる。

「ちょっと落ち着きなさい。とりあえず、肉を頼むのよ！」

　落ち着きがないのは百合ちゃんの方だ。

「マスター、冴にステーキ。特大サイズ！」

「ちょっと勝手に！　マスター、牛たたきの和風ねぎソースで」

「あはは。了解」

　今日はさっぱりいきたい気分だ。

「それでー!?」

　体を乗り出して、私にたたみかける百合ちゃんの迫力が半端ない。

　つばが飛ぶから、普通にしてて。

　私はヌードを描いてもらったこと以外を、百合ちゃんに話した。ヌードの話なんてしたら、また何を言われるか、わかったもんじゃない。

「なんで、電話してこないのよ。冴、辛かったわね」

　百合ちゃんは、レースのついた真っ白なハンカチを取り出して、目頭を押さえる。

「それから雅斗君から連絡はないの？」

「うん。私、番号変えたから」

「って言ったって、会社で捕まえられるじゃない」

「そう、だね」

　雅斗は私に会いにこなかった。それが彼の答えなのだと思う。

「部長に、私を幸せにしようと思ってたけど未熟だった、って言ったみたい。でも、私……」

「幸せだったわよね。週に三回も四回もエッチして」

「ち、違うし」

　百合ちゃん、論点がずれているわよ。

「そんな終わり方って……。そりゃ、私だって雅斗君の夢を応援したいわ。だけど、しばらくの間、ちょっとひとりで悶々として我慢すればいいことでしょ？」

　それもちょっと違う。

「雅斗は、私との結婚を考えていてくれたみたいなの。だから、今の安定した仕事を手放して、賭けに出るなんてできないって。そこまで真剣に考えていてくれたからこそ、別れないと、彼はイギリスに行くとは言わなかったと思うの」

「結婚……。そう、なの……」

「お待ちどう」

　すっかりフォークを置いていた百合ちゃんは、私の牛肉のたたきを見て、再び自分のドリアを食べ始めた。

「マスター、冴ね！　雅斗君と別れちゃったんだって」

「えっ？　そう、だったのか……。三日前かなぁ。木崎君が来たんだけど……」

　そう言いながらマスターは一旦奥へと入っていく。そして、小さな絵を持ってきて、私に見せた。

「これ……」

「イギリスに行くから、これが最後だって。売れたらどこかに寄付してくれって言うんだけど、とても売る気にはなれなくてねぇ」

　それは、まぎれもなくあの丘の絵だ。月の明るい夜に、ブナの木の下でカップルが寄り添っている。ふたりのシルエットが、キスをしているのだ。

「マスター、あのっ……」

　体が震える。雅斗の絵は、いつだって私の感情を揺さぶる。

「木崎君、本当はこれを木崎さんに渡したかったんじゃないかな。だからこれは木崎さんに」

　マスターは私に絵を手渡しながら、少し困った顔をした。

「嫌いになったわけじゃなさそうだし。互いにね」

「頑張れ」と小声でつぶやいたマスターは、他の客に呼ばれていってしまった。

「冴、ちゃん」

　気がつくと涙が止まらなくなっていた。

「私、私ね……」

　心配そうに私の顔を覗きこむ百合ちゃんが、さっき自分の目頭を押さえていたハンカチを差し出してくれる。

「雅斗のこと、大好きなの」

　今だけ許して。もう二度と口にしないって決めたのに。決心が、もろくも崩れてしまった。

「バカね、あんた」

　そう言いながらも、百合ちゃんまで涙を流してくれる。

「本当に……あんた達ふたりとも、大バカ者よ」

　バカでもなんでもいい。

　大好きだから、雅斗には夢をつかんでほしい。

　しばらく涙の止まらない私を、百合ちゃんがじっと見守ってくれる。

　百合ちゃんのハンカチは、涙や鼻水でグチャグチャになってしまった。

「そのハンカチ、もう冴にあげる。新しいの買って返しなさいね。あ、安物じゃだめよ」

　そう言ってくれるのは、たぶん、私の気持ちを落ち着かせるためだ。

　百合ちゃん、やっぱりカウンセラーになったらいいのに。

「いくらくらいのならいいの？」

「そうねぇ……最低でも一万？」

「却下！」

「早っ」

　クスッと笑い声を漏らすことができるのは、百合ちゃんの心遣いのおかげだ。

「それで、雅斗君いつ発つの？」

「明日、発つんだって」

　部長があとは私が好きなようにしろと、飛行機の時間も教えてくれた。

「明日って……冴、そんな気持ちのままでいいの？」

　私はしばらく口を開けなかった。

　本当はイヤだ。だけど、私が雅斗に会いにいったりしたら、彼の決意を揺るがしてしまう気がして、ためらわれるのだ。

　それに、泣かずに見送る自信もない。

「冴」

　百合ちゃんは、膝の上で握りしめていた私の手をギュッと包みこんだ。

「私は冴の味方。あなたがどんな判断を下しても、そうと決めたなら応援する」

「百合ちゃん……」




　百合ちゃんと別れて部屋に帰ると、ひとりの寂しさがこたえる。

　新しく借りたマンションには、物が何もない。雅斗の部屋に転がりこんだ時、家具や電化製品はふたつあっても仕方ないと、自分が持っていた物はすべて処分してしまったからだ。

「炊飯器、買わなくちゃ」

『リアン』から帰ってきた私は、なんだか力が抜けてしまって、リビングの床にそのまま座りこんだ。

　雅斗と座っていたソファが懐かしい。せめて絵の部屋にあったくらいのサイズのソファが欲しいな。

　キッチンの調理道具だって、何もない。

　まずは味噌汁が作れるように、鍋とおたまがいる。雅斗特製のフワフワのオムレツを作るには、フライパンもいるし、よく切れる包丁も欲しいし……。

　考えれば考えるほど、雅斗のことを思い出してしまう。

「雅斗の味噌汁、おいしすぎるんだもん」

　ポロッと涙がこぼれた。

「おいしいんだもん、雅斗」

　泣くのをもう我慢できない。

〝男をつかむならまず胃袋から〟なんて言葉があるけど、胃袋をつかまれたのは私の方だ。もちろん胃袋だけじゃない。まるごと全部彼にもっていかれてしまった。

　寝室には、私のヌードの絵。

　雅斗が全精力を傾けて描いてくれたものがそばにあることがうれしい。

　そして……マスターから手渡されたもう一枚の絵は、写真立てに入っていた。

　これ、いつ描いたんだろう……。残務整理や引っ越しの準備で、とてつもなく忙しかったはずなのに。

　雅斗のことだ。寝ないで描いたんだろう。

「体壊すって言ったじゃない」

　思わずボソッとつぶやいたけど、それを聞いて返事をしてくれるはずの人がいない。

　マスターの言った通り、この絵は私に描いてくれたんだと思う。

　自うぬ惚ぼれかもしれない。だけどここに描かれているふたりは、私と雅斗に違いない。

　私……やっぱり雅斗が好き。好きで好きでたまらない。

　だからこそ、この決断はきっと間違ってはいないはずだ。

　私はもう一度、自分の気持ちを確認した。




「まぶし……」

　チラチラと降り注ぐ太陽の光に気づいて目を開けると、もうすっかり明るくなっていた。

　慣れないベッドのせいで、少し腰が痛い。

　ここ何日かろくに眠っていなかったからか、昨日はマスターからもらった絵を握りしめながら眠ってしまっていたようだ。

　時計を見ると、もう十時だ。

　リビングに向かおうとすると、玄関のチャイムが鳴った。

「雅斗？」

　思わず玄関に駆け寄ったけれど、雅斗のわけがない。

　彼にこの部屋を教えてはいないし、十一時の飛行機で発つ彼は、今頃空港にいるはずだ。

　落胆しながらドアスコープを覗くと、宅配便屋さんだった。

「木崎さんにお届け物です。ちょっと大量なんですけど……」

「大量？」

　玄関のドアを開けると、台車に乗せられた段ボール箱がいくつも見える。

　なんだろう。

「あのー、本当に木崎宛てですか？」

　そんな荷物が来る予定はない。私は宅配便屋さんに尋ねた。

「はい、木崎冴子さん宛てです。えーっと木崎雅斗さんから」

「雅斗！」

　どうして……。

　荷物の数々を受け取った私は、ガムテープを無造作にビリッと剥がした。

「あーっ！　炊飯器」

　次の箱を開けると電子レンジが出てきて、次の箱にはフードプロセッサーや雅斗自慢の切れ味のいい包丁が入っていた。

　炊飯器の入っていた段ボールに封筒を発見し、それを手にすると封を開けた。

　ドキドキする。ドキドキしすぎて手が震えてる。




【冴子へ




　手紙なんて初めてだから、何書いていいのかわからないんだけど、とにかく日用品がないと困ると思って、送れるだけ送ります。

　新しい住所は部長から聞きました。

　何も言わずに住所を書いた紙だけ渡されたけど、やっぱり冴子の住所だよな。




　本当はもう一度話したかった。

　部屋の前まで行ったけど、そこから先には行けなかった。




　俺、勝手に冴子を縛りつけていたと反省してる。

　夢を諦めて一緒になっても、冴子だって重荷だよな。

　そんなことにも気がつかなかったなんて、未熟だと思ったよ。




　俺、どこまでできるかわからないけど、死ぬものぐるいでやってみる。

　冴子にもらったチャンスを無駄にしない。

　だから冴子、どうか幸せに】




　差出人の名前すらない手紙。

　だけど、最後の一文を読みながら、ティッシュを箱ごと抱えて嗚お咽えつを漏らす。

「私が欲しいものは、炊飯器なんかじゃないの！」

　雅斗だってそんなこと、わかっているに決まってる。

　だけど……どこかにモヤモヤをぶつけなければ、やっていられない。

『だから冴子、どうか幸せに』って……。

　もしかしたら、彼が帰ってくるのを待っていれば、やり直すことができるのかもしれない、とどこかで思っていたのに、はっきり終わりだと言われた気がして、今さら激しく動揺する。

　終わりを告げたのは、私なのに。

　慌てて玄関を飛び出したけれど、もう飛行機が飛び立つ時刻だ。

　今さら会いにいっても間に合わない。

　私は、肩を落として唇を噛みしめるしかなかった。







第五章










高鳴る鼓動




「ちょっと冴。あんたますますザルの目が粗くなってきたんじゃない？」

　私からビールのジョッキを取り上げるのは、どんどん女らしくなっていく百合ちゃんだ。

「そんなことないよ。でも、もうやめとこうかな。帰って勉強しないと」

「こんな酔っぱらいが勉強できるわけないじゃん」

　それもそうだ。

「あはは。See you」

「頑張りなさいよ、中学生英語」

　最後に残っていたチキンをパクッと口に放りこんで、『リアン』を出る。

　雅斗がイギリスに発ってから、もう一年が経った。

　当然のことながら、なんの連絡もない。

　戸塚部長のところには、一度だけ『元気でやっている』と連絡があったようだ。

　あれから私は経理でなんとか頑張りながら、空いた時間に英会話を習い始めた。

　それがなんになると聞かれたら、『さぁ』としか答えようがないけど、英語の苦手なこの私がせっかく思い立ったんだから、やるしかないでしょ。

　別に、イギリスに雅斗を追いかけていきたいという下心はない。

　百合ちゃんの言う通り、私の英会話は中学生レベルだから、足手まといになるのは目に見えている。

　雅斗がいなくなってからの私は、前よりもずっと行動的になったと思う。

〝自分磨き〟を始めたのだ。

　やりたいと思うことはどんどんチャレンジして、時々『リアン』のマスターに料理を習ったりもしている。

　それはたぶん、誰にも頼れない遠い異国で頑張っている雅斗の影響が大きい。

　寂しくなった日常は、百合ちゃんが埋めてくれた。

　でも、肝心の〝男〟は、いない。

　相変わらず奥田さんがしつこく誘ってくるけど、バッサリ断っている。

　他にアプローチがあったかといえば、特にはない、と思う。雅斗の言う通り、鈍感な女だからわからないけど。

　どちらにせよ、まだ心の中に雅斗がいるのだから、新しい恋なんてする気にはなれなかった。

　雅斗のいない誕生日は……『リアン』で大はしゃぎした。

　百合ちゃんが高いシャンパンをプレゼントしてくれて、マスターが私の大好きな肉料理を並べてくれて……それはそれは楽しかった。

　帰り際にそっと渡してくれた百合ちゃんからの追加プレゼントが、エッチなＤＶＤだったのには吹いたけど。

　そこには『干からびそうだから、これ見て頑張りなさい』と書かれたメモがあった。一体何を頑張るのよ！

　突拍子もないプレゼントだけど、百合ちゃんが私のことを心配してくれているのは十分すぎるほど伝わってきたから、感謝の言葉しかない。




　そして……雅斗と初めてキスを交わした日。つまり、彼に告白されて付き合うことに決めた日は、あの丘に向かった。

　まるで七夕の織り姫と彦ひこ星ぼしのように、ここで雅斗に会える気がしたのだ。

　雅斗と付き合い始めた頃から変わらない大きなブナの根元に腰かけて、空を眺める。

　あの頃は、すごく忙しかったけど充実していた。雅斗とコンビを組んで、ふたりで作品を作り上げた時の喜びは格別だった。

　そして、プライベートも……。彼と暮らすことになって、最初は窮屈な思いをするかもしれないと身構えていたのに、まったく逆で、楽しかった。

　雅斗の料理もおいしかったな。

　気がつけば、全部雅斗のことだ。

　悔しい！　なんだか、すごく悔しい！

「おーい。頑張ってるんでしょうね！」

　空に向かって話しかけてみたところで、当然返事なんてない。

　すぐに日が暮れ始めて、ひとつふたつと星がきらめき始める。

　初めてここに連れてきてもらった時、その美しさに感動して思わず手を伸ばしたっけ。

　もっと星に近寄りたくなって立ち上がると、バッグの中のスマホが鳴った。

　戸塚部長からの着信だ。

『冴子、木崎がやったぞ！　新人賞取ったんだ』

「もしもし」という言葉すらなく聞こえてきたのは、部長の弾んだ声だった。

「本当ですか？」

『あぁ、今回のコンクールの新人賞は、一流芸術家への登竜門と言われているものなんだ。その絵画部門の新人賞。木崎、頑張ったな』

　そして、電話越しに部長が『おめでとう』と言ってくれる。

　私のことじゃないのに、『おめでとう』の言葉がすごくうれしい。まるで、雅斗と一緒に手がけた仕事が大ヒットした時のように。

「雅斗……」

　この丘であなたの朗報を聞けるなんて、ただの偶然には思えないよ。

　初めてここに来た時、彼は『冴子と一緒なら、きっとどんな夢も叶う』と、星に手を伸ばす私を見て言った。

　一緒じゃなかったけど、夢は叶ったね。星はやっぱり取れるんだよ、雅斗。

　バカ。もうこれ以上、泣かせないでよ。




　雅斗の受賞は、絵画の専門誌に大きく取り上げられた。

　そこに写っていた雅斗の姿は、一年前より心なしか頬がシャープになっていた。

　そして……真っ直ぐにカメラを見つめる彼の視線が、まるで私を見ているかのような錯覚に陥ってドキッとする。

　いけない。いい加減、雅斗のことは忘れなければ。

　彼はもう私とは別世界の人。私と一緒に専門誌を広げていた人とは違う。取材される側の人になったのだ。

　おそらく、これからアーティストとして第一線で活躍していくのだろう。これから輝かしい道を歩く人に、過去の女は必要ない。

　それから私は百合ちゃんに新しい恋をする宣言をして、〝婚活〟を始めた。

　単なる恋人作りではなく、結婚を意識したのは、自分の気持ちにケリをつけるためだ。でも……。

「はぁ、やっぱり無理」

「何ー？　この間のイケメンもダメなの？」

　何度も婚活パーティーに参加して、デートらしきものをしてはみたものの、気持ちが乗らない。

「うん、なんとなく会話が止まっちゃって」

「そりゃそうよ。最初はそんなものでしょ」

　そうだけど、雅斗とは沈黙だって苦にならなかったのに。

「もう、私にする？」

「え？」

「私、両方いけるわよ」

「あはは……」

　百合ちゃんと一緒だととても楽しいし、気を遣わなくていいし……言うことないけど、ねぇ。

　一方、経理の仕事はできることが増えてきて、少しは楽しくなった。

　戸塚部長は、私を時々ランチに誘ってくれた。

　私のデザイン部復帰を、会社に何度か打診してくれているようだけど、なかなか通らないのだとか。

　クソー、ゴリラの野郎!!




「そういえば、これ、見たか？」

　ハンバーグランチを食べていた部長は、私にとある雑誌を差し出した。

「いえ……」

「そこの付ふ箋せんが貼ってあるところ、帰ってから読んでみな。それ冴子にやるから」

「ありがとうございます」

　それは、デザイン部で定期購読していた日本の美術雑誌だった。

　もしかしたら、イーイマージュが取り上げられたのかな？と思い、バッグにしまった。

「それと、お前の上司だった俺がこんなことを言うのは、おそらくタブーなんだが」

「なんでしょう」

「冴子、会社辞める気ないか？」

「は？」

　突然の提案に、ハンバーグに刺したフォークを思わず落としそうになる。

「実は取引先のつてで、従業員を募集している画廊があってな。小さいところだからなんでもやらないといけないが、絵に囲まれて、絵の仕事ができる。ベテランが辞めてしまったから即戦力が欲しい、って」

　部長の言葉に首を傾げる。

「冴子、いけるんじゃないかと思って。絵のことだってわかるし、経理もこなせるし、英語だって習ってるんだろ？」

　いやいや、そのうちかろうじてできると言えるのは、最近やっとひとりでこなせるようになってきた経理だけだ。

「いけるって言っても……。私はデザイン部でだってオペレーター兼事務員だったんです。絵のことなんてわからないし、英語は中学レベルです。あ、高校くらいまではできたかな」

「でも、木崎の絵を発掘したのは冴子だぞ？」

　それは単なる偶然で、雅斗が頑張ったからだ。

「部長、ちょっとハンバーグ食べていいですか？」

「おぉ」

　クスクス笑われたけど、混乱した頭を整理するために、とりあえず肉だ。

　ハンバーグを口に入れて、頭の中を整理する。

「落ち着いたか？」

「はい」

　フォークを置いて水をひと口飲むと、再び部長が話し始めた。

「本当は、デザイン部に戻ってきてもらいたい。だけど、木崎のいないデザイン部より、画廊の方がいいんじゃないかって思ったんだ」

　確かに雅斗のいないデザイン部で、自分に何ができるのだろうという疑問はある。

「それに、今回の話、すごくおもしろそうだと思う。新人発掘もできるし、今までの冴子の仕事を見ていたら、そういうことに向いている気がする」

　それは、買い被りすぎだと思うけど……。

「普段は、オーナーが気に入った画家の絵を展示して、販売しているんだけど、時々会場を貸し出して個展もしているんだ。だから、たくさんの芸術家と触れ合える」

　部長の話は興味深かった。

『たくさんの芸術家と触れ合える』なんて、なんだかワクワクする。

「話を聞いた時は、画廊なんてあまり儲からないんじゃないかと思ったけど、オーナーのチョイスに人気があって、商売繁盛しているらしいぞ。適任なのがいるって言ったら、オーナーも乗り気で」

「部長、もう私のこと話したんですか？」

「おぉ。たぶん、冴子はこの道を選ぶから」

　そんな勝手に……。

　ずっと勤めてきた会社を辞めるのには、勇気がいる。

「一度会ってみたらどうだ。その上で決めればいい。あと、会社には内緒にしといてくれよ。ふたりも転職をあっせんしたなんてバレたら、コレだし」

　部長が自分の首を切る仕草をしながら笑う。

「部長、ありがとうございます」

「おぉ、お安い御用だ」

　ものすごく強引なお誘いだけど、もう自分の部下でもなんでもない私のことを、こうして気にかけてもらえるのはとても幸せだ。

　こんな素敵な上司に出会えたのは、神様からのプレゼントだと思う。




　仕事を終えて部屋に戻ると、すぐにコーヒーメーカーのスイッチを入れる。

　ここに来てから買った真っ白なソファに座ると、コーヒーを飲みながら、部長にもらった雑誌を広げた。

　付箋の場所を開くと、〝木崎雅斗〟の名前が目に飛びこんでくる。

　そして、そこに掲載されていた絵は新人賞を取った作品ではなく……女のヌードだった。

　しかも、どう見てもこれは、あの作品の完成版にしか見えない。

「これ……」

　慌てて記事を読み始めると、手が震えだす。

　その記事は対談形式で書かれていた。絵のことだけじゃなく、雅斗の人となりまで。

　――コンテスト受賞、おめでとうございます。日本人初の快挙ですね。

『ありがとうございます。でも、審査員の好みにたまたま合っただけです』

　――ご謙けん遜そんを。この絵もコンテストに出されたものだとか。

『はい。本当はこっちが本命でした。結果的にもうひとつの方が受賞したわけですが』

　――そうなんですか。こちらも素敵ですね。これは誰がモデルですか？　日本の方ですよね。

『えぇ、僕の大切な人です』

　――ということは、恋人？　結婚を考えるような人ですか？

『結婚……ですか。色々思うところはありますが』

　――なんだか意味深ですね、その答え。

『僕は彼女の名字を変えたくなくて』

　――変えたい、じゃなくて？

『もういいでしょう、この話題』

　そのあとも、絵やイギリスでの生活についてなど、様々な質問に答えていた。

　だけど……『僕は彼女の名字を変えたくなくて』の一文から目が離せなくなる。部長はこれを読んで、私に見せたのだろう。

　雅斗はもしかして、金髪グラマラス美女でもなく、黒髪大和撫子でもなく、私のことをずっと思っていてくれたんじゃないかと自惚れる。

　だけど、それを確かめる術すべがない。

　対談の日付は、つい一ヵ月ほど前だ。

　心臓がドクンと鳴った。




　その週末、部長に紹介された画廊の前をうろついた。

　部長の言う通り、街の大きな通りに面してはいるものの、小さな画廊だ。だけど、その規模にはそぐわないほど多くのお客さんが出入りしている。

　画廊の中では、オーナーだろうか、初老のダンディな男の人が、若い客らしき人と楽しそうに話している。

　あの客、すごいイケメン。

　顔はさっぱり系だけど、キリリと整った眉が男らしくて魅力的。髪を無造作にかき上げる姿に、キュンキュンする。

　それに、こんなイケメンが絵を好きだなんて、なんだかうれしい。

　しばらくすると、オーナーは奥の方へ入り、客は外に出てきた。

　近くで見ると、本当にカッコいい。

　とはいえ、ジロジロ見るわけにもいかなくて、再び画廊の中に視線を移したその時。

「あなた、木崎さんでしょ」

「えっ!?　はい」

　突然話しかけてきたのは、今出てきたイケメンのお兄さんだ。

「あはは。やっぱり」

「は？」

「とにかく、入って」

　何がなんだかわからないまま、イケメンに案内されて画廊に入る。

　オーナーの横を通り、どんどん奥まで連れていかれて、小さな部屋に入った。

「あっ、あの……」

　客のくせに、こんな勝手なことして大丈夫なの？　もしかして常連とか？

「初めまして。オーナーの堀ほり川かわです」

「初めまして。……って、オーナーさんですか!?」

　画廊のオーナーって、白髪交じりの初老の男性をイメージしていたから、ひどく驚く。

　堀川さんは、どう見ても三十代前半にしか見えない。

　唖然として彼を見つめると、小さくうなずいた。

　とんでもない勘違いだったようだ。

「あんなにジロジロ見ていたら、不審者ですよ」

　クスクス笑う姿まで様さまになっている。

　それから堀川さんは、ソファに座るよう勧めてくれた。

「木崎さんは、すごく絵がお好きだとか」

　正面に座る堀川さんに見つめられて、ドキドキする。

　こんなことになるんだったら、もっと完璧にメイクしてくればよかった。

「確かに……絵は好きですが、全然知識もありませんし、見る専門です。それに、何がいいのかなんてわかりませんし……」

　本当に、〝好き〟なだけだ。

「何がいいのかなんて、人それぞれですよ。その絵にこめられている思いが伝わるかどうかは、受け取る側の気持ちによります。だからその人にとってビビッとくる絵が、その人にとっての名画なんです」

　私は堀川さんの言葉を聞きながら、雅斗のインタビュー記事を思い出していた。

『審査員の好みにたまたま合っただけです』と答えた雅斗は、こういうことが言いたかったのかもしれない。ずっと〝誰かひとりに理解されればいい〟と言っていたから。

　だから、賞を取った今でも、謙虚に絵筆を動かしている気がする。

　ちょっと覗くだけのつもりだったのに、堀川さんの人柄に引きこまれていく。

　さらに私の気持ちが傾いたのは、驚くものを目にしたからだ。

「堀川さん、あの……机の上の絵……」

「あぁ、これですか。この絵は、以前行ったカフェレストランで売られていたものなんです。ひと目で気に入ってすぐに購入しました。個人的にすごく気に入っているので、こうして自分の机の上に」

　私はその言葉を聞いて、イーイマージュを辞める決心をした。

　いや、ここで働く決心だ。

「ゆっくり考えてくれても」と言ってくれた堀川さんに、「お世話になります」と返事をした私は、ウキウキした気分で『リアン』に向かった。




「マスター！」

「おぉ、木崎さん。いらっしゃい」

　マスターの笑顔にはいつも癒される。

「ありがとう、マスター」

「いきなりなんだい？」

　不思議そうな顔をするマスターに、抱きつきたい気分だ。

「何って……サイコー！」

「ちょっと、冴。英語より日本語の勉強を先にしなさいよね」

　カウンター席にいた百合ちゃんは、噛み合わない会話に呆れた顔をしている。

「マスターのおかげで、私、進む道を見つけたの！」

「だから、冴。わかるように説明しなさいってば」

「ここで雅斗の絵を買った人がね……」

　さっきの絵はまぎれもなく、雅斗の描いたあの丘の絵だった。そして、堀川さんが絵を購入したというカフェレストランは、『リアン』なのだ。

　私が堀川さんの話をすると、マスターも百合ちゃんも「へぇー」と驚きの声を上げている。

「そんなこと、あるんだね」

　マスターの言葉に、大きくうなずく。

「私もびっくりです。でも雅斗の絵を好きだと言ってくれる人に出会えるなんて、ほんとに……」

「冴、あんたやっぱり、雅斗君のこと……」

「あっ……」

　慌てて口をつぐんだけれど、マスターはにっこり笑った。

　イケメン堀川の登場にテンションが上がったはずなのに、やっぱり私の気持ちは別のところにあるのだ。

「そういうあんた、嫌いじゃないわ」

　百合ちゃんは、出されていた水を一気に飲み干した。

　グラスに残った氷がカランと音をたてて動いたのと同時に、百合ちゃんは私の両肩をムギュッとつかんで眉間にシワを寄せた。

「冴」

「は、はい」

「もっと英語を勉強しなさい」

　何を言いだすかと思えば。

「どうして？」

「どうしてって、高校英語じゃイギリスで苦労するわ」

「イギリス……って、行かないから。画廊で働くって言ってるじゃない」

「チッ」

　百合ちゃんの〝男〟の舌打ちの音がした。

「まったくふたりともじれったいというか、勇気がないというか」

　今度は怒ったような顔をしている百合ちゃんに、返す言葉もない。

　確かに、雅斗を追いかけていく勇気なんてない。

　だけど、私はあの時、雅斗が満足するまで絵に没頭できるように、決して邪魔をしないと決めたのだ。

　そして、いつか彼の中で私が思い出になったとしても、彼には絵を捨ててほしくないと。

「そういう運命なんだよ」

　本当は〝運命〟なんてひと言で片づけたくない。

　運命は自分で切り開くものだ。決して神様が敷いたレールを歩くことじゃない。

　だけど、今の自分を納得させる言葉が他に思いつかなかった。




　イーイマージュを退社する日、戸塚部長はわざわざ経理まで来てくれた。

「お疲れさん」

「部長、本当にお世話になりました」

　戸塚部長がいなければ、きっと私も雅斗も今の道を歩んではいない。

　私達の人生において、恩人と言っていいほどの人だ。

「冴子のような部下をもてたこと、幸せだったよ。冴子なら必ず道が開ける」

「ありがとうございます」

　部長にそう言われると、活力が湧いてくる。

　会社を出る時、奥田さんが追いかけてきて、私に声をかけた。

「木崎さん、あの……」

「はい」

「僕、木崎さんのことがずっと好きでした。付き合ってもらえませんか」

　わりと露骨な断り方をしてきたつもりだけど、気がついてもらえなかったようだ。

「ありがとうございます。お気持ちはとてもうれしいです。でも私、どうしても忘れられない人がいるんです」

　最後の最後で告白された私は、はっきりお断りした。

　奥田さんにどんなに思ってもらっても、やっぱり雅斗を忘れられない。

　婚活をしても気が乗らないのも、雅斗の存在を超える人がいないからだ。

『そんなこと言ってたら、一生男できないわ』なんて百合ちゃんが笑っていたけど、今は次に進む時期ではないのだろう。

　もういいや。多少枯れても、自分の気持ちに正直に生きよう。










ずっとずっと好きな人




　それから私は、画廊『星からの手紙』で働き始めた。この名前が気に入ったのも、ここに来た理由のひとつだ。

　働き始めてすぐに百合ちゃんがやってきて、堀川さんにひと目惚れしたのは、まぁ、誤算だったけど。

　この画廊は、元々ここで働いていた堀川さんが先代のオーナーに気に入られ、三十歳の時に譲り受けたらしい。堀川さんがオーナーになった当初、従業員は他にひとりだけだったようだけど、五年経った今は私も含めて三人が働いている。

　堀川さんの絵のチョイスは、まさに私好みだった。強いメッセージ性を感じる作品ばかりが、画廊に並んでいた。

　私は雅斗のことを思いつつ、イケメン堀川のフェロモンに満足して、婚活はやめてしまった。

　こんな素敵な人と一緒に働けるだけで、もうお腹いっぱいだ。

　画廊の仕事は、それはもう楽しかった。

　自分がいいと思った作品を販売するのが堀川さんのモットーだったから、まったく無名の学生の絵でも、ビビッときたら個展を開くこともあった。

　戸塚部長の言っていた通り、『これで儲かるの？』と思ったけれど、驚くべきことに、客足は途絶えなかった。多くの客は、堀川さんのファンだったのだ。

　有名無名にこだわらず、好きなものは好き、というスタンスがウケているらしい。

　堀川さんは、「見る目がある」と言って、まったく素人の私の意見も聞いてくれた。

　自信などなく始めた仕事だったけど、路上で細々と絵を売っていた学生の絵を気に入り、画廊で扱ってもらったら、大人気になったこともあったくらいだ。

　この仕事のおかげで、自分は何も作り出せないというコンプレックスも、いつしか薄れていた。

　自分の好きなものを他の人にも知ってもらえる。自分が探し出してきた画家の絵が売れるのは、大きな達成感があった。

　それは、雅斗の作品が認められた時の喜びと似ていた。




　それから一年、堀川さんと一緒に仕事をすることが生きがいのようになって、休みの日でも一緒に美術館巡りをするようになっていた。

「木崎さん、本当に楽しそうだね」

「はい。ここに飾られているような絵でも、きっと埋もれていた時代があったんだろうなと思うと、今の仕事にやりがいを感じます」

　ふと雅斗のことを考える。彼にも長い間、認めてもらえなかった時期があるのだ。

「そうだね。僕達の新人発掘が、芸術家の卵の灯ともし火びになればいいけど」

「はい」

「木崎さんを雇ってよかったよ。公私共にね」

「えっ？」

　公私共にって、どういう意味？

　私が首を傾げると、堀川さんはすごくおかしそうに笑った。

「なかなか難しい人だ。これは仕事じゃないつもりなんだけど」

　クスクス笑いながら、「まあ、そういうところがいいんだけど」とつぶやいている。

　待って。それって、もしかして……。

『ほんと鈍感なんだね、冴子は』という、雅斗の言葉がリフレインする。

　えぇっ！　そういうこと？

　私が驚きのあまり言葉を失っていると、堀川さんが「好きなんだけど」と、いたって普通の顔をして言うから、倒れそうになる。

　まさか、このイケメンが私を？　この干からびた私を？

「これほど感性がぴったり合う人に出会ったのは初めてだ。だから木崎さんがうちに来てくれて、僕も楽しくて仕方ない」

「はぁ……」

　なんと答えていいのかわからなくて、ちょっと間抜けな声が出る。

　確かに堀川さんはいい男だし、私の大事な癒しだし……彼の言動にキュンキュンすることだってあるけれど……遠くで見ているだけで満足だったのに。

「つれないなぁ。まぁ、深く考えなくていいよ。僕は好きなら口に出すタイプだから、今回もそうしただけ。木崎さんにその気がないなら、今まで通りで構わないし、もし考えてもいいなら、その時はＯＫの合図くれる？」

　余裕の堀川さんが、「それじゃあデートの続き」と言って私を促した。




「ちょっと、雅斗。私……告白されちゃったみたい」

　堀川さんに送ってもらってマンションに帰ると、寝室にあるヌードの絵の前に座りこんで話しかけた。

「こんなこと、雅斗に言うのおかしいか」

　告白のあとは、なんの絵を見たのかすら覚えていない。

　すごく頭が混乱していた。

　告白された相手が、容姿は思いっきり好みで、一緒にいると楽しくて、同じ価値観をもっていて……言うことなしの人だったから。

「あー、もうわかんない」

　こんなにいい話、もしかしたら二度とやってこないかもしれない。

　それでも素直に喜べないのは、やっぱり雅斗のことが気になるからだ。

「あんた、私の監視役ね」

　部屋に君臨する私のヌードは、じっと私を見つめている。

　昔の自分に監視されているなんて、なんだかおかしい。

　だけど、マンションに戻ってこの絵の前に座った時から、たぶん私は気がついていた。自分の気持ちが、決して揺らがないことを。




　次の日は、少し緊張して出勤した。でも、堀川さんはいつもと変わらない様子で安心した。

　あんな告白を受けたあとで、どんな顔をして会ったらいいのかとずいぶん頭を悩ませたのに、杞き憂ゆうに終わったようだ。

「個展の依頼が入ったんだけど、受けようと思うんだ」

　いつものように話しかけてくる堀川さんは、私が思っているより、ずっと余裕のある大人の男のようだ。私が返事をするまで、待ってくれるのだろう。

「堀川さん、気に入ったんですね」

「まぁね」

　個展の依頼がある時は、必ず絵を見せてもらってから、受けるかどうかを決める。なんでもいいというわけではないのが、堀川さんのこだわりだ。

　そうやって一定の水準を保つことで、顧客の信頼を得ているようだ。

　画廊によっては悪質な販売をしているところも多い。少しでも客が関心を示すと、無理矢理その絵を褒めちぎって、ありえない値段をふっかけるところもあると聞く。

　だけどここは、絵の描かれた背景や画家についてレクチャーをするだけで、あとは客の感性に任せる、という方針だ。

　それは、ビビッとくるものは人それぞれだという理由から。

　値段も、きちんと評価に見合ったものを提示している。

　私も堀川さんの考えに影響されて、接客をしていた。




　仕事を終えると、無性にあの丘に行きたくなって、タクシーに乗りこんだ。

　自分の気持ちに、きちんと向き合いたい。

　暗い丘は、ちょっと怖い。でもこの丘に惹かれるのは、私にとって特別な場所だからだ。

「雅斗。私……色々あったけど、あなたに出会えたこと、無駄じゃなかったよ」

　彼に出会えたからこそ得た宝物は、数知れない。

　キラキラきらめく星にそう訴えかけたって、返事があるわけではない。だけど、こうしているととても落ち着くのだ。

「あーあ。でも辛すぎる」

　無駄じゃなかったけれど、辛いものは辛い。

　雅斗が認められれば認められるほど、私からは遠い存在になってしまうから。

「何が、辛いの？」

「えっ？」

　突然後ろから話しかけられて、ビクッと震える。

　確かに男の声がした。

　まずい、まずいよ。こんなところで襲われたら……。

　後ろでさらに一歩近づく足音がする。

　逃げなくちゃ！

　私は振り向かずに走りだした。

「待てよ！」

「やめて！　離して！　変態！」

　走りだしたもののすぐに腕をつかまれてしまい、とにかく大声を出して暴れる。

　ここで襲われて、山に捨てられて、私は最期を迎えるの？

　……なんて、絶望的な気分に陥ったけど、諦めるのはまだ早い。

「うわわわわー！」

　これが〝火事場のクソ力〟ってやつなのかもしれない。思いっきり腕をブンブン振り回すと、男の手が離れた。

　今しかない。そう思って走りだした瞬間。

「イタッ」

　あぁ、どうしてだろう。こんな時に転ぶなんて。

「落ち着け、冴子」

「落ち着けるわけないでしょ！　……えっ!?」

　今、私の名前を呼ばなかった？

「冴子、俺だ」

　俺？

　やっとのことで顔を上げると、そこにはずっと会いたかったあの人が。

「どーも、変態です」

　えっ、これは夢なの？　きっとそうに違いない。雅斗に会いたいという気持ちが強すぎて、夢を見ているに違いない。

　だけど……。

「冴子？」

　彼が差し出した手を恐る恐る握ると、確かに感触がある。

　本物、だ。

「ま、雅斗！　どうして……」

　びっくりしすぎて、それ以上言葉が続かない。

「どうしてって、会いたかったからに決まってるじゃん」

　私の腕を引っ張って立たせた雅斗は、〝当然だろ〟と言いたげな呆れ顔をしている。

　そんなこと言ったって、日本を発って二年も、なんの連絡もなかったんだよ？

「まさかここで会えるなんて、思ってなかったけど」

　雅斗は私と初めてこの丘に来た時のように、夜空を見上げた。

「やっぱり、神様はいるんだよ」

　彼はなぜか自信満々な顔をして、ひとりでうなずいている。

「冴子に会えるなんて、最高のご褒美だ。まぁ、冴子は会いたくなかったかもしれないけどさ」

　その言葉にブンブン頭を横に振ると、「マジで？」と雅斗は優しく笑う。

「で、何が辛いの？」

　意地悪くニヤリと笑う彼は、あの頃と変わらない。

「俺も冴子に出会えたこと、無駄じゃなかったんだけど」

　ちょっと、いつから聞いてたの？

　唖然として何も言えないでいると、じっと私の目を見つめた雅斗は、真顔で口を開いた。

「……好きな男、できた？」

　ドクンと心臓が鳴る。

　いつだってあなたは不意打ちなんだから。

「ま、雅斗は？」

　金髪ボンキュッボンか、サラサラ黒髪大和撫子か……。

「俺か。俺は……ずっと好きな女がいる」

　ずっと？

　その言葉を聞いた瞬間、今まで自惚れかもしれないと思っていた彼の対談での発言が、頭に浮かんでくる。

「私、も。ずっと好きな男がいる」

　私は泣きそうになりながら、声を振り絞った。

　そして……私達のシルエットはひとつに重なった。雅斗が最後に残した、あの絵のように。

　もしも雅斗に再会できたら……話したいと思っていたことがいっぱいあった。賞を取った『おめでとう』も、『頑張ったね』ってねぎらいの言葉も、いっぱいいっぱい。

　だけど、いざ会えると、愛おしさが先走って言葉なんて出てこなかった。

「雅斗に会いたかった」

　会いたくて、会いたくて……せめて、同じ星に見守られているとでも思わなければ、胸が張り裂けそうだった。

　私の言葉にフッと笑った雅斗は、深いキスを落とす。

「ん……」

　甘い溜息が漏れる。

　ずっとあなたのことばかり考えていたの。あなたのことで頭がいっぱいだったの。

「そんなに色っぽい声出して。なんならここでする？」

「しないわよ！」

　あの頃と変わらない雅斗の言葉に、笑みがこぼれる。

　本物だ。ここにいるのはまぎれもなく、私の大好きな、木崎雅斗だ。

　雅斗は私を強く抱き寄せて、そのままじっと動かなくなる。

　私も彼の腰に手を回して、もう二度と離れまいとしがみついた。

「俺さ」

「うん」

「スゲー頑張った」

　知ってるよ。あのイギリス人アーティストの後押しで留学したとはいえ、雅斗の成功は、彼自身の努力の賜物だと思う。

　まったく違う環境に飛びこんで、成功が約束されているわけでもないのに、ただひたすらに絵を描き続けるなんて、私だったら不安に怯えて気が狂う。

「すごく、すごく耐えたんだ。ひとりでシて我慢してさ」

　そっちか！

「もう！」

　ロマンチックな雰囲気が、ぶち壊しよ。

　彼の胸をポンポン叩くと、なぜだか涙が溢れてくる。

「ごめん、冴子。怒った？」

「うん、怒った」

　本当は怒ってなんかない。またあの頃のように、こうしてくだらないことを言い合えるのが、うれしいのだ。

　もしかしたら、もう二度と来ないかもしれないと思っていた時間だから。

「ごめん。でも、本当に我慢したんだ。冴子がもしかしたら他の男に抱かれているかもしれない、って毎日不安で、すぐに帰りたくて仕方なくて」

　雅斗は唇を噛みしめる。

「でも、帰る時は、冴子を満足させる男になってからだって決めてた。だけど、それがいつになるのか見当もつかなくて……待っててくれと言えなかった」

「雅斗……」

　彼が最後に残した手紙の真意が、ようやくわかった。

「もしかして、抱かれちゃった？」

「ううん。百合ちゃんに誘惑はされたけど」

「何？　百合！」

　そんなに本気で焦らないでよ。冗談だから。

　確かに百合ちゃんもアレはついてるけど……彼女？と私は、友情という固い絆で結ばれているの。

「クソー、百合の野郎」

　こ、怖いから、雅斗。

「ちょっと、百合ちゃんは……」

　どれだけ百合ちゃんに助けられたか。百合ちゃんがいなかったら私、今頃どっかの男に寄りかかっていたかもよ？

　だって、すごく寂しかったんだもの。

　納得したような、してないような顔をした雅斗は、ブナの木の根元に腰を下ろすと、私を足の間に座らせた。

「ねぇ、雅斗」

「ん？」

「雅斗がリアンに最後に置いていった絵、私がもらっちゃった」

「そうなのか？」

　まさかあの絵のように、再びここで彼とキスを交わせるなんて思ってもいなかった。

「うん。きっと私のために描いただろうから、ってマスターが」

「あはは。バレてる」

　私を後ろから包みこんだ雅斗は、私の肩に顎を乗せてクスクス笑う。

「俺、イギリスで頑張った。賞ももらった」

「うん、知ってる」

「でも、やっぱり冴子に〝いい〟って言ってもらえることが一番うれしい、ってわかった」

「雅斗……」

〝自分を理解してくれる人がひとりいればいい〟と雅斗は私にずっとそう伝え続けてくれた。

　だけど、もしかしたら雅斗も、自分自身にそう言い聞かせていたのかもしれない。

「雅斗、またすぐに戻るの？」

「いや、もう日本にいようと思う」

「ほんとに？」

　こうして再会できても、また離れなければならないと思っていたから、思わず声が上ずる。うれしすぎて、泣いてしまいそうだ。

「こっちで絵を描きながら、別の仕事もしようと思ってる」

「仕事って？　もう絵だけでも食べていけるんじゃ……」

　彼の絵に、高値がつくようになったと聞いている。だから、これからは画家として生きていけるはずだ。

「儲けるためだけの絵は描きたくないんだ。好きな時に好きなものを描く。俺にはそれが合ってるとわかった。それに〝女に振り回されて、夢を台無しにする男なんて、魅力ない〟って前に冴子、言ったじゃん」

「う、うん」

　あれは……売り言葉に買い言葉というか。

「ひとつ夢はつかんだ。でも、やっぱり諦められない夢がもうひとつあるんだ」

「もうひとつ？」

　絵を認められる以外に、なんだろう。

「あぁ。好きな女と幸せに暮らすこと。それには安定した経済力だって必要だ。俺には、俺のことを理解してくれる最高の女がいるから」

　絵が評価され、住む世界が変わってしまった雅斗のことを忘れなければと、何度も自分に言い聞かせた。でもやっぱり、大好きな彼のことを忘れることなんてできなかった。

　それがどれだけ苦しかったか。

　だけど、彼も私と同じように、私のことを忘れずにいて……しかも、私のところに戻ってきてくれたなんて、奇跡のようだ。

　勝手に流れていく、喜びと安堵の涙を、彼の大きな手が無造作に拭う。

「でも、ひとつ我慢してもらわないといけなくてさ」

　雅斗は私の肩を両手でつかんで振り向かせると、ゆっくり口を開いた。

「I cannot change your family name」

「えっ？」

「But will you marry me ?」

「雅斗？」

　今……すごいことを言ったような。

「帰ってくる前に、戸塚部長に連絡を入れたんだ。そうしたら、冴子が英会話やってるぞって。高校レベルだって言ってたけど、これくらいはいけるだろ？」

　雅斗はおかしそうに笑う。

「難しい答えはいらない。Ｙｅｓでいいから」

　あの時もそうだった。彼に付き合おうと言われた時も『ＯＫ以外は却下だし』なんて言っていた。

　その自信はなんなのよ……と言ってやりたかったけど、そんなことを言えるはずがない。だって私は……ずっと、彼のことだけを思っていたのだから。

「あれ？　冴子、英語わかんなかった？」

「それくらいわかるもん」

　一応頑張って勉強してるんだから。

「返事、くれよ。これでも相当緊張してるんだぜ」

　おどけているような言葉を口にしているくせに、雅斗は今までに見たことがないような真剣な顔をしていた。

「Ｙｅｓ」

　他にどんな返事があるっていうの？

　もう雅斗のことは忘れなければと、婚活までした。

　だけどやっぱり、恋は始まらなかった。そう、堀川さんでさえ。

「フー」と大きな溜息をついた雅斗は、「木崎のままだぞ？」と笑いながら私を抱き寄せる。

「長い間、待たせたな」

「ううん。忘れられなかったのは、私」

「そうだな」

「調子に乗るな！」

「あはは」

　大好物の大胸筋に頭を預けると、懐かしい彼の鼓動が聞こえる。

　私は、この温もりをずっと待っていたのだ。

「冴子と一緒なら、きっとどんな夢も叶うって、やっぱり本当だった」

「ん？」

「ほら」

　雅斗は私の手を取って、空へと導いた。

「あの星だって取れるはずだ」

「そう、だね」




　彼はそのまま、私の部屋に転がりこんだ。

　聞けば、イギリスから戻ってきたばかりで、今日のホテルすら取っていないという。

「私の部屋に他の男がいたらどうするつもりだったのよ」

「そんなの、追い出せばいいじゃん。だって冴子は俺のものだぜ？」

　相変わらずの俺様発言だ。

　私のことに関しては、理解不能な自信で満たされている。

「ここに来た男、ひとりもいないのか？」

「どうかなー」

　少しくらい焦らしてやりたい。

「へぇー」

　微妙な相槌を残して、〝部屋チェック〟とすべてのドアを開け始めた雅斗は、ニヤリと笑った。

「この絵があるのにねぇ」

　寝室を覗いた彼が指差したのは、壁にドーンと飾ってある私のヌード。

「あ……」

　毎日そこにあるのが当たり前で、存在をすっかり忘れていたというか……。

　雅斗の描いてくれた絵がある部屋に、他の男を入れるわけがない。まして、ヌードだし。おそらく、それをわかっているのだろう。

　彼は、勝ち誇ったような顔をして、「へぇー」と再び意地悪な声を上げる。

「な、何よ」

　やっぱり雅斗には敵いそうにない。とっても悔しいけど。

「なぁ。サイズ、変わってない？」

　雅斗は両手で胸の丸い形を作ってみせる。

「これじゃあ、ちょっと大きすぎるか？」

　ちょっと！　前にも私に怒られたはずだ。

「ふざけないで！」

　雅斗に向かって拳を突き出すと、あっけなく抑えられて抱き寄せられる。

　そうだった。隠れマッチョな雅斗に、敵うわけなかった。

「ふざけてなんかない。他の男に揉まれて大きくなってないか、スゲー心配だった」

　あのさ……。

「大きくなったもん。ブラのおかげだけどね。フン！」

　ムカついてそう返すと、「どれどれ？」なんて、私の胸をムギュッとつかむ。

「ち、ちょっと、変態！」

「変態じゃないから。彼氏……じゃないや、もうすぐ旦那」

　雅斗は私の額にキスをする。

〝旦那〟という言葉にどぎまぎしてしまった私は、必死で雅斗から逃れようともがいた。でも、やっぱり敵わない。

「ふたりエッチ、しよ？」

「えっ？」

「もう、離れたくない」

　今までおどけていたくせに、突然声のトーンが変わる。

「雅斗……」

　言っていることはメチャクチャだけど、私はこんな雅斗の隣にいたい。

「ん……」

　シャワーを浴びたいと言ったのに、雅斗は私をベッドに押し倒した。

　すぐに唇を割って入ってきた舌は、ゆっくり私を味わうように口内を犯していく。

　指と指を絡められ、強く握られた手は、シーツに縫いとめられて離すことを許されない。

「I have been thinking of you everyday」

「雅斗……」

「I make you happy」

　照れくさい言葉を英語で言うのはずるい。

「ちゃんと日本語で言って」

「相変わらず感度がいいなって」

「はっ？　あっ……」

「ほらね」

　雅斗が突然私の太ももを撫で上げるから思わず声を上げると、してやったりという顔をして、カットソーの裾から素早く手を入れてきた。

　彼は相変わらず、肉食のようで……。

　私の首筋に舌を這わせながら片手で器用にブラを外した彼は、補正下着でかき集めていた胸を優しく包みこむ。

「ちょっと育ってる」

「失礼ね」

「もっと育ててやるよ」

　彼はニヤリと笑う。

　久しぶりの感覚に身をゆだねていると、すぐに息が上がってくる。

　まずい。干からびていたせいか、ドキドキが止まらない。

　だけど雅斗は、少し意地悪な顔をして、なかなか触れてほしいところに触れようとしない。

　な、何？　肉食男子の代表みたいなくせして、焦らしてるわけ？

「欲しいって言えよ」

　えぇー！　そうくる？

　ドＳが暴走し始めた時の雅斗は、誰にも止められない。

　そんなセリフを言えるわけがなく顔をそむけると、私の顎に手をかけた彼は、私の顔を自分の正面に向けさせる。

「俺は冴子が欲しいけど？」

「雅斗……」

「欲しくて欲しくてたまらないけど？」

　てっきりいじめられると思っていたのに、予想を覆すような言葉に完全にやられる。

「欲しい」

「聞こえない」

「私も……雅斗が欲しくてたまらない」

「よくできました」

　それからは、我を忘れて彼を求めた。

　もう二度とこうして抱き合えないと思っていたのに、彼は私の元に帰ってきてくれた。

「はぁっ……はぁっ」

　どんどん荒くなっていく呼吸。それは雅斗も同じだった。

「冴子……」

　彼とひとつになれた時、こぼれていく涙を隠そうと横を向いて枕に顔を押しつけた。

　だけど、繊細な彼が気がつかないわけがない。

「辛い思い、させたよな」

　うん。すごく辛かった。

　大好きな人に自分から別れを切り出さなければならなかったことも、彼に成功のおめでとうすら言うことができない状況も。そして、もう二度と誰かを愛することができないかもしれないと感じてしまったことも。

「雅斗……もう私を置いていかないで」

　自分から離れたくせに、勝手なことを言っている……。

　わかっているけど、涙がこぼれるんだから仕方ないじゃない。

「もう、ずっと一緒だ。俺達ふたりで一人前だろ？」

　デザイン部にいた頃、自分は必要ないかもしれないと悩む私に、彼はそう言い続けてくれた。

「そう、だね」

　私がやっとのことで笑ってみせると、彼は私の頬を流れる涙を拭って、深いキスを落とした。

　その晩は、三回もシた。いや、私が逃げなければもう一回シちゃいそうな勢いだった。

「俺、まだ足りないんだけど？」

「もう十分！」

　慌てて彼から逃れてバスルームに飛びこむと、すかさず追いかけてきたからカギを閉めてやった。

「冴子、開けろよ？」

「ダメ。もうおしまい」

「へぇー。一緒にシャワーしようと思っただけなのに、何がおしまいだったの？」

「バカ」

　ちょっと意地悪な彼が、バスルームのドア越しにクスクス笑う。

　うれしい。またこんな日常が戻ってきたことが、うれしくてたまらない。

　いや、もう少し普通でも、いいんだけど……。

　シャワーを終えてリビングを覗くと、物音ひとつしない。

「雅斗？」

　もしかしたら、あれは夢だったんじゃないかと一瞬焦ったものの、玄関に放り投げられていた彼の荷物を発見してホッとする。

　寝室をそっと覗くと、雅斗は電気をつけたまま眠っていた。

「疲れてるくせに」

　あんなに激しく抱いたりするからよ。

　パジャマを着て雅斗の隣に入ると、彼はスッポンポンのままでグイッと私を引き寄せた。でも、眠っているようだ。

　相変わらず裸族なんだね。

　あの頃と何ひとつ変わっていない彼に、なんだか安心する。有名な画家になっても、雅斗は雅斗だった。

「I have been thinking of you everyday. I am happy that I met you」

　大好きな彼の大胸筋に顔をうずめて、目を閉じた。










あなたが隣にいてくれるなら




　目覚めると、キッチンからいい匂いがする。

「冴子、おはよー」

「おはよ」

　思った通り、雅斗が出汁を取っていた。

「何作ってくれるの？」

　ほんとは逆だ。久しぶりに日本に帰ってきた雅斗に、和食を振る舞うべきなのは、きっと私。でもいいや。これが私達だから。

「冴子の好きな、豆腐とワカメの味噌汁。あとは、どうせ肉ばっかり食べてるだろうから鮭しゃけときんぴらゴボウ。でも、前より冷蔵庫が充実してる」

「だって雅斗が野菜もちゃんと食べろって」

「俺の言うこと聞くなんて、ほんとに俺のこと好きなんだな」

「違うし」

　やっぱり上から来る雅斗の言葉に笑いながら、テーブルに向かい合って座る。

「リアンのマスター、元気？」

「うん。百合ちゃんもすごく元気だよ」

「百合にはお灸きゅうをすえないとな」

　意外と根にもつタイプらしい。

　懐かしい雅斗の味を食べると、元気がモリモリ湧いてくる。やっぱり雅斗の味噌汁は最高だ。

「私、仕事なの。雅斗は？」

「俺も仕事があるんだ。個展を開こうかと思ってて」

「すごい！」

　自分の好きな絵を並べて、個展を開くのが雅斗の夢だった。それがついに叶うのだ。

「あぁ、やっとここまで来た」

　もしかしたら、大きな賞を取った彼にとっては、当たり前のことなのかもしれない。

　だけど、感慨深い様子から、初心は忘れていないようだ。

「よかったね、雅斗」

　溢れそうになる涙を隠そうと背を向けたのに、近づいてきた彼にすぐに腕をつかまれて振り向かされる。

「変わってないな」

「何が？」

「その、感情豊かなとこ」

　彼はゆっくり唇を重ねてきた。

「冴子を好きになってよかった」

　それは、最高の褒め言葉だ。私だって、雅斗を待ち続けていて、本当によかった。

「私、も……」

　彼に体を預けると、強く抱きしめてくれる。

　ふたりで一緒にいられる時間が、たまらない。それは、少し鼓動が速くなっている彼も、きっと同じなのだと思った。

「もう行かなきゃ」

　名残惜しいけど、ずっとこうしているわけにはいかない。

「うん、わかった。続きは夜な。濃厚なやつを」

　どうしても、そっちの話になるのは困ったものだ。

「個展の打ち合わせのあと、戸塚部長に会いにいってくる。夜、リアンに行こうか」

「うん！」

　雅斗と別れて『星からの手紙』に向かう。

　そういえば、雅斗にイーイマージュを辞めたことを言い忘れてしまった。でも、戸塚部長と連絡を取っているなら、知っているだろう。

「おはようございます」

「木崎さん、おはよう」

　堀川さんは手にしていた絵から私に視線を移して、挨拶を返してくれた。

　少し早かったのか、画廊には私と堀川さんしかいない。

　いつものように、仕事は掃除から始まる。

　雅斗に会えたせいか、すごく活力が湧いてくる。

「今日、この間言っていた個展のことで、画家が訪ねてくる」

「そうなんですか？　楽しみです」

　個展、か。雅斗もいつかここで個展を開いてくれたら最高なのに。なんて、勝手に思いを巡らせる。

　フフフンフン、と勝手に鼻歌まで飛び出してしまうのは、やっぱり雅斗の力だろう。

「木崎さん、今日はずいぶんご機嫌だね」

「そんなことないですよ。普通、です」

「男？」

「えっ？」

　ダメだ。図星だからって、ここで動揺したらバレバレだ。と思ったけど、遅かったらしい。

「男、なのか。木崎さんをこんな風に……」

「いえっ、あの……」

　堀川さんに告白されたのを忘れていたわけじゃない。だけど、突然の雅斗の登場で完全に舞い上がっていた。

「やっぱりダメだったか」

　堀川さんは落胆した声を上げ、肩を落とす。

「君には好きな人がいるんだろうな、と薄々は感じていた。それも絵描きだろ？」

「どうして、それを？」

　好きな人がいることも、それが画家だということも、言ったことはない。

「木崎さんはわかりやすいから。好きな絵を見る時の君の目は、恋をしている女の目だった。この人は、絵を通して誰かを見ているんだなって思ってた」

　堀川さんの千里眼にはあっぱれだ。

　確かに、私は絵を見ながら、雅斗のタッチと似ているなとか、雅斗ならここの色は別の色をチョイスするだろうなとか、知らず知らずのうちに考えてしまう。

「すみません、私――」

「いらっしゃいませ」

　私が口を開こうとすると、私の肩越しに客を見つけた堀川さんは、離れていった。

　慌ててモップを片づけて振り向くと、そこに知った顔があって、唖然とする。

「ずいぶんお早かったですね。こちらはアシスタントの木崎です。何かあれば私か木崎に。そういえば、木崎という名字、同じですね」

　堀川さんの言葉にうまく反応できず、立ち尽くす私をクスッと笑ったのは……。

「初めまして。同じ名字の木崎さん。口、開いてますよ」

　いつもの調子で笑う雅斗に呆れる。

　何が『初めまして』よ。口くらい開くわよ、この状況。

　それにしても、個展ってまさかここだったの？　ひと言だって聞いてないよ。

「すみません……」

　一応雅斗に謝ると、彼は素知らぬ顔をしてにっこり笑っている。

「失礼しました。奥へどうぞ」

　堀川さんが雅斗を応接室に誘導する。

　この状況にドキドキしているのは、私だけなの？

　応接室に入ると、雅斗と堀川さんは向かい合って座った。そして私は、いつものように堀川さんの隣だ。

「それにしても、どうしてこんなに小さい画廊で個展を？」

　堀川さんが雅斗に尋ねる。

　雅斗なら、もっと大きな画廊で個展を開くことができるだろう。疑問に思うのが普通だ。

「ここに私の一番の理解者がいるからです。私の絵をずっと昔からいいと言ってくれていた人が」

　私から視線をそらさない雅斗に、堀川さんもそれが誰を指しているか気づいたようだ。

「私がここで働いていると知ってたの？」

　焦った私が雅斗に問いかけると、「もちろん」と余裕の顔をしている。

「お知り合い、なんですね」

「はい。もうすぐ嫁にします」

「ちょっと、雅斗！」

「えっ!?　嫁？」

　言葉を失くした堀川さんに、私もしどろもどろになってしまう。

「あっ、あの、堀川さん。彼は、あのっ……」

　さっき男の存在を指摘されたばかりなのに、嫁って……話が飛びすぎよ。

「木崎ってことは、もう結婚してるということ？」

　今度口が開いたのは、堀川さんの方だった。

「いえ、それはたまたま同じ名字で」

　こういうのを、修羅場っていうのかもしれない。苦しまぎれにそう言った私は、顔を伏せた。

　堀川さんと付き合っているわけじゃないし、別にやましいことはないけれど、早くこの重い雰囲気から逃げだしたい。

　困惑している私をよそに、雅斗が「冴子がお世話になってます」なんて勝手に挨拶までしている。

「冴子」

「は、はい」

「百合じゃなくて、堀川さんか？」

　雅斗は鋭い目で私を見つめる。

「何が？」

「恋敵の匂いがする」

　匂わないでよ！　こんなところで、肉食動物の能力、発揮しないで。それは問題発言よ……とさらに困っていると、堀川さんが割って入ってきた。

「そうです。百合さんと僕とで、木崎さんを奪い合っていまして」

「えっ！」

　堀川さんまで何言ってるの？

「木崎さん、ここではっきりしてもらいましょうか」

　雅斗と堀川さんの目が鋭く光っていて怖すぎる。

　というか、百合ちゃんは関係ないし。百合ちゃんは今、堀川さんにぞっこんなんだから。

「いやー、あの……」

　開店前でよかった。もう仕事どころの騒ぎじゃない。

　雅斗も、来るなら来るって言ってくれればいいのに。

「堀川さん、ごめんなさい。私、雅斗が好きです」

　思いきってそう口にしながら、頭を下げる。怖すぎるふたりの視線から逃れるという意味もあったけど。

　誰かなんか言ってよ。この沈黙の中、頭を上げることなんて、とてもじゃないけどできない。

「仕方ないな」

「えっ？」

　沈黙を破ったのは、堀川さんだった。

「木崎さんに好きな人がいることは、イヤというほど感じていたからね。だけど、僕も本気だ。だから告白した」

「堀川さん……」

　彼は意外にも優しい顔で笑っている。

「どうも彼氏がいるわけじゃなさそうだったし、あわよくば僕に揺らいでくれないかなって。でも今朝の君の様子を見て、完全に負けたなと思って、ちょっと意地悪してみた。それにしても、困った木崎さんの顔。最高だったよ」

　ちょっと待って！　堀川さんまで、まさかのドＳ？

　一瞬ニヤリと笑った堀川さんは、今度は雅斗に向き合った。

「でも、まだ結婚していらっしゃらないんですよね」

「はい」

「それなら、全力で奪いにいきます」

　堀川さん、今、なんと？

「冴子は渡しませんよ」

　そう言って、雅斗もニヤリと笑う。

　どうなってるの、この展開……。

「と、とりあえず、仕事の話をしましょうか」

　裏口から物音がして、他の従業員が出社してきたのがわかった私は、ここぞとばかりに話の方向を変えた。

　このふたり、大人なんだか子供なんだか……。コロコロ変わる状況についていけないのは、私だけなの？

「そうしましょうか。それではさっそくですが、お伺いしているのは、大小合わせて十八点の展示ということでよろしいですか？」

「はい。大きいものが三点……あの、あれ……」

　堀川さんの肩越しに雅斗が見つけたのは、堀川さんが『リアン』で買ったという雅斗の絵だ。

「あぁ、これですか。これは私が気に入って買ったものです」

「そう、ですか」

　堀川さんは、その絵の画家がまさか目の前の雅斗だとは、少しも気づいていないようだ。

「堀川さん、あの……」

　私が説明する前に、雅斗が口を開く。

「これは僕が描きました」

「えっ！」

　堀川さんがこんなに大きな声を上げるのは珍しい。

「はぁ。だからだ。だから、木崎さんの絵をひと目見た時、どこかで見たことがある気がしたんだ」

　堀川さんは、大きな溜息をついた。

「もしかして、見せていただいた絵……あれは彼女ですか？」

「そうです」

　ふたりの会話にまったくついていけなくて首を傾げていると、堀川さんは立ち上がって奥の事務所に入っていき、一枚の絵を持ってきた。

「これ……」

　その絵を見た私は、一瞬言葉を失くしてしまった。

　堀川さんが持ってきたのは、ひとりの女の子が星に手を伸ばして背伸びしている絵だった。

「僕も、絵の女の子のように星をつかみに帰ってきました」

「雅斗……」

「彼女と一緒なら、間違いなく星もつかめる」

　雅斗は私の顔を見つめて微笑んだ。

　彼が言う〝星〟とは……やはり、私との幸せなのだろうか。

「僕と彼女は、ずっと昔から同じ星を見てきた気がするんです。だからあなたには渡しません」

　雅斗は落ち着いたトーンで淡々と語る。

「やっぱり、有名な方は自信満々だ」

　堀川さんはそう言うけど、彼は無名の時から、私生活ではこんな感じだ。

「有名無名は関係ありません。冴子の前ではひとりの男。僕は彼女とふたりで一人前」

　恥ずかしい告白は英語でごまかしたくせに、今の方がもっと恥ずかしいことを言っている気がする。だけど、雅斗の言葉は私に自信をくれる。

「お客様に失礼ですけど、なんだか腹立たしい」

　堀川さんが珍しく苛立ってソワソワしている。

「僕にだって、これから木崎さんと星をつかむことはできるでしょう？」

「できません」

「できます」

　睨み合うふたりに焦った私は、なんとか間に割って入る。

「ちょっと待ったー！　仕事しましょ」

　お願いだから冷静に話して。

　変な汗がどんどん出てくるのを感じながら、テーブルの上に契約書を差し出す。

「はい、契約書です」

　ちょっと不機嫌な顔をした雅斗が、契約書を手にして読みだすと、堀川さんがプッと吹き出した。

「残念ですが、私の負けです。有名な方ですし、もっと余裕しゃくしゃくだろうなと思ってましたけど、意外と普通の男ですね。ひとりの女性のことで感情剥き出しにして必死になって。でもそういうのは嫌いじゃない。おっと、お客様に失礼ですね」

　クスクス笑いながらコーヒーを口にした堀川さんは、顔を上げた雅斗に再び話しかける。

「好きなものにはなりふり構わず向かっていく勇気をもち合わせていらっしゃるようだ。おそらく、絵に関してもそうだったのでは？　木崎さんだって、イギリスに行かれるのには勇気が必要だったでしょう？」

　堀川さんの質問に、雅斗は首を横に振った。

「勇気なんてありませんでした。だけど彼女が、僕の背中を押してくれたんですよ。かなり無茶苦茶な方法でしたが」

　雅斗はあの頃のことを思い出したのか、苦笑している。

「今の僕があるのは、僕の絵をいつも褒めてくれた、彼女のおかげです」

「そうでしたか。木崎さんは本当にあなたの絵が好きなんですね」

　雅斗の絵は大好きだ。だけど、それと同じくらい雅斗のことが好きなのだと、堀川さんに指摘されているような気がした。

「初めて彼女がここに来た時、私が買ったこの絵を見て目を輝かせていたんです。もしもこの絵の画家が現れたら、彼女はもっていかれちゃうんだろうな、なんて直感がありました。だからその通りになって、かなり悔しい」

　堀川さんは雅斗から契約書を取り上げると、何やら書き始めた。

「彼女のことは諦めます。その代わり、今回の契約は他にはないオプションつきで」

「オプション？」

　雅斗が不思議そうに声を上げた。

　私も、そんなの聞いたことがない。

「はい。今後あなたがどれだけ売れっ子の画家になっても、定期的にうちの画廊で個展を開くこと」

「プッ」

　今度吹き出したのは雅斗の方だ。

「商売上手ですね。それじゃあ、これもつけ足してください。木崎冴子にここの仕事を続けさせることと、彼女には一切手を出さない、っていうオプション」

「それは別の契約書にしましょう」

　ふたりはクスクス笑っているのに、私はキョトンとするばかりで、まるでついていけない。

　さっきまで険悪な雰囲気だったというのに、どうしてこんなに変われるの？




「まさか、木崎さんがね」

　雅斗が帰ったあと、堀川さんに突っつかれて困る。

　だけど「幸せそうだから仕方ない」って言ってくれた彼に頭が下がる。

　それにしても、フってしまったというのに、何ひとつ嫌味を言うことなく今までと同じように接してくれる堀川さんは、度量が大きい。




　仕事の帰りに、近くの駅で待ち合わせた雅斗が、なかなか来ない。

「悪い。遅くなった」

　慌てて走ってきた雅斗に、ふてくされた顔をしてみせる。

　いつもいじめられてばかりでたまるか、といきがったけど……。

「戸塚部長が、イーイマージュに戻ってこいって言ってくれて」

「ほんとに？」

　私のペースにもちこむには、まだ修行が足りないらしい。

「で、断るのに時間がかかった」

「断った、の？」

「あぁ、あそこには冴子がいないしな」

　私はいなくても、戸塚部長という最高の理解者がいるのに。

「でも……」

「堀川さんから、うちで働かないかって電話があった」

　そんなこと、初耳だ。

「絵を描く時間はやるから、画廊にも出てほしいって。それと、俺の絵、日本では専属契約ね、だって。あの人、商魂たくましいよな」

　堀川さんがそんなことを？

　雅斗はクスクス笑いながら、「なかなかのやり手だ」とつぶやいている。

「それで？」

「マネージメントは冴子に頼むっていうから、即決だよ」

　私？　そんな大切なことを勝手に……と思ったものの、堀川さんは雅斗にとって一番いい条件を提示してくれたのではないかと思う。

　おそらく雅斗も、堀川さんが金儲けのためにだけ雅斗を雇うと言ったわけじゃないことを、わかっているのだろう。そうでなければ、きっと断るから。

　堀川さんが、本当に雅斗の絵に惚れこんでいることは、『リアン』で買った絵を大切にしていることからもわかる。

　戸塚部長が『戻ってこい』と言ってくれたことには、感謝の言葉以外ないはずだ。

　だけどやっぱり、イーイマージュの仕事をしながら好きな絵を描き続けるのは、至難の業だ。だって、残業の嵐だから。

「マネージャーの冴子さんに相談」

「ん？」

「俺、戸塚部長に恩返ししたいんだ」

「うん」

　それは私も同じ気持ちだ。部長がいなければこんな幸せ、手にすることができなかったかもしれない。

「イーイマージュの外注を受けたい。部長がどうしても、ってやつを。それで、冴子にも手伝ってもらいたい」

「もちろんだよ！」

　どうしよう。最高の気分だ。こんなに色々なことがうまくいくなんて、恵まれすぎている。

「マスター、こんばんはー」

　メチャクチャ高いテンションで、『リアン』のドアを開けた。

「いらっしゃい。今日はまた元気……木崎君！」

「ご無沙汰しています」

　私の肩越しに雅斗を見つけたマスターは、厨房から出てきて雅斗に握手を求める。

「俺がいない間、冴子がお世話になったようで」

「いやいや。木崎さんがいつも来てくれたから、楽しかったよ」

　まるで夫のように、頭を下げる雅斗の姿にキュンとする。

「ちょっと！」

　その時、奥のトイレの方からドタバタと足音がして、野太い声が……。

「雅斗君じゃないの！」

「百合、元気にしてたか」

「あーん。帰ってきたのね」

　今にも抱きつかんばかりの勢いで駆け寄ってきた百合ちゃんを、雅斗が制する。

「百合。俺がいない間に、冴子を誘惑したそうじゃないか」

「ちょっと雅斗……」

　あれは冗談だって。

「だって冴ったら、ひとりエッチじゃ物足りなさそうだったんだもん」

「そうなのか？」と、雅斗はとぼけた声を上げながら、私の顔を覗きこむ。

「違うわよ！」

　百合ちゃんのお尻を蹴っ飛ばしたいところだけど、どう見ても負けるからやめた。

「でもね、ごめんなさい、私……」

　急にしおらしくなった百合ちゃんに首を傾げていると、爆弾発言が飛び出した。

「冴のところのオーナーさんに惚れちゃったの。だから雅斗君、ごめんね。百合を放っておく雅斗君が悪いのよ！」

「マジで？」

「うん」

　一瞬の沈黙のあと、雅斗がクククと笑いだす。

「そうか、堀川さんにねー。そうか……」

「あら、堀川さんのこと知ってるの？」

「まぁね。頑張れよ、百合」

　ちょっと雅斗、その無責任な発言はよしなさい。

「冴子はまた肉なのか」

　大好物のビーフシチューを頼むと、すかさずツッコミが入るけど、こうして昔のように皆で食事ができてうれしい。

　それから雅斗のイギリス話に花が咲き、気がつけば、いつの間にか閉店時間をとっくに過ぎていた。

「俺、結婚するわ」

　他の客が帰ると、雅斗が突然口を開いた。

「はーっ？　まさか冴を捨てて金髪女と？」

　百合ちゃん、私の妄想を口にするのはやめて。

「なんでそうなるんだ？」

「それじゃ、私？」

「それも違うだろ」

　雅斗と百合ちゃんはいいコンビだ。一緒にいるとすごく楽しい。

「それじゃ、あなた達……」

　照れくさくて小さくうなずくと、百合ちゃんの大きな体が覆いかぶさってくる。

「冴ー」

「いや、ちょっと、あの……」

　百合ちゃんの力が強すぎて、窒息しそうだ。

「冴子に触れるなよ」

　間に割って入ってきた雅斗まで、百合ちゃんに一緒に抱き寄せられて……。

「もう最高よ！」

　号泣している百合ちゃんを見て、最高に素敵な友達だと思った。




　雅斗の初めての個展は、大成功だった。

　彼が持ちこんだ絵は、多くの人を魅了した。もちろん、私もその中のひとりだ。

　そして堀川さんも『見る目があるだろう』と自画自賛していた。

　戸塚部長も駆けつけてくれて、『ついでによろしく』なんて第一号の仕事をくれた。

　あの時踏み出した一歩が、こんなにも素敵な時間を作ったのだ。

　個展の最終日、『星からの手紙』の同僚と一緒に打ち上げをすることになった。

「先行ってるぞー」

「はい。すぐに行きます」

　残っているのは私と雅斗。最後の客に手間取ったのだ。

「冴子、ちょっと」

　急いで画廊を出ようとした私を、雅斗が止めた。

「どうしたの？」

「ずっとイギリスの美術館で足止めを食らってたんだけど……」

　彼が事務所の奥から持ってきたのは、まだ梱包されたままの絵のようだ。

「雅斗、これ……」

「本当は、これに賞をつけてプレゼントしたかったんだ」

　梱包を解かれた絵は、戸塚部長が見せてくれた美術雑誌に掲載されていたものだ。

『本当はこっちが本命でした』と雅斗が語った女のヌード。

「これ、一応冴子」

　ダメだ。最近涙腺が弱くて仕方ない。

「バカ……。こっちが賞取っちゃったら、私のヌードが世界中の人に見られちゃうところだったじゃない」

「あはは。そうだな」

「バカ……」

　気がつくと、雅斗の腕の中にいた。

「これからも、俺の理解者でいてくれるか？」

「Ｙｅｓ」

「なんでそこ、英語なんだよ」

　優しく笑った雅斗は、今までで一番優しいキスを落とした。




　草食男子のフリをした、ガッツリ肉食の雅斗に恋をした。

　彼のギャップにすっかりやられてしまった私は、いつでもどこでも、彼に振り回されっぱなしだ。

　それでも私は、人を愛することの素晴らしさを知ることができた。

　辛いことも苦しいこともあったけど、私達は今、それもいい経験だったと思えるほどの幸せに包まれている。

　私達は確かに、きらめく星を手にできたのだ。

　雅斗の優しい笑みを見ながら思う。

　これからもずっと、あなたの隣を歩いていこう。

　あなたが隣にいてくれるなら。


ＥＮＤ












あとがき




「あなたにとっての〝星〟はなんですか？」

　この作品を書き終えた今、読んでくださった皆様に問いかけながら、自分にも問いかけています。私が一番取りたい星はなんだろう、と。冴子と雅斗のように、必ずその星を手に入れるんだ、という強い意志を持っているだろうか。諦めてはいないだろうか、と。

　皆様はいかがでしょうか。




　そして何より、この作品に込めた最大のテーマは「あなたの理解者は、どこにいますか？」です。

　その理解者は〝たったひとり〟でもいいのです。自分に味方がいるというのは、生きていく上でとても重要なことだと、日々感じています。

　本音を言えば、理解者がひとりでは苦しいんですよ。たくさんの人に理解してほしいんですよ？　だけど、百合が言ったように「自分の人生だもの、文句ばかりじゃつまらないでしょ？」なんです。

「誰もわかってくれない！」とネガティブに考えてクヨクヨするより、「あの人は私をわかってくれる！」の方がきっと楽しいはず。

　と、堅苦しいことを言いながらも、百合のイメージがボーンと頭に浮かんでくる私は、彼女（？）にすっかり毒されておりますが……。

　私が書いた某書籍にチラリと出てきた会社、「イーイマージュ」が舞台のこの作品。楽しんでいただけましたなら幸いです。

　また、この番外編は小説サイト「ベリーズカフェ」に掲載しております。よろしければ遊びにきてくださいね。




　最後になりましたが、いつも拙い文章に付き合ってくださる担当の増子様。説話社の新井様、三好様。イラストレーターのソウノナホ様。その他、出版に関わってくださいましたすべての皆様。そして、数々の書籍の中からこの本に出会ってくださいました皆様、いつも応援してくださる皆様。本当にありがとうございました。





佐倉伊織
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